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校
歌
(昭
和
五三
年
六
月
七
日
制
定)
作
詞
綱
渕
正
幸
作
曲
渡
部
日
出
雄

5
中
央
に
東
小
学
校
の
校
名

一、
丘より

の
ぞむ

遠
く
に
け
む
る

風
に
や
さ
し
い

友
と
楽
し
く
肩
寄
せ
あ
っ
て

た
し
か
な
知
識
学
ぼ
う
よ

東、
東
、
み
ん
な
の
学
校

ま
な

空
知川

学
び
舎
に

歌
が
あ
る

三、
つつ
じ
花
咲
く

君
と
わ
た
し
の

風
に
あ
か
る
い
歌
が
あ
る

友
と
仲
よ
く
手
を
と
り
あ
って

ひろ
い
世
界
へ
は
ば
た
こ
う

東、
東、
み
ん
な
の
学
校

歴
代
校
長

初
代
本間

茂
昭
和
五三
・
四
・
一
～
現
在

第
三
節
中

学
校

江
陵
中
学
校
(黄
金
町
西
一丁
目
七
番
)

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日、
新
教
育
制
度
の
実
施
に
伴
い、
滝
川
町
立
第
一

中
学
校
と
し
て、
第
一
小
学
校
の
一
部
を
仮
校
舎
と
し
開
校
。
そ
の
時、
学
級

数
八、
生
徒
数
五
一二
名
、
教
員
数
一
八
名
で、
殊
に
校
長
に
は
新
制
中
学
校

の
重
要
性
に
鑑
み、
旧
制
中
学
校
長
で
あ
る
滝
川
中
学
校
長
斉
藤
正
が
任
命
さ

れ
た
。
昭
和二
十
四
年
六
月
十
七
日、
第
一
期
分
校
舎
六
教
室
が
竣
工
し、
移
転
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
校
舎
不
足
の
た
め、
滝
川
女
子
高
等
学
校
(現
在
の
滝
川

高
校)
の
一部
及
び
第
一
小
学
校、
そ
し
て
新
校
舎
と
三
ヵ
所
に
分
散
し
て
教

育
が
行
わ
れ
る
な
ど
苦
し
い
過
程
を
経
て、
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
第
二
期
分

校
舎
が
竣
工
し、
同
年
四
月
全
生
徒
を
収
容
し
た
。

こ
の
後、
生
徒
の
激
増
や
特
別
教
室
建
築
の
た
め
の
増
築
が
毎
年
の
よ
う
に

行
わ
れ、
昭
和
三
十
九
年
の
第
十
五
期
工
事
に
よ
っ
て
完
了、
現
在
の
校
舎
が

で
き
あ
が
っ
た
。

こ
の
間、
当
初
第
二
小
学
校
に
併
置
さ
れ
発
足
し
た
分
校
は、
昭
和
二
十
三

年
四
月
に
独
立
し
第
二
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
が、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一

日
、
第
二
中
学
校
を
合
併
し
、
校
名
も
第
一
・第
二
と
よ
ぶ
序
列
式
な
も
の
を

改
め
て
滝
川
町
立
江
陵
中
学
校
と
し
て
新
発
足
を
し
た。

そ
の
後
も
生
徒
は
激
増
の
一
途
を
た
ど
り
、
三
十
五
年
四
月
現
在
で
学
級
数
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二、
稔
り
豊
か
な
この
郷
土
は ち

ま

屯
田
兵
の
汗
の
跡

風
に
き
び
し
い
歌
が
あ
る

友
と
励
ま
し
腕
組
み
合
っ
て

た
く
ま
し
く
体
鍛
え
よ
う

東、
東
、
み
ん
な
の
学
校

江陵中学校

..

近代化した新校舎

・
卒
業
生
第
一
回
九
三
名
(昭
五
四
・三
・
二
〇
)

ピ
ン
ネ
シ
リ

描
く
夢



三
一
、
職
員
四
七
名
と
な
り、
翌
三
十
六
年
に
は
生
徒
を
収
容
で
き
ず、
第
一

小
学
校
に
五
教
室
を
間
借
り
す
る
状
態
で、
昭
和三
十
七
年
に
は
生
徒
数
も

二、
〇
〇
〇
名
近
く
と
な
っ
た
た
め、
開
西
中
学
校
を
開
校、

一〇
学
級
を
わ

け
て
分
離
独
立
す
る
。

こ
え
て、
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
は、
通
学
区
域
の
変
更
が
あ
り
、
国
道三

十
八
号
線
道
路
の
境
界
線
を
市
役
所
前
官
庁
道
路
と
し
て
、
こ
の
間
を
明
苑
中

学
校
通
学
区
域
と
す
る
。

そ
の
後、
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
改
築
の
運
び
に
至
り、
昭
和
五
十
三
年
十

二
月、
第
一
期
工
事
完
了
に
よ
り、
生
徒
の
一
部
が
移
転、
同
五
十
四
年
七
月

第
二
期
工
事
完
了
に
よ
り
、
普
通
教
室、
特
別
教
室
、
職
員
室
、
校
長
室
が
竣

工
、
生
徒
も
職
員
も
新
校
舎
に
移
転
、
残
る
体
育
館、
給
食
室
、
玄
関
な
ど
も

昭
和
五
十
四
年
十二
月
に
は
第三
期
工
事
と
し
て
完
了
予
定
で、
木
造
校
舎
か

ら
近
代
の
粋
を
集
め
た
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
の
新
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。

・
江
陵
中
学
校
改
築
事
業
の
概
要

着
工
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
四
日
竣
工
昭
和
五
十
四
年
度

規
模
校
舎
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
屋
体
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

校
舎
四、
六
四
三
・
二〇
平
方
メ
ー
ト
ル
屋
体
一、
三
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

事
業
費
総
額
七
九
四、
六
一
〇、
〇
〇
〇
円

校
舎
六三
八、
六
六
二
、
六二
七
円
、
屋
体
一
五
〇
、
四
五
二
、
四
六
五
円

外
構
一
式
五、
四
九
四、
九
〇
八
円

請
負
業
者

校
舎
屋
体
建
築

(株
)
泰
進
建
設

(株)
斉
藤
組
共
同
企
業
体

給
排
水
設
備
田
中
管
工
(株)

電
気
設
備
末
広
屋
電
気
(株
)

な
お、
昭
和
五
十
五
年
四
月
ま
で
に
は、
明
苑
中
学
校
校
舎
も
新
築
完
了
の
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運
び
と
な
っ
て
お
り
、
先
に
新
築
さ
れ
た
東
小
学
校
校
下
の
生
徒
は、
明
苑
中

学
校
へ
転
校
す
る
こと
に
な
っ
て
い
る
。

江
陵
中
学
校
発
足
以
来、
管
内
教
育
は
も
と
よ
り
道
内
的
に
み
て
も
重
要
な

活
動
を
続
け、
昭
和二
十
八
年
の
全
道
社
会
科
研
究
大
会
を
は
じ
め、
そ
の
後

全
道
P
T
A
研
究
大
会
など
、
全
道
的
研
究
大
会
の
場
と
な
る
こ
と
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。

ま
た、
生
徒
の
文
化
・
体
育
面
の
活
動
も
盛
ん
で
昭
和
三
十
年
の
全
道
合
唱

コ
ン
クー
ル三
位
入
賞
を
は
じ
め、
三十
七
年
に
は
美
術
面
で
総
理
大
臣
賞、

四
十二
年
全
道
吹
奏
楽
コ
ン
クー
ル
に
優
勝
し
て
、
全
国
大
会
に
駒
を
進
め、

そ
の
後
全
道
中
学
校
野
球
大
会
優
勝
な
ど
、
全
国
大
会
出
場
吹
奏
楽
七
回、
バ

レ
ー
四
回、
卓
球
四
回、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
四
回、
バ
ス
ケ
ッ
ト
一
回
の
多
き
を

数
え、
な
か
ん
ず
く
五
十
三
年
の
バ
レー
部
は
全
国
大
会三
位
入
賞
銅
メ
ダ
ル

を
勝
ち
と
っ
て
い
る
の
は
異
彩
を
放
って
い
る
。

ま
た、
昭
和
五
十
一
年
に
は
空
知
管
内
教
育
実
践
表
彰
校
と
し
て
の
栄
に
浴

し
、
本
校
の
教
育
活
動
は
広
く
道
内
外
に、
高
く
評
価
さ
れ、
現
在
も
そ
の
歩

み
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

校
章
(昭
和二
十
六
年
四
月
一日
制
定)

中

江陵中学校章

校
章
全
体の
形
は、
雪
の
結
晶
六
角
形
を
あ
ら
わ
し、
北
国
の
け
が
れ
を
知

ら
な
い
純
粋
さ
と
、
困
難
に
耐
え
ぬ
く
力
強
さ
を
意
味
し
ま
す
。
また
小
さ
く

突
き
出
た三
つ
の
も
の
は
「ペ
ン
」
を
型
ど
っ
た
も
の

で、
学
問
を
本
分
と
す
る
生
徒
に
真
理
の
追
求
を
要
求

し
、
「中
」
は
義
務
教
育
最
終
学
校
と
し
て
の
誇
り
と

自
覚
を
意
味
し
、
そ
れ
を
包
む
桜
模
様
は
日
本
人
と
し
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て
の
願
い
で
あ
る
自
主、
独
立、
平
和
の
精
神
を
意
味
し、
さ
ら
に、
そ
れ
を

包
む
円
は、
人
間
生
活
に
大
切
な
寛
容
と
協
力
を
示
し、
結
晶
は
滝
川
の
頭
文

字
T
六
つ
を
も
じ
っ
て
い
る
。

校
歌
清
水
重
道作
詞
信
時
潔
作
曲

美
し
く
磨
き
つ
く
ら
ん

明
日
の
世
を
担う
わ
れ
ら
の

ま
玉
な
す
心
の
鏡

曇
り
な
く
正
し
く
映
し

あ
あ
誠
実
の
道
を
照
ら
さ
ん

惜
し
み
な
く
究
め
明
か
さ
ん

明
日
の
世
を
築
く
わ
れ
ら
の

き
お
い
た
つ
窮
理
の
望

新
し
く
清
し
く
昂
り

あ
あ
学
問
の
奥
が
探
ら
ん

(49.8)全国中学生バドミントン大会

ルクンコ楽奏吹本日全回第

(51.8)全日本中学生バレーボール選手権大会

逞
し
く
汲
ま
ん
掏
ば
ん

明
日
の
世
を
守
る
わ
れ
ら
の

ほ
と
ば
し
る
生
命
の
泉

健
や
け
く
優
し
く
溢
れ

あ
あ
健
康
の
歌
ぞ
歌
わ
ん

歴
代
校
長

初
代
斉
藤

三
代
高
橋

五
代
竹
村

七
代
沼
田

直
三

均 正

少
五〇・
六・
一

少
四五・
四・
一
八
代
綱
渕

室
塚

義
信

少
四三・

四・
一

博
小
三四・
五・

昇
昭
和三
・
七・
一

(現
在
)

11三三・
四・
一

現
在
の
状
況

九
代
谷
岡

校
地
一
一、
二
五
〇
坪

学
級
数
二
五

生
徒数

職
員
数
四二

(51.11)全日本吹奏楽コンクール 一、
〇
七
三

卒
業
生
一
一、
二六
一
(昭
和
五三
年
度
)

明
苑
中
学
校
(滝
川
市
花
月
町
二
ー
五
)

昭
和二
十
二
年
五
月
一日
、
新
学
制

実
施
に
伴
い
滝
川
町
立
第二
中
学
校
と

し
て
発
足
し
、
本
校
を
第
三
小
学
校、

分
校
を
第
四
小
学
校
の
校
舎
一
部
を
仮

校
舎
と
し
て
開
校
し
た
。

翌
二
十
三
年
一
月
一
日
、
分
校
は
第

四
中
学
校
と
し
て
独
立、
本
校
は
滝
川

町
立
第三
中
学
校
と
校
名
変
更
、
こ
れ

で
町
内
中
学
校
は
小
学
校
と
同
様、
第

一、
第
二
、
第
三
、
第
四
と
四
つ
の
中
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斉
清
吉

昭
和三
・
五・一

ク
二七・
五・
一

10代
若
山

二
代
国
兼

良
一

正
幸

ク
四七・

四・
一

か
え・
六・
一

六
代

四
代
鎌
田



明苑中学校

全空知中学校野球大会優勝 (昭和24.9)

学
校
が、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
併
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

町
内
新
制
中
学
校
設
置
に
当
た
り、
新
学
制
実
施
協
議
会
は
検
討
の
上二
校

案
を
採
択
し
た
が、
本
校
校
地
問
題
で
壁
に
つ
き
あ
た
り
他
に
適
当
な
地
を
得

ら
れ
ず、
つい
に現
位
置
への
決
定
を
み
た。

昭
和二
十
四
年
四
月
十
日、
新
校
舎
第
一
期
工
事
が
九
分
ど
お
り
完
成
の

際
、
不
慮
の
災
厄
に
て
全
焼、
同
年
八
月
十
一
日、
六
教
室
、
便
所、
そ
の
他

二
一
二・
五
坪
を
再
建、
二部
授
業
に
よ
る
苦
し
い
教
育
を
続
け
た。

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
三
日、
第
二
期
工
事
五
教
室
そ
の
他
二
一二
・
五
坪

を
新
築
、
さ
ら
に二
十
六
年
四
月
三
日
、
第
三
期
増
築
屋
体
、
生
徒
玄
関
そ
の

他
二
二
〇
坪
を
竣
工、
同
二
十
九
年
三
月
十
七
日
、
第
四
期
工
事
二
教
室、
同

三
十
二
年
六
月
三
十
日
、
第
五
期
工
事
二
教
室
、
玄
関、
給
食
室
七
六
坪、
同

年
十
二
月
十
五
日、
第
六
期
工
事
二
教
室
五
五
坪、
昭
和三
十
三
年
十二
月
二

空知地区吹風楽コンクール大 会

全空知の金賞、全道の銀賞 (昭和49.9.14)

明苑中学校新校舎

十
四
日、
第
七
期
校
舎
増
築
屋
体
五
〇
坪
を
完
成
し
、
三十
六
年
八
月
十
八

日、
第
八
期
校
舎
増
築、
普
通
教
室
一、
音
楽
室、
玄
関
そ
の
他
一〇
一
坪、

四
十
年
十
一
月
十
日、
第
九
期
技
術
科
室
、
同
準
備
室
、
理
科
実
験
室
、
同
準

備
室
が
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
一
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
竣
工、
昭
和
四
十
一
年
十

月
二
十
九
日、
第
十
期
校
舎
増
築、
普
通
教
室
二
、
家
庭
科
室、
調
理
室、
美

術
室
な
ど
九
五
四
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
が
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。

開
校
当
時
「
第
二
中
学
校」
一〇
学
級
編
成
で
生
徒
四
三
三
名、
職
員
一
四

名
で
出
発
し
た
本
校
も、
昭
和二
十
三
年
一月
一日
「第三

中
学
校」、

二
十

六
年
四
月
一
日
「
明
苑
中
学
校
」、
三
十三
年
七
月
一日
「滝
川
市
立
明
苑
中

学
校」
と
校
名
変
更、
中
学
校
新
設
のこ
ろ
に
は、
町
内
一
校
説
が
土
地
買
収

問
題
や
通
学
区
の
こ
と
な
ど
か
ら二
校
説
に
な
り
、
同
規
模
程
度
の
学
級
でと

踏
み
出し
た
が、
現
江
陵
と
異
っ
て
校
地
の
狭
隘
を
残
し
な
がら
数
次
に
わ
た
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る
増
改
築
工
事
を
経
て、
今
日
の
明
苑
中
学
校
と
な
っ
た
。

空
知
の
有
名
校
と
し
て
の
「明
苑
」
は、
そ
の
学
校
経
営
も
異
彩
を
放
ち、

学
習
面
は
も
ち
ろ
ん、
文
化
・
体
育
方
面
の
活
動
も
盛
ん
で、
空
知
・
全
道
に

輝
かし
い
足
跡を
残
し
、
いま
ま
た、
さら
に
奮
起
し
、
より
良
き
伝
統
の
継

承
に
努
め
て
い
る
。

近
年、
特
に
校
舎
の
老
朽
化
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り、
校
地
の
現
状
から
、

新
町
に
近
代
的
校
舎
の
建
設
が
進
め
ら
れ
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
、
東
栄
中
学

校
を
統
合、
東
小
学
校
校下
区
域
も
包
含
し
た
新
出
発
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

・
統
合
明
苑
中
学
校
建
築
事
業
の
概
要

着
工
昭
和
五
十三
年
七
月
十
四
日
竣
工
昭
和
五
十
四
年
度

規
模
校
舎
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
三
階
建、
屋
体
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

屋
体
一、
二九
一・〇

〇
im

学
校
用
地
一
四、
八〇
〇
・
二
三
㎡五

一、
○
一
五、
二
八
三
、
九
七
二
円

二
三
五、
七
八
三
、
九
七二
円

六〇
九、
六
五
九、
七
五
六
円

一
六〇
、
〇
一
九、
五〇
五
円

外
構
一
式

九、
八二
〇
、
七
三
九
円

(株)
中
山
組、

(株)
神
部
組
共
同
企
業
体

給
排
水
設
備

(株)
サ
ー
ク
ル
鉄
工
所
電
気
設
備

校
章
(昭
和二
十
三
年
四
月
一
日
制
定
)
考
案
者
畑
中
順
太
郎

「
北」
は、
片
仮
名
で
滝
川
の
「タ」

を
表
し
、
同
時
に

北
海
道
の
「北
」
を
も
意
味
し
て
いる
。
柏
の
葉
と
北
は

「三
」の
数
を
表
す
と
共
に
多
数
を
示
し
、
「中
」を
囲
む
♡

は
明
苑
の
明
で
あ
る
。

校
歌
作
詞
細
田
義
行
作
曲
小
泉
正
松
(昭
和二
六
・
一〇
制定
)

一、
よ
ろ
こ
び
は
明
か
る
き
苑
に

湧
き
立ち
て
花
咲く
も
の
を

こ
の
庭
に
春
秋
三
年

誇
り
あ
る
明
苑

あ
こ
が
れ
の
眸
に
仰
ぐ

な
つ
か
し
の
明
苑

三、
う
ら
ら
け
き
平
和
の
春
よ

さ
き
ほ
こ
る
文
化
の
花
よ

大
い
な
る
理
想
を
胸に

さ
わ
め
ゆく
真
理
の
す
が
た

誉
あ
る
明
苑

若
人
の
気
魄
も
新
た

栄
え
ゆ
く
明
苑

歴
代
校
長

初
代
関
吉
四
郎

"

昭
和
三
・
五・
一

少
二六・
四・三〇三
三
・

三 二八・
四・
一六 ・

四
代
松
本

実実

〃
四〇・
三・三一

小
デ
・二
・
一

六
代
大
沼
喜
七

少
四三・
三・三ゴ

四三
・
四・
一

八
代
東
出
芳
夫

10代
山
田
喜千
代

職
員
数
二
三 小
三
・
四・
一

〃

"
吾四
現
在

東
栄
中
学
校

二
・
現
況
学
級数

九
代
渡
辺
鉄三
郎

七
代
佐
藤
房
夫

小
四九・

四・
一

小
三
・
三・三
一

生
徒数

三
五〇

二
代
伊
藤
賢
栄

"
二八・
四・一五

昭
和芸
・
五・
一

二、
む
ら
さ
き
に
樺
戸
嶺
か
す
み

石
狩
と
空
知
は
歌
う

若
み
ど
り
伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら

一
す
じ
に
い
ま
し
め
励
む

力
あ
る
明
苑

あ
た
ら
し
き
世
紀
の
光

名
も
高
き
明
苑

ト

(有)
大
川
電
気
商
会

請
負
業
者

屋
内
体
育
館

校 用
地
取
得
費舎

事
業
費
総
額

三
代
森
谷

武

五
代
高
橋
進

四六・
三・三一

三・
三

〃
・四

・
四四究・

小
四〇・
四・

少
三五・一〇・三

小
三
・
四・
一

一
二一

卒
業
生
五、
三
九
六
(昭
和
五
四
・
三
現
在)

新
学
制
の
実
施
に
伴
い
昭
和二
十
二
年
五
月
一日、

町
立
滝
川
第
二
中
学
校

(現
明苑中

学校)
の
分
校
と
し
て
発
足
し
た
が、
翌
二
十
三
年
一
月
一
日
、
町

立
滝
川
第
四
中
学
校
と
し
独
立
し、
第
四
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
に
併
置
さ
れ
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〇
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東栄中学校

た
。昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日、
町
立
東

栄
中
学
校
と
改
称
昭
和
四
十
五
年
四
月

一
日
、
小
中
併
置
校
が
分
離
そ
れ
ぞ
れ

独
立
校
に
な
る
ま
で
は、
小
学
校
長
が

兼
務
し
て
い
た
。

昭
和二
十
五
年、
校
舎
を
小
学
校
に

続
け
て
建
築し
た
が、
国
道三
十
八
号

線
舗
装
工
事
施
工
に
際
し、

一部
路
線

を
変
更
し
て
校
庭
内
を
通
る
こ
と
と
な

り
、
校
舎
の
移
転
問
題
が
起
こ
り、
昭

和
三
十
七
年
十
二
月
、
新
築
さ
れ
た
現
校
舎
へ

移
り、
五
十
二
年
九
月、
開
校三
十
周
年
を
迎

え
た
。

東
栄
中
学
校
は
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、

年
毎
に
学
校
の
伝
統
を
築
き
、
対
外
的
にも
活

躍
、
特
に
籠
球
部
は
、
中
空
知
で
三
位
、
準
優

勝
、
優
勝
と
そ
の
成
績
を
昂
め、
四
十
四
年
空

知
大
会
を
経
て、
全
道
第
一
回
少
年、
少
女、ハ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝、
全
道
の
強
豪
を
倒

し
て
全
道
制
覇
の
偉
業
を
な
し
と
げ
た
の
は
特

筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

苑
中
学
校
に
合
併
統
合
と
な
り
、
東
栄
中
学
校
は
閉
校
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。滝
川
の
東
を
占
め
て

野
に
里
に
あ
ふ
る
る
恵

あ
け
く
れ
を
心
正
し
く

美
し
く
明
る
く
伸
び
て

新
し
き
世
を
築
く
も
の

東
栄
の
若
き
わ
れ
ら
ぞ

※
校
歌
・
校
章
は
小
・
中
学
校
同
じ
で
あ
る
。

秀
歴
代
校
長
(初
代
よ
り
七
代
ま
で
は
小
学
校
長
兼
務)

心
四九・
三・三一

昭
和
盟
・
四・
一

九
代
渡
辺

昇
昭
和
四
・
四・
一

ぐ
吾
・
三・三

開西中学校

・
卒
業
生
総
数
一
、
二
四
六
名
(昭
五

四
・
三)
開
西
中
学
校

江
陵
中
学
校
は、
開
校
以
来
生
徒
が

急
増
し
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
に
な
る

と
三
〇
学
級
を
超
え
る
マ
ン
モ
ス
校
と

な
り、
そ
の
緩
和
策
と
し
て、
市
内
西

地
区
に
新
設
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り、
昭
和
三
十
五
年
度
末、
市
議

会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
七
月
着
工
し
、
同
年

近
年、
過
疎
化
の
波
に
よ
っ
て
生
徒
数
も
減
少、
昭
和
五
十
五
年
度
よ
り
明

第
一
章
学
校
教
育

校
歌
細
田
義
行
作
詞
奈
良
熊
十
郎
作
曲
(昭
和
二
六
年
四
月
制
定)

清
ら
な
る
空
知
の
流
れ

友
と
し
て
い
そ
し
む
月
日

ひ
たす
ら
に
真
理も
と
め
て

か
が
や
か
に
文
化
の
花
の

咲
き
か
お
る
世
を
築
く
も
の

東
栄の
若
き
わ
れ
ら
ぞ

八
代
窪
田

〃 少
三
・
四・
一

10代
堀
江
三
郎

/
吾
(現
在)
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育

十
一
月
鉄
筋
コ
ン
ク
リー
ト二
階
建
て
の
校
舎
が
完
成
し
た
。

昭
和三
十
七
年
四
月
一
日
に
て
認
可
さ
れ、
独
立
校
と
し
学
級
数
一一、

生
徒
数
四
九
九
名、
初
代
校
長
と
し
て
溝
口
隆
重
が
任
命
さ
れ、
同
年
九
月
三
十

日
体
育
館
が
落
成、
十
一
月
二
十
日
開
校
並
び
に
落
成
記
念
式
典
を
行
う
。

工
事
の
概
要
は、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月、
普
通
教
室
一
一
を
は
じ
め
工
作

室
、
給
食
室、
音
楽
室
な
ど
、
一
、
九
七
九
平
方
メー
ト
ル。
三
十
七
年
九
月

三
十
日、

ステ
ー
ジ
、
地
下
室、
用
具
室
付
設
の
体
育
館
六
一八
平
方
メ
ー
ト

ル
が
完
成、
三
十
八
年
十二
月二
十
五
日、
理
科
室、
技
術
室
な
ど
五
六
一平

方
メ
ー
ト
ル、
三十
九
年
九
月
普
通
教
室
二
な
ど
二
九
八
平
方
メー
ト
ル、
昭

和
四
十
一
年
十
一
月
十
四
日、
職
員
室
、
校長
室
な
ど
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

が
完
成
し
て
い
る
。

滝
川
の
発
展
は
西
方
の
開
発
と
共
に、
人
間
開
発
の
意
味
も
含
め
て
「開

西
」
が、
地
区
の
中
心
と
な
っ
て
ス
ター
ト
し
て
か
ら
、
昭
和
五
十
一年
九
月

に
は
開
校
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行、
こ
の
間、
地
域
・
学
校
の
一体
化
と

生
徒
の
諸
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
が、
特
に
四
十
一
年
の
学
研
教
育
賞
を
は
じ

め、
最
近
で
は
「
花
い
っぱ
い
コ
ン
クー
ル
優
秀
」
と
明
る
い
展
開
が
な
さ
れ

て
い
る
。

校
章

(昭
和三
十
七
年
五
月
一
日
制
定)
考
案
者
高
田
幸
三

(1)
全
体
が
末
広
の
形
で
向
上
し
て
い
く
。

2)
やぶ
み
の
形
は、
素
直
に
ま
っす
ぐ
伸び
る
生
命
を
表

現
す
る
。

3
両
翼
は、
そ
れ
ぞ
れ
真
・
善
・
美
・
端
正
な
結
合
を
示

す
。

校
歌
作
詞
入
江
好
之
作
曲
宍
戸
睦
郎
(昭
和三
七
・
一
一・
二
〇
制
定)

一、
山
な
み
は
る
か
ピ
ン
ネ
シリ

二、
豊
か
な
地
き
り
開
く

れ
い
明
の
光
の
中
に

希
望
の
せ
ゆく

石
狩川

ほ
こ
り
高
く
歴
史
を
か
さ
ね

力
み
ち
て
若
木
は
の
び
る

ま
こ
と
求
め
て

や
ま
ぬ
心

わ
れ
ら
は
未
来を

つ
く
り
だ
す

た
ゆ
ま
ぬ
歩
み
を
ち
か
い合
う

三、
夕
映
え
に
お
う
野
の
果
て
に

わ
き
お
こる

喜
び
のう
た

あ
す
を
た
た
え
心
結
び

北
の
空
に

こ
だ
ま
を
か
え
す

わ
れ
ら
は
使
命
に
生
きて
ゆく

歴
代
校
長

初
代
溝
口
隆
重
昭
和
三宅・

四・一六
4
四〇・

四・
一

•1

六
代
山
本
定
雄

昭
和
四
・
四

少
四九・

四・

二
代
志
田
豊
夫

心
四三・

四・

"1

三・三
少
四五・

四・
少
四三・

四・
一

四九・
三・

四
代
並
河
正
夫

四五・
四・

少
五三・
三・三

小
四
・
四・一

五
代
小
野
武
男

七
代
吉
田
善
男

・
卒
業
生
総
数二
、
六
四
二
(昭五
四・
三)

・
開
西
中
学
校
開
校
の
ころ
、
江
陵
中
学
校
の
生
徒
急
増
と
増
築
で、
この

ま
ま
推
移
す
る
と
昭
和
三
十
六
年
度
には
収
容
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
も
う
一
校
中
学
校
新
設
が
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
三
十
六
年
度
に
分
校
と
い
う
こ
と
で
一
校
新
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
り、
教
育
委
員
会
で
検
討
さ
れ、
将
来
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
西

に
す
る
か
東
に
す
る
か
考
え
ら
れ
た
が、
結
局
西
と
い
う
こ
と
で
現
在
地
に
決

ま
り、
昭
和三
十
六
年
着
工、
そ
の
年
の
十
一
月
末
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
の
現
在
校
舎
が
落
成
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
間、
四
月
の
時
点
で
一
年
生
全
部
を
江
陵
に
収
容
で
き
ず
、
一小
卒
業

生
を
三
学
級
だ
け
改
築
中
の
古
校
舎
を
借
り
て
学
習
さ
せ
る
非
常
手
段
を
と
っ

て
い
た
が
、
開
西
中
校
舎
も
十
一月
完
成
し
た
の
で、
間
借
り
し
て
い
た
生
徒

だ
け
、
三
学
期
に
な
っ
て
開
西
に
通
わ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
た
ま
た
ま
開
西
中
学
校
通
学
区
域
の
設
定
に
つ
い
て
委
員
会
と
し

て
は
西
小
学
校
校
下
だ
け
と
考
え
て
い
た
が、
同
地
域
か
ら
新
設
の
学
校
で
あ

り
西
小
新
設
の
当
時
も
、
P
T
A
と
し
て
相
当
苦
労
し
た
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
本

町
地区
を
通
学
区
域
にし
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
表
む
き
な
さ
れ
て
い
た
た

め
一
小
に
間
借
り
し
て
い
た
本
町
地
区
の
父
母
は、
今
仮
に
と
い
う
こ
と
で
開

西
に
通
わ
せ
て、
そ
れ
が
将
来
に
ま
で
続
く
の
で
は
と
い
う
不
安
か
ら、
開
西

に
一冬
だ
け
で
も
通
う
こ
と
を
承
諾
し
な
か
っ
た
。

数
次
の
会
見、
接
衝、
懇
談
が
な
さ
れ
た
が、
結
局
新
し
い
校
舎
は
そ
の
ま

ま、
ひ
と
冬
使
用
し
な
い
で
四
月
か
ら
開
校
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

く
そ
う
ら
っ
ぷ
ち
>

江
部
乙
中
学
校
(滝
川
市
江
部乙
町
西
十三
丁
目二
)

北
辰
中
学
校
の
沿
革

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
、
北
辰
中
学
校
創
立、

独
立
校
舎
が
な
い
の
で、
北
辰
小
学
校二
階
建
て
校
舎
を
仮
教
室
に
充
当
し、

初
代
校
長
竹
原
徳
太
郎
並
び
に
職
員
は
開
校
準
備
に
専
念、
五
月二
十
六
日
入

学
式
を
挙
行
し
授
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
当
時
の
学
級
数
は、

一学
年
四
学
級、
二
学
年
三
学
級、
三学
年
一
学

級
、
東
陽
分
校
に
一
学
年
一
学
級、
二
・
三学
年
一
学
級
の
計
一〇
学
級
の
編

成
で
あ
っ
た
。

創
立
時、
江
部
乙
村
の
独
立
中
学
校
は
本
校
一
校
で
あ
っ
て、
通
学
距
離
の

北辰中学校

関
係
上
東
陽
小
学
校
に
北
辰
中
学
校
東

陽
分
教
場
を
併
置
し
た
。
し
た
が
っ
て

通
学
区
域
は
小
学
校
と
同
様
江
部
乙
川

を
境
と
し
て、
以
南
は
本
校
へ
以
北
は

東
陽
分
教
場と
定
めら
れ
た。
二
十
四

年
四
月
一
日
に
東
陽
中
学
校
が
独
立

し
、
東
陽
小
学
校
に
併
置
さ
れ、
統
合

に
な
る
ま
で
続
い
た
。

独
立
校
舎
の
必
要
は
各
方
面
か
ら
強

く
要
望
さ
れ
て
お
り
、
理
事
者
及
び
議

会
に
お
い
て
も
新
築
の
要
を
痛
感
し
て

い
た
が、
終
戦
の
後
で
各
種
資
材
は
全
般
的
に
欠
乏
し
入
手
困
難
で
あ
り、
殊

に
建
築
資
材
に
至
っ
て
は
総
て
統
制下
に
お
か
れ
て
い
た
関
係
上
新
築
は
絶
望

視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
ま
た
ま、
計
根
別
の
旧
陸
軍
兵
舎
の
払
い
下
げ
を
知り
、
二
十
二
年
十
月

二
十
四
日
こ
の
獲
得
に
成
功
し
た
が、
解
体
輸
送
や
遠
隔
の
地
と
い
う
こ
と
で

予
想
以
上
の
困
難
が
あ
っ
た
。

非
常
な
悪
条
件
を
克
服
し
、
校
舎
新
工
事
は
二
十
三
年
十
一
月
一
日
に
着
工

翌
二
十
四
年
八
月
二
十
五
日
竣
工
落
成
し、
同
月二
十
八
日
新
校
舎
に
移
転
し

て
授
業
を
開
始
し
た
。

な
お、
こ
の
建
物
は
延
べ
坪
数
五
八
四
坪、
工
事
に
要
し
た
経
費
総
額
は
七

七二
万
六
、
六
四
三
円
で、
財
源
は
主
と
し
て
起
債
と
補
助
金
に
仰
い
だ
の
で

あ
る
。

第
一
章
学
校
教
育
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そ
の
後、
二
十
五
年
に
は、
屋
内
体
操
場
一三
〇
坪
の
建
築
が
決
定、
同
年

十
月
十
八
日
着
工
し
た
が、
上
棟
式
挙
行
予
定
の
二
日
前、
十
二
月
九
日
夜
半

襲
来
し
た
風
速
二
〇
メー
ト
ル
の
突
風
に
煽
ら
れ
全
倒
潰
と
い
う
災
厄
に
遭

い、
約三
十三
万
七
千
円
の
損
害
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
が、
直
ち
に
復
旧
の
善

後
策
を
た
て、
請
負
業
者
を
激
励
し
て
再
建
工
事
に
着
手、
二
十
六
年二
月
四

日
、
屋
内
体
操
場
の
竣
工
を
み
た
の
で
あ
る
。

昭
和二
十
七
年
に
は
音
楽
室
、
同
準
備
室
、
ス
テー
ジ、
女
子
専
用
便
所
な

ど
六
六
・三
七
五
坪
の
増
設
が
な
さ
れ、
五
月
四
日
竣
工、
そ
の工
費
は
一
三〇

万
五
、
〇
〇
〇
円
で
財
源
と
し
て
補
助
金
起
債
及
び
一
般
歳
入
を
充
当
し
た
。

歴
代
校
長

初
代
竹
原
徳
太
郎

三
代
川
端

勇 勇

五
代
関
吉
四
郎

ハ
三一・

四・

ク
元九・

四・
一

少
三四・

五・
六
代
北
向
与
八

ぐ
二八・10・1

四
代
野
原
次
郎
輔

少
三四・

五・
一

小
三
・
四・

昭
和
二
・
五・
一〇三

・
二 "

少
四
・
三・三一

九
合
し
、
校
名
を
江
部
乙
町
立
江
部
乙
中
学
校
と
定
め、
初
代
校
長
に
は
北
辰
中

学
校
第
七
代
校
長
の
渡
政
一
が
発
令
さ
れ、
名
目
統
合
し、
新
校
舎
移
転
可
能

な
時
期
ま
で、
江
部乙
中
学
校
北
辰
分

教
室
一
二
学
級、
東
陽
分
教
室
三
学
級

と
し
て
、
従
前
の
校
舎
で
授
業
開
始
と

な
る
。

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日、
体
育

館
を
除
く
新
校
舎
の
完
成
に
よ
り
、
北

辰
分
教
室
、
東
陽
分
教
室
の
双
方
が
新

東
陽
中
学
校

辰
中
学
校
東
陽
分
校
と
し
て
発
足、
二
十
四
年
四
月
、
東
陽
中
学
校
と
し
て
独

立
、
東
陽
小
学
校
に
併
置
さ
れ
た。

小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
漸
増
に
従
い、
校
舎
の
狭
隘
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
中
学
校
専
用
教
室
を
新
築
し
た
。

総
建
坪
一
〇
七
坪
二
五
で
普
通
教
室
三
、
昇
降
口、
廊
下
な
ど
で
、
同
年
八

月
五
日
着
工
、
九
月
二
十
五
日
竣
工
落
成、
総
額
百
五
十
八
万
三
千
余
円
を
要

し
た
。

歴
代
校
長
初
代
北
辰
中
学
校
長
竹
原
徳
太
郎
兼
務、
二
代
増
田
久
一
よ
り

昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一日
ま
で
は、
東
陽
小
学
校
長
が
兼
務
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日、
町
内
中
学
校
を
統

江
部
乙
中
学
校
の
設
立

少
三九・

四・

少
四四・
三・三一

ク
四二・
四・
一

七
代
渡

政
一

な
お
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
、
図
書
室
落
成、
二
十
九
年
理
科
室
内
部
改
造

改
装、
三十
一
年
四
月
新
放
送
施
設
完
備、
野
球
用バハ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
完
備
等

で
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
、
全
校
舎
の
面
目
は
一
新
さ
れ
学
業
・
体
育
・
学
芸

一般
の
活
動
も
一
層
盛
ん
に
な
っ
た
。

特
に三
十
五
年
以
降、
器
楽
コン
クー
ル
に
お
け
る
活
躍
は、
N
H
K
主
催

中
学
校
の
部
で
全
空
知
・
全
道
優
勝、
さ
ら
に
全
国
大
会二
位
な
ど
は、
特
筆

さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

新
学
制
の
実
施
と
と
も
に
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
、
北

江部乙中学校

江部乙中学校章
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校
舎
に
移
転
し
、
実
質
統
合
と
な
り、
四
十
六
年
四
月
一
日、
滝
川
・
江
部
乙

の二
市
町
合
併
に
伴
い、
滝
川
市
立
江
部
乙
中
学
校
と
な
る
。

創
立
当
時
の
通
学
区
域
は、
江
部
乙
町
全
域
で
北
辰
小
学
校
・
旭
沢
小
学

校
・
東
陽
小
学
校
の
三
校
下
で
あ
っ
た
が、
四
十
五
年
十
一
月
一
日
ま
で
は、

北
辰
分
教
室
は
北
辰
・
旭
沢
の
二
校
下、
東
陽
分
教
室
は
東
陽
小
学
校
校
下

で、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
以
降
は、
滝
川
市
江
部
乙
町
全
域
が
校
下
で
あ

る
。新
校
舎
の
着
工
は
昭
和
四
十
四
年
六
月
十
六
日、
翌
四
十
五
年
十
月
三
日
、

屋
体
を
除
く
第二
期
工
事
完
了
、
四
十
六
年
十
二
月
十
日
に
は
体
育
館
・
渡
り

廊
下
・
女
子
便
所
の
第
三
期
工
事
が
完
了
し
た
。

校
舎
鉄
筋
コン
クリ
ー
ト
二
階
建
て、
工
事
費
一
億
五、
三〇
〇
万
円
、
屋

体
鉄
骨
造
り
一
部
二
階
建
て、
工
事
費三
、
四
七
一
万
円
で
あ
る
。

校
舎
面
積
一
階二
、
〇
七
八
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル、
二
階
一、
二
三
四
・

五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
塔
屋
一
七
・
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
延
べ
面
積
三、
三
三

〇
・
七二
平
方
メ
ー
ト
ル、
屋
体
一階
八
二
九
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル、
二
階
九

九
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
延
べ
面
積
九
二
八
・
四
平
方
メー
ト
ルと

な
っ
て
い

る
。

歴
代
校
長

初
代
渡

政
一
昭
和
四
・
四

心
四八・
三・三一 1

二
代
小
田

茂
昭和咒・

四・
心
三
・
三・三一

卒
業
者
数

統
合
以
前、
北
辰
中
四、
二
五
〇
名、
東
陽
中
六
〇
九
名
。
統
合
後、
昭
和
四

十
四
年
度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で
の
累
計
は
一
、
二
四
一名
で
あ
る
。

第
一
章
学
校
教
育

・江
部乙
中
学
校
校
歌
百
田
宗
治
作
詞
高
木
東
六
作
曲

一、
石
狩
の
流
れ
に
汲
み
て

父
祖
の
手
に
拓
き
し
こ
の
地

浅
み
ど
り
遠
く
つ
ら
な
り

イ
ルム
ケ
ッ
プ
天
指
す
と
こ
ろ

か
が
や
かし
か
が
や
か
し

わ
れ
ら
が
江
部
乙
中
学
校

三、
み
は
る
か
す
丸
加
の
丘べ

林
檎
園
た
わ
わ
に
み
の
り

香
を
籠
め
て
き
よ
く
や
さ
し
く

よ
ご
れ
な
き
生
命
に
生
き
ん

光
あ
り
光
あ
り
わ
れ
ら
が
郷
土

わ
れ
ら
が
江
部乙
中
学
校

二、
身
に
負
いし
進
取
の
気
魄

あ
け
く
れ
を
た
ゆ
ま
ず
つ
よ
く

朔
北
の
雪
に
み
が
き
て

み
づ
から
の
力
に
立
た
ん

ほ
こ
り
あ
れ
ほこ
り
あ
れ
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
朝
明

わ
れら
が
江
部乙
中
学
校

江部乙りんご
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育

第
四
節
高
等
学
校

1
滝
川
工
業
高
等
学
校
と
沿
革

庁
立
滝
川
中
学
校

大
正
九
年
三
月
五
日、
北
海
道
庁
立
滝
川
中
学
校
と

し
て
設
立
認
可
さ
れ、
同
年
四
月二
十
七
日、
滝
川
第
一
小
学
校
に
て
第
一
回

入
学
式
を
挙
行
、
そ
の
二
教
室
を
借
り、
九
二
名
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。

翌
十
年
三
月
十
二
日、
校
舎
落
成
し
て
移
転
(一の
坂
町一
一四
番
地)
、
大
正

十
四
年三
月
、
第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
た。

創
立
当
初
の
状
況
を
さ
ら
に
述
べ
る
と
、
当
時
本
道
で
庁
立
中
学
校
が
あ
っ

た
の
は、
札
幌
(二
校)、

小
樽、
函
館、
旭
川、
釧
路、
室
蘭
の
各
一
校
で
全

部
で
七
校、
道
内
で
は
八
番
目、
郡
部
で
は
最
初
に
で
き
た
中
学
校
と
い
え

る
。第
一
回
入
学
生
も
志
願
者二
九
六
名
の
中
か
ら
選
ば
れ、
正
式
に
入
学
許
可

さ
れ
た
者
は
九
二
名
と
な
っ
て
い
る
。

校
舎
敷
地
一
万
四
一
〇
坪
(二
万
九
一五
円)、

校
舎
七
七
一
・五
坪
(本校

舎

二
七
七
坪、
延
べ
坪
五
四
一
坪。
木
造二
階、
亜
鉛引
き
鉄
板
葺
き。
屋
内
運
動
場
一七
一
坪、

木
造平
家
、
亜
鉛引
鉄
板
葺
き
。
五
万
八、

一七〇
円
一
六
銭
。)
の
土
地
買
収
及
び
校

舎
の
建
築
は、
当
時
の
滝
川
町
ほ
か
近
接
町
村
の
寄
付
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
寄
付
問
題
は
円
滑
に
行
っ
た
と
は
い
い
難
く
解
決
し
た
の

は
大
分、
後
の
こ
と
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
に
は
三
学
級
募
集
と
な
り
、
学
級
編
成
は
「中
組」

「東
組」

中

滝中校章

「西
組」
と
し
能
力
別
編
成
の
形
態
が
と
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

4

い
ず
れ
に
し
ろ
寄
付
金
問
題
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、

廃
校
な
ど
と
の
噂
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
て
か、
生
徒
の

他
校
転
校
者
や
諸
種
の
事
情
で
中
退
す
る
者も
あ
り、
各
学
年
と
も
生
徒
減
少

の
傾
向
が
あ
り、
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
者
は
四
九
名、
第
二
回
生
は
五
年
に

な
っ
た
時、

一学
級
に
減
と
な
り、
卒
業
は
四
八
名
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た。

幾
多
の
苦
難
を
克
服
し
て
、昭
和
五
年
に
は
創
立
十
周
年、十

五
年
に
は
二
十

五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行、
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
一
日、
町
立
滝
川
夜
間
中

学
校
併
設
、
二
十
年
二
月
二
十
四
日
町
立
夜
間
中
学
校
を
滝
川
町
立
中
学
校
と

改
称し
た
。

滝川高校校章

道
立
滝
川
高
等
学
校

昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日、

学
制
改
革
に
よ
り
北
海
道
立
滝
川
高
等
学
校
と
改
称、

併
設
中
学
校
を
夜
間
課
程
と
し
て
吸
収
し
た
。

道
立
滝
川
西
高
等
学
校

昭
和
二
十
五
年
四
月
一

高

日
、
学
区
制
設
定
に
よ
り
北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
と
改
称、
夜
間
課
程
を
定

時
制
課
程
と
改
称、
男
女
共
学
を
実
施
す
る
。

男
女
共
学
の
問
題
は、
当
時
在
学
し
て
い
た
生
徒
や
父
兄
に
与
え
た
衝
撃
は

現
在
の
生
徒
に
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
男
子
高
校
の
生
徒
の
一
部
と
女
子

高
校
の
生
徒
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
し
て、
西
高
校
と
東
高
校
の二
つ
に
し

よ
う
と
いう
ので
あ
る
。
そ
れ
を
何
ら
か
の
方
法
で
生
徒
の
一部
分
を
他
方
に

移
し
て
、
生
徒
数
も
だ
い
た
いバ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の

だ
から
話
は
面
倒、
両
校
の
教
師と
P
T
A
の
代
表
から
な
る
委
員
会
は、
何
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度
も
何
度
も
会
議
を
し
て
案
を
ね
り、

滝
川
は
通
学
区
域
に
よ
っ
て
生
徒
の
所

属
すべ
き
高
校
を
決
め
た
。

ダンス の白鳥の湖り

今
ま
で
男
子
ば
かり
の
学
校
に
女
子

が
ド
ッと
入
って
き
た
の
で
あ
る
。
女

子
高
校
か
ら
移
っ
て
き
た二
、
三
年
の

生
徒
の
他
に
一
年
生
に
も
多
数
の
女
子

が
入
学
し
て
き
た
の
で、
た
ち
ま
ち
困

っ
た
の
は
教
師
の
不
足
と
設
備
の
不
足

で
あ
る
。
家
庭
科
の
先
生
が
足
り
な

い、
ミ
シ
ン
も
な
け
れ
ば
調
理
の
器
具

も
な
い、
音
楽
を
や
ろ
う
に
も
古
ぼ
け
た
オ
ル
ガン
し
か
な
い
。
そ
れ
に
加
え

て、
教
科
の
面
で
今
ま
で
に
な
か
っ
た
選
択
科
目
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て、
生
徒

の
希
望
に
そ
っ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム
編
制
を
と
い
っ
た
状
態
で
、
ま
さ
に
テ
ン
ヤ

ワ
ン
ヤ
と
い
う
あ
り
さ
ま
も
あ
っ
た
。

男
女
共
学
が
少
し
落
ち
着
き
か
け
た
こ
ろ、
工
業
課
程
二
学
級
併
置
の
問
題

が
起
こ
っ
て、
市
内
東
西
両
高
校
の
ど
ちら
に
置
く
か、
原
案
を
変
え
て
工

業
・
商
業
一
学
級
ず
つ
にし
て
両
校
に
分
け
て
ほ
し
い
と
い
う
地元
の
要
望
も

道
当
局
に
容
れ
ら
れ
ず、
種々
の
経
緯
の
末、
西
高
校
に
決
ま
り
電
気
・
土
木

の二
課
程
が
お
か
れ
た
の
が、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
で
あ
っ
た。

何
と
い
っ
て
も
大
き
な
問
題
は
施
設
の
充
実
で、
工
業
課
程
の
設
備、

一方

で
は
女
子
教
育
に
必
要
な
設
備
の
拡
充
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
悩
み
が
起
こ
っ
て

い
る
時、
工
業
課
程
の
独
立
を
要
望
す
る
声
が
全
国
的
に
も
湧
き
上
り、
十
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分
な
工
業
教
育
を
進
め
る
た
め、
な
る
べ
く
速
や
か
に
工
業
だ
け
の
学
校
に
し

な
け
れ
ば
と
主
張
す
る
高
校
長
も
ふ
え
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
方
向
に
進
ん
で
い
っ

た
。昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日、
北
海
道
立
滝
川
東
高
等
学
校
滝
の
川
分
校

(季
節
定
時)
を
本
校
へ
移
管、
十
一
月
一
日
滝
の
川
分
校
を
北
海
道
滝
の
川
高

等
学
校
と
改
称
し
た
。

二
十
九
年
四
月
五
日、
当
時
の
普
通
科二
、
三年
の
生
徒
と
一
三
名
の
職
員

は
離
散
式
の
後
、
滝
川
東
高
等
学
校
へ
分
か
れ
て
い
っ
た
。

滝中ブラシ摩擦

北
海
道
滝
川
工
業
高
等
学
校

昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日、
滝
川
学
区
の
高

校
再
編
成
に
伴
い、
工
業
課
程
だ
け
の
学
校
と
な
り、
そ
の
後
、
三
十
年
四
月

一
日
、
滝
の
川
高
等
学
校
募
集
停
止、
滝
川
工
業
高
等
学
校
定
時
制
(季
節)

課
程
を
設
置
、
三
十
四
年
三
月
一
日、
滝
の
川
高
等
学
校
閉
校、
三十
四
年
四

月
工
業
化
学
科、
三
十
五
年
四
月
機
械

科
新
設
、
同
年
七
月二
十
三
日
校
舎
移

転
決
定、
昭
和三
十
六
年
六
月
三
日、

新
校
舎
起
工
式、
翌
三
十
七
年
一
月
二

十
七
日
、
二
の
坂
町
六
二
番
地
の
新
校

舎
へ
移
転、
同
年
四
月
一
日
定
時
制

(夜
間)
課
程
普
通
科
募
集
停
止
、
同

課
程
電
気
科
を
新
設、
九
月
二
十
二
日

校
舎
落
成
式
を
挙
行
す
る
。
昭
和
三
十

九
年
四
月
一
日、
機
械
科
増
設、
四
十

年
四
月
定
時
制
(季
節)
課
程
閉
課
、
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三
代
藤
本

小
八・
五・三

隆勇
昭
和
三・三・三]

四
代
日
下
恒

八

1111

卒 業 生 調 査
卒業生数 (54.3.現在)

全 日 制 定 時 制

課 程 夜 間 季 節
普 通 工 業

普 通 工 業 普 通

北海道庁立滝川中学校 1985

北海道立滝川高等学校 257

66

北海道滝川西高等学校 810 117
土 木 科

44

町 立 滝 川 中 学 校

滝 川 町 立 中 学 校

78

滝川滝の川 高等学校 421

機 械 科 1147

北海道滝川工業 電 気 科 980
482

高等学校 土 木 科 985

工業化学科 625

計 3052 3822 743 254 421

全 卒 業 生 合 計 8292

一
代
大
村
正
道

三代
宮
部
光夫

二
代
滝
沢
文
武

ク
三九・
四・
一

九
代
宮
田
新
一

ク
三
・
四・一五

七
代
斉
藤

正
少
三
・
五・
一

ク
一九・
七・一〇

〃
一七・
五・10

現
在

少
五三・

四・
一

小
四九・
三・三一

少
四五・
四・
一

÷
11・10・1

三
代
石
金
清
美

ク
三九・

四・

三
・
九・三〇

三
・
四・一六

小
二五・

四・
一
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昭
和
四
十
五
年
十
月
二
日、
創
立
五
十
周
年
記
念
式
を
挙
行、
四
十
七
年
三

月
、
同
窓
会
館
落
成、
四
十
九
年三
月
土
木
・
電
気
科
実
習
棟
落
成、
五
十
年

十
二
月
機
械
科
実
習
室
落
成、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日、
定
時
制
(夜間
)

募
集
を
停
止
し
た
。

校
歌

一、
紫
匂
ふ
北
海
の

見
よ
中
原
に
位
し
て

そ
の
名
も
高
き
滝
川
や

教
の
礎
い
や
堅
く

永
久
に
栄
え
ん
学
の
舎

三、
大
地
は
雪
に
掩
は
れ
て

天
玲
瓏と
映
ゆ
る
朝

増
毛
の
嶺
に
日
は
落
ち
て

友
よ
睦
み
て
語
ら
は
む

稲
田
に
月
の
淡
き
タ

※
な
お、
歌
詞
一、
は
「見
よ
中
原
に
基
し
て
、
十
一
州
に
嘯
け
ば
」
と
な
っ
て
い
た。

校
章
の
由
来
(滝
川
工
業
高
校
と
な
っ
た
昭
和
二
十
九
年
に
制
定)

○三
角
形
は
北
海
道
を
意
味
す
る
と
同
時
に
星
を
意

味
し
、
崇
高
な
る
理
想
を
表
現
し
一片
は
ペ
ン
先

を
表
わ
し
、
勉
学、
勤
勉
を
意
味
し
て
い
る
。

○
斜
線
三
本
は
滝
川
市
を
表
わ
す
。

○
工
は
工
業
高
等
学
校
を
表
わ
す
。

二
代
佐
木々
種
彦
昭
和
二・
九・
八死四
・六三

大
正
二
・
五・
六

※
あ
る
説
で
は三
角
形
の
三
線
は
函
館
本
線
上
下
と
根
室
本
線
の
分
岐
を
意
味
す
る
と
あ
る
。

初
代
高
橋

歴
代
校
長

滝工高校章
村上
善
彦作
詞
渡
辺七
郎
作
曲
(大
正一
四・
六・
一制
定)

二、
裳
裾
を
環
る
空
知
川

そ
の
清
冷
を
気
に
禀
け
て

そ
の
深
薀
を
身
に
秘
めて

源
流
遠
き
石
狩
の

教
の
庭
に
い
そ
し
ま
む

四、
北
斗
の
光
仰
ぎ
つ
つ

正
義
の
筋
に
帽
を
締
め

やが
て
辿
ら
ん
螢
雪
の

栄
誉
を
深
く
胸
に
期
し

学
の
林
に
わ
け
入
ら
む

五
代
岡
部
金
夫
昭
和
一四・
四・
一

四代
川
端

保
・三

少
五三
・

ク
四九・

四・三

〃
四五・

三・三一

!

八
代
和
田
数
雄

♪
二三・

七・一七

〃
二五・
四・
一

10代
玉
田
智
雄

六
代
尾
見
鐐
次
郎

電 気 科

44

電気科

254

昭
和
一七・

五・一九
ヘ
一九・
五・
一

ぐ
二・
四・
一

大
正
九・
三・三]



2
滝
川
高
等
学
校
と
沿
革

滝川工業高等学校

町
立
滝
川
高
等
女
学
校

昭
和
四

年
四
月
十
六
日、
北
海
道
滝
川
女
学
校

の
設
立
認
可
さ
れ、
同
年
五
月
十
日
滝

川
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
入

学
式
を
挙
行、
翌
十
一
日
よ
り
第
一
小

学
校
の
一部
を
仮
校
舎
と
し
て
授
業
を

開
始、
十
二
月
二
十
六
日
新
校
舎
に
移

転
、
昭
和
五
年
五
月
十
日、
開
校
式
と

落
成
式
を
挙
行
し
た。

滝
川
高
等
女
学校
校
歌
葛
原
醯
作歌

一、
峰
の
月
野
路
の
花
う
つ
し
来
て

空
知石
狩二
つ
の川
ぞ

遙
け
き
希
望
に
注
ぎ
行
く

の
ぞ
み

力
を
合
せ
一す
じ
に

深
く
啓
示
に
心
の
鏡
明
暮
磨
き

さ
と

励
む
も
楽
し
滝
川
高
女

三、
弥
栄の
大
や
まと
日
の
本の

す
め
ら
み
か
ど

天
皇
陛
下
を
神
と
も
仰
ぎ

親
と
も
し
た
い
たて
まつ
る

矜
も
尊
き
国
つ
民

ほこり

高
き
薫
の
白
百
合
小
百
合
胸
内
ひ
め
て

集
ふ
も
床
し
滝
川
高
女

道
立
滝
川
女
子
高
等
学
校

昭
和二
十
三
年
四
月
一
日、
新
学
制
に
よ
り、

北
海
道
滝
川
女
子
高
等
学
校
と
な
る
。
新
学
制
施
行
に
よ
り
併
設
中
学
校
を
置

く
。
同
年
十
一
月
一
日、
夜
間
定
時
制
課
程
設
置
認
可
さ
れ
る
。
滝
の
川
、
幌

倉
、
新
十
津
川
に
季
節
定
時
制
課
程
の
分
校
設
置
認
可、
昭
和
二
十
四
年
五
月

校歌制定記念音楽会 (昭和10年11月3日) 梁
田
貞
行
曲
(昭
和
一〇
・
一一
・三
制
定)

二
、
物
み
な
白
妙
に
き
よ
め
て
は

降
り
て
積
り
て
山
辺
に
野
辺
に

手
足
を
練
れ
と
笑
ま
し
く
も

おの
れを
捨つ
る
か真
白雪る

堅
き
操
の
誓
も
永
久
に
校
章
の
梅
を

か
ざ
し
て
嬉
し
滝
川
高
女

む
ね
う
ち

忠
高

滝川高女胸章

庁
立
滝川
高
等
女
学
校

昭
和
六

年
三
月
十
日
、
四
月
よ
り
道
庁
立
に
移

管
し、
改
称
の
件
認
可
さ
る
。
昭
和
十

四
年
四
月
一
日
補
習
科
付
設、
十
七
年

四
月
一
日
志
願
者
の
増
加
に
伴
い
第
一

学
年
よ
り
三
学
級
編
成
と
な
る
。
十
八
年
四
月
一
日
中
学

校
令
実
施
さ
れ
て
補
習
科
廃
止、
昭
和
十
九
年
一
月、
本

校
付
設
保
育
所
を
開
設
、
ま
た
同
年
四
月
一
日
よ
り
本
校

付
設
看
護
婦
講
習
所
を
開
設
し
二
十
一年
三
月三
十
一日

こ
れ
を
閉
鎖、
昭
和
二
十
二
年三
月
三
十
一
日
に
は、
保
育
所
も
閉
鎖
し
た
。

第
一
章
学
校
教
育
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育

一
日
に
は
赤
平
分
校
の
併
置
認
可
さ
れ
た
が、
同
年
十
一
月
一日、

赤
平
分
校

独
立
し
て
北
海
道
赤
平
高
等
学
校
と
な
る
。

道
立
滝
川
東
高
等
学
校

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日、
高
等
学
校
再
編
成

に
よ
り
北
海
道
滝
川
東
高
等
学
校
と
な
り、
通
学
区
規

則
の
制
定
に
よ
り
男
女
共
学
と
な
る
。
二
十
六
年
二

月、
旧
校
歌
を
廃
止
新
校
歌
を
制
定
す
る
。
同
年
四
月

一日
、
浜
益
分
校
併
置
認
可
さ
れ
る
。

翌
二
十
七
年
四
月
一
日、
滝
の
川
分
校
を
滝
川
西
高

等
学
校
に
移
管
、
同
年
十
一
月
一
日、
教
育
委
員
会
制

度
の
改
革
に
よ
り、
幌
倉、
新
十
津
川、
浜
益
の
分
校

そ
れ
ぞ
れ
独
立
高
等
学
校
(第二

種)
と
な
る
。

滝
川
東
高
等
学
校
校
歌

一、
眼
を
あ
け
て
涯
際を
望
め

石
狩
の
水
脈
引
き
は
る
か

影
う
つ
し
雲
は
流
る
る

わ
れ
等
い
ま
こ
こ
に
集
い
て

ひ
た
と
見
る

永
遠
の
懐
を
秘
め
て

う
つ
ら
ざ
る
真
理
の
姿

三
、
雪
深
き国
の
ま
ほ
ろば

白
銀
の
野
辺
は
耀
い

若
し々
学
び
舎
た
て
り

わ
れ
等
い
ま
こ
こ
に
集
い
て

正
しく
ぞ共
に
進
めば

か
が
や
き
の
い
や
ま
す
栄
え

誇
あ
り

北
海
道
滝
川
高
等
学
校

昭
和
二

十
九
年
四
月
一
日
滝
川
東
・
西
両
高
校

の
普
通
科
統
合
に
よ
り
北
海
道
滝
川
高

等
学
校
と
改
称
す
る
。

昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
三
日、
校

舎
改
築
第
一
期
工
事
着
手
。
四
十
五
年

三
月
二
十
九
日、
第
一
期
工
事
完
成

(鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
四
階)
。
四
十
六
年

三
月
三
十
日
、
第
二
期
工
事
完
成
(二

線
校
舎、
前
面
四
階
建
の
残
部
)。
同
年
九

月
十
九
日
、
校
舎
改
築
落
成
式
典
を
行

う
。

校舎 全景

こ
の
間
、
三十
五
年
四
月
か
ら
普
通
課
程
一
学
年
よ
り
七
学
級、
三
十
九
年

四
月
に
は
さ
ら
に
一
学
級
増
に
よ
り
八
学
級、
四
十
四
年
三
月
二
十
八
日
に
理

数
科
設
置
さ
れ
一
学
年
よ
り
普
通
科
七
学
級、
理
数
科
一
学
級
と
な
っ
て
い

る
。昭
和
四
十
八
年
に
は
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会
に
男
子
優
勝、
五
十
年
に

女
子
個
人
優
勝、
団
体
準
優
勝、
五
十
二
年、
五
十
三
年
に
は
全
国
学
校
合
奏

コ
ン
クー
ル
で
最
優
秀
賞
連
続
受
賞
を
は
じ
め、
体
育
・
文
化
活
動
で
滝
高
の

名
を
昂
め、
学
業
に
も
専
念、
旺
盛
な
意
欲
と
向
上
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十
日、
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行

「飛
翔
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く、
五
〇
年
の
伝
統
に
新
し
い
一
頁
を
加
え
る
熱

望
に
燃
え、
前
進
を
誓
い
あ
った
の
で
あ
る
。
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説
明

旧
滝
川
中
学
校
で

用
い
ら
れ
た
桜の

花
に
滝
川
の
川
を

線
で
配
し
た
。

風
巻
景
次
郎
作
詞
長
谷
川
良
夫
作
曲
(昭
和二
六
・
二
・

一七
制
定)

二、
窓
ひ
ら
き
遠
く
の
ぞ
め
ば

空
に
み
つ
風
爽
や
か
に

山
脈
の
起
き
伏
し
青
し

わ
れ
等
い
まこ
こ
に
集
い
て

生
命
な
り

健
や
か
の
歌
を
う
た
え
ば

花
さ
く
や
梢
も
さ
や
ぐ



高
滝川高校章

昭
和
二
十
九
年
東
西
両
高
校
統
合
を
表
わ
す
E
と
W

を
組
み
合
わ
せ、
滝
川
の
T
を
浮
き
立
た
せ
た
。
桜
の

花
は
東
高
以
来
の
伝
統
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

滝
川
高
等
学
校
校
歌
風
巻
景
次
郎
作
詞
長
谷
川
良
夫
作
曲
旧
滝
川
東

高
校
歌
を、
歌
詞
に
校
名
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
作
曲
も
非
常
に
高
尚
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
校
歌
の
東
を
削
除
し
、
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

創立以来の卒業生数(昭53年度現在)
滝 高 東 高 高 女

女子高併置中学
定 全 定|全 補習科本科

九
四
二

二
八
〇

八、
四
一
六
※
左
の
数
は
理
数

一八
四

七
六
二

四
四

三
九
九

八二

一、
七
〇
七

滝川高等学校

七
代
三
好

茂

九
代
坂
本
不
三
男

ク
四〇・
三・ml

三
代
高
原
利
好

四八・
三・三一

四四・
四・
1

二
代
大
野
義
輝

六
・

四1111

三
代
寺
岡
二郎

・四
・
咒

小
三
・
三・三一

昭
和
三
・
四・一六

小
三四・
五・
一
八
代
横
式
信
義

一四代
加
藤
花
男

少
三二・

四・
一

〃
吾四現

在
北
海
道
東
栄
高
等
学
校

終
戦
後
の
学
制
改
革
に
伴
い、
教
育
の
機
会
均

等
の
立
場
か
ら
、
農
村
地
帯
に
働
く
青
少
年
に
高
等
普
通
教
育
を
授
け
る
門
戸

を
開
い
た
も
の
で
定
時
制、
季
節
制
を
と
り
入
れ、
農
繁
期
に
は
家
業
に
励
み

農
閑
期
に
学
業
に
いそ
し
む
よ
う
し
く
ま
れ
た
学
校
で、
昭
和二
十
三
年
十
一

月
一
日、
滝
川
女
子
高
等
学
校
に
夜
間
定
時
制
課
程
認
可
さ
れ、
町
立
滝
川
女

子
高
等
学
校
幌
倉
分
校
(季
節制)

と
し
て
、
滝
川
第
四
小
学
校
に
併
置
し
入
学

者
一
五
名
を
も
っ
て
始
ま
る
。

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
、
高
校
再
編
成
に
よ
り
滝
川
東
高
等
学
校
幌
倉
分

校
と
改
称、
二
十
七
年
十
一
月
一
日、
北
海
道
滝
川
幌
倉
高
等
学
校
と
し
て
独

立
し
た
が、
当
時
の入
学
者
は
滝
川、
砂
川、
新
十
津
川、
赤
平、
芦
別
、
江

部
乙
に
わ
た
っ
て
い
た
。

東栄高校章

そ
の
後、
二
十
八
年
四
月
一
日
に
は
滝
川
東
栄
高
等
学
校
と
校
名
変
更、
昭

和
三
十
四
年
度、
生
徒
数
一
一五
名、
専
任
教
諭
七
名
と
な
り
本
校
最
高
の
年

を
頂
点
に、
全
日
制
高
校
の
間
口
増
など
に
伴
い、
入
学
者
も
漸
次
減
少
し
道

教
委
か
ら
も
存
置
に
つ
い
て
検
討
指
導
な
ど
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
り、
生
徒
数
減
少
の
現
実
は
い
か
ん
と
も

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
募
集
停

止
、
昭
和
四
十
一
年三
月
を
も
っ
て、
一八
年
の
歴
史

381

第
一
章
学
校
教
育

五
代
山
口
末
一

少
二五・
四・
一

〃
二三・
七・一六

六
代
渡
辺
富
治

ハ
三ニ・
三・三五

11二五・
四・
一

ハ
二三・

五・三〇
少
一六・五・一六

ヘ
一三・
三・三ー

昭
和
九・
一・三

初
代
加
藤

秀

歴
代
校
長

三
代
大
沢
幸
平

三・
三

六
" 11

昭
和
四・
五・三五

八
八・二
・二

科
卒
業
生

二
代
大
根
田
資
雄

四
代
武
田

舜

ミ
・
fml

ハ
三七・
五・
一
10代

上
野
秋
造

少
四二・
五・三一

=
四〇・

四・
一

昭
和
言
・
五・
一

小
三七・
四・三〇

校
章



育

働きそして学ぶ

西
高
等
学
校
に
移
管
併
置、
同
年
十
一
月

一
日
に
は
分
校
名
を
廃
し
、
第
二
種
高
等

学
校
と
し
、
北
海
道
滝
の
川
高
等
学
校
と

呼
称
す
る
に
至
った
。

季節閉課記念植樹の 「ひば」

創
設
さ
れ
て
間
も
な
く
入
学
志
望
者
の

激
減、
存
廃
の
問
題
も
出
た
が
、農
村
青
年

子
女
の
教
育
の
重
要
性
に
立
っ
て、
町
立

の
分
校
が
道
立
高
等
学
校
に
お
い
て
授
業

を
受
け
る
と
い
う
配
慮
ま
で
な
さ
れ、
滝

の川
高
等
学
校
と
し
て
独
立

し
、
季
節
制
高
等
学
校
の
歩

み
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し、
移
管
後
に
お
い

て
も
地
域
社
会
へ
の
呼
び
か

け
啓
蒙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

応
募
の
状
況
は
ま
こ
と
に、

年 学
級

職
員
専
任

入
学
者

生
徒
数

卒
業
生度

23 1 1 15

15

24 2 2 14 2

25 3 2 29 33 0

26 00 2 16 4 0

27 4 3 21 44 2

28 4 4 27 59 13.29 4 4 33 79 12

30 4 4 25 8 10

31 4 4 33 76 15

32 4 4 41 88 9

33 4 5 48 96 7

34 4 6 50 115

13

35 4 7 30 109

11

36 4 7 7 73 17

37 4 7 24 69 28

38 3 6 0 31 80

39 2 2 0 15 4
三

四
一・
・

四〇・

少
三七・

四・ ・
三 三二四・

40 1 2 0 10 0

三 四・
三

41 1

東
栄
高等
学
校
校歌

(女
声)

栄
光
映
ゆ
る
学
園
に

高
き
婦徳
めざ
し
つつ

と
も
に
磨
か
む
こ
の
庭
に

弥
栄え
あ
れ
東
栄
高
校

弥
栄
え
あ
れ
東
栄
高
校

P
T
A
会
長

弥
栄
え
あ
れ
東
栄
高
校

弥
栄
え
あ
れ
東
栄
高
校

と
も
に
き
た
え
む
こ
の
庭
に

希
望
の
彼
岸
は
遠
く
と
も

勇
み
て
起
た
む
若
人
我
等

気
高
き
理
想
い
だ
きつ
つ

使
命
果
さ
む
彼
の
岸
に

弥
栄
え
あ
れ
東
栄
高
校

弥
栄
え
あ
れ
東
栄
高
校

林
与
市
(昭
和二
七
年
以
来
閉
校
ま
で)

滝
の
川
高
等
学
校

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日、
滝
川
女子
高
等
学
校

の
分
校
と
し
て、
滝
川
第二
小
学
校
に
設
置、
二
十
五
年
四
月、
滝
川
東
高
等

学
校
滝
の
川
分
校
と
な
る
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
一日、

滝
の
川
分
校
は
滝
川
第
二
小
学
校
よ
り
、
滝
川

(男
女)

日
進
月
歩
の
う
つ
し
よ
に

我
等
が
行
手
み
な
異
な
れ
ど

物
さ
び
し
いあ
り
さ
ま
、
道
教
委
に
お
い
て
は
定
時
制
の
統
廃
合
が
検
討
さ

れ、
本
校
に
対
し
て
も
募
集
停
止
の
勧
告
が
発
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
が、
本
校

の
着
実
な
歩
み
と
P
R
に
よ
り
、
新
入
生
の
数
も
ふ
え
て
昭
和
三
十
年
四
月、

本
校
創
立
以
来
生
徒
数
一
〇
〇
名
を
超
え
、
関
係
者
は
前
途
の
洋
た々
る
も
の

を
感
じ
、
漸
く
安
緒
の
思
い
を
浮
かべ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
、
道
立
高
校
校
舎
を
町
立
高
校
が
使
用
す
る
こ
と
に

382

第
九
編
教

を
閉
じ
た
。

三
代
三
好

初
代
山
口
末
一

歴
代
校
長
(滝
川
女
子
高
校
・
滝
川
東
高
校
・
滝
川
高
校
長
が
兼
務)

ヘ
四〇・
三・三

小
三七・

五・

少
三四・

五・
一

ク
三一・

四・一六
少
二五・

四・
一

昭
和
三
・二
・
一

六
代
上
野
秋
造

四代
横式

信
義

二
代
渡
辺
富
治

ク
三
・
三・二五

昭
和二五・

四・
一

<東栄高開校以来の状況>

五
代
坂
本
不
三
男 茂

吉
川
鋼
作詞

笈
川
洋
一作
曲

(男
声
)

自
主
独
立
の
旗
の
も
と

集
い
て
学
ぶ
若
人
我
等

〃〃

1111 1111

四 五



つい
て
指
摘
さ
れ、
道
教
委
の
意
向
は
次
の二
点
に
あ
っ
た。
す
な
わ
ち
1
使

用
校
舎
を
町
立
学
校
に
移
す
こ
と
か、
2
現
在
ど
お
り
の
運
営
を
続
け
て
い
く

以
上
、
道
立
移
管
の
手
続
き
を
採
る
こと
。
た
だ
し
一
定
条
件
の
履
行
を
必
要

と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
種
検々
討
が
繰
り
か
え
さ
れ、
昭
和三
十
一
年
度
よ
り
滝
の
川
高
校

の
募
集
を
停
止、
昭
和
三
十
四
年
同
校
を
閉
校
し、
三
十
年
以
降
の
滝
の
川
高

校
卒
業
生
は
す
べ
て
滝
川
工
業
高
校
の
卒
業
生
と
し
て
出
す
こ
と
な
ど
も
確
認

さ
れ
た
。
な
お、
廃
止
の
日
は
昭
和三
十
四
年
三
月
一日
と
な
っ
て
い
る
。

道
立
移
管
第
一
年
目
の
昭
和
三
十
一
年
四
月
入
学
生
は、
滝
川
工
業
高
等
学

校
季
節
制
課
程
と
総
称
さ
れ
(電
気
・
農
業
・
家
庭)
新
し
い
希
望
の
ス
タ
ー
ト
が

な
さ
れ
た
が、
四
十
年
度
か
ら
生
徒
募
集
を
停
止
さ
れ、
四
十
三
年
三
月
閉
課

と
な
る
。

<年度別生徒の状況>

昭
和三
十
三
年
度

昭
和三
十二
年度

昭
和三
十
一
年度

昭
和三
十
年
度

昭
和
二
十
九
年
度

昭
和二
十
八
年
度

昭
和二
十
七
年
度

昭
和二
十
六
年
度

昭
和
二
十
四
年
度

昭
和
二
十
五
年
度

昭
和
二
十
三
年
度

年
度

五
六
六
八
六
五

三
九
二
一
三〇 二〇 一
六
三六 一五
二
六

入
学
者
数

一
七
一

一
五
三

一
二
八
一〇 六五
五
二
三
二 一三
二
三 一

七 八

(年
度
末
)

総
生
徒
数

二
四
一
六
二
〇 一

八 〇 四 五 一 〇 〇

卒
業
者
数

逐
年
移
管
開
始

西
高
校
移
転
第一
年
目

卒
業
生
は
東
高
校
定
時
制
卒
業

入学
者中
残
った
者は
六名

入
学
者
中
残
っ
た
も
の
九
名

備
考

歴
代
校
長
(滝
川
女
子
高
校
・
滝
川
東
高
校
・滝
川
西
高
校・滝

川
工
業
高
校
長
が
兼
務
)

初
代

山
口
末
一

ぐ
二五・
三・三ー

三
代
宮
田
新
一

五
代
滝
沢
文
彦

小
三四・
三・

小
三
・10・1

昭
和二
八
・
一一
設
立、
昭
和二
九
年
度〉

ハ
三
一
年
度
)

3
滝
川
北
高
等
学
校
と
沿
革

江
部
乙
屯
田
兵
共
有
財
産
の
寄
贈
に
よ
り、
そ
の
収
益
を
村
費
に
充
当
し
、

負
担
の
軽
減、
村
発
展
の
費
途
に
あ
て
、
永
く
子
孫
の
幸
福を
と
の
願
いを
も

と
に
し
た
村
有
財
産
が、
自
作
農
創
設
の
法
制
定
に
よ
り
漸
次
解
放
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
情
勢
と
な
り
、
基
本
財
産
売
却
代
の
一
部
で
学
校
創
設
、
残
額
に

対
す
る
利
子
を
経
営
費
に
充
当
、
理
想
農
村
建
設
に
役
立
つ
農
業
学
校
の
設
置

へ
と
の
ね
が
い
は、
戦
争
で
実
現
に
至
ら
ず
終
戦
と
な
る。
そ
の
後
再
燃
し
た

創
設
の
熱
情
は、
議
会
の
議
決
を
経
て
文
部
大
臣
に
設
置
申
請、
昭
和二
十
一

年
三
月
三
十
日
、
北
学
一
五
号
を
も
っ
て
許
可
を
得
る
に
至
っ
た
。

村
立
江
部
乙
農
業
高
等
学
校

昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日、
江
部
乙
村
立
北

辰
農
業
学
校
(全
日
制
農業
科
一
間
口)
が
北
辰
小
学
校
を
仮
校
舎
と
し
開
校
し、

実
習
施
設
は
と
り
あ
え
ず
同
校
大
家
畜
舎、
飼
料
舎、
堆
肥
場、
小
家
畜
舎、

農
具
舎
を
使
用、
農
業
用
地と
し
て、
東
十二
丁
目
旭
沢、
西
十
三
丁
目
沼
の

端
の
町
有
地
を
充
て
開
墾
の
鍬
を
ふ
る
う
。

そ
の
後、
同
年
十
二
月、
北
辰
小
学
校
よ
り
青
年
会
館
を
仮
校
舎
と
し
て
移

転、
消
防
会
館
も
仮
教
室
と
し
て
使
用
し
、
漸
く
授
業
を
行
う
状
態
で
あ
っ

3 80 3
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昭
和
二
五・
四
一

二
代
渡
辺
富
治

ク
二七・
三・三ー

昭
和三
・二
・
一

・
四
・七

ニ
ミ

・四
・

三1111

五

四
代
玉
田
智
雄

小
三
・
四・一六〇三
・九

・
三 "

P
T
A
会長

峰村国
太
郎

一



た
。

第
九
編
教昭22.11.3制定

し
か
し
、
貨
幣
制
度
の
改
革、
イ
ン
フ
レ
の
急
速
な
亢
進
に
よ
り
日
物々
価

高
騰
す
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で、
村
の
財
政
も
相
当
な
財
源
難
に
陥
っ
て
お

り、
校
舎
建
築、
学
校
経
営
資
金
計
画
に
も
く
い
ち
が
い
を
生
じ
、
早
く
も
存

廃
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
が、
村
議
会
で
も
激
論
の
末、
存
続
を
計
ろ
う
と
の

決
断
が
く
だ
っ
た
と
い
う
経
過
も
あ
る
。

二
十
三
年
二
月二
十
六
日、
財
団
法
人
雲
柱
社
(元
芽

生
村
塾)
よ
り
東
十三
丁
目
の
土
地、
一五
町
二
段
八
畝

二
四
歩
を
校
地、
実
習
地と
し
て、
無
償
に
て
寄
付
採
納

さ
れ
る
。

番
新

校
舎
に
つ
い
て
は、
計
根
別
の
旧
陸
軍
飛
行
場
兵
舎
の
払
下
げ
を
受
け
充
当

す
る
こ
と
と
し
、
解
体
・
輸
送
も
完
了
、東
十
三
丁
目
芽
生
ヶ
丘
に、二

一
四
・

髙辰

路00
昭23.11.15制定

0

0
0

昭25.10.1制定

七
五
坪
の
本
校
校
舎が、

教
具
備
品
など
の
新
調
を
含
め
約三
百
五
十
万
円
を

も
っ
て、
二
十
三
年
十
二
月
に
完
成。
翌
年
一
月
十
九
日
移
転
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
年
十
月
十
二
日
附
属
舎
三
棟
八
八
坪、
工
費
七
十
二
万
余
円
で
完

成
、
越
え
て
二
十
五
年
工
費
一
八〇
万
六
、
〇
〇
〇
円
を
も
っ
て
、
三
教
室
八

五
坪
を
増
築、
漸
次
校
舎
の
完
備
を
み
る
。

昭
和二
十
三
年
四
月
一
日、
学
制
改
革
に
よ
り
村
立
江
部乙
農
業
高
等
学
校

と
改
称、
同
年
十
月
三
十
日、
定
時
制
課
程
農
業
科
(一
間口)

設
置、
二
十
四

年
四
月
一
日
に
は
全
日
制
課
程
家
庭
科
(一
間口)

設
置
さ
れ、
二
十
五
年
七
月

二
十
四
日、
江
部
乙
村
立
江
部
乙
高
等
学
校
と
改
称
す
る
。

こう
し
て
、
一応
安
定
し
て
き
た
が、
村
財
政
上
の
観
点
か
ら
も
道
立
移
管

の
問
題
が、
村
民
一
般
か
ら
も
強
い
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
た
が、
多
額
の
費
用

を
投
じ
て
増
改
築
及
び
新
築
す
る
こ
と
や
校
舎
位
置
の
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か

等
む
ず
か
し
い
問
題
が
お
こ
っ
て
き
た
。

加
え
て、
全
日
制
を
廃
し
て
定
時
制
の
み
に
切
替
え
を
と
の
勧
告、
そ
の
事

の
ぜ
ひ
に
つ
い
て
論
を
な
す
者、
あ
る
い
は
道
立
移
管
ま
で
に
要
す
る
経
費
の

あ
ま
り
に
尨
大
な
る
を
考
え
、
村
財
政
の
破
綻
を
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
憂

慮
す
る
者
等
敷
地
問
題
を
含
め
混
沌
と
し
、
そ
の
帰
趨
統
一す
る
を
知
ら
な
い

状
態
に
立
ち
至
り、
二
十
七
年三
月
二
十
六
日、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
公
聴

会
を
開
催
し
た
が、
そ
の
論
述
内
容
と
し
て
全
員
が
い
ず
れ
も
全
日
制
を
併

置
、
道
立
に
移
管
す
る
趣
旨
賛
成
の
意
を
表
し、
無
謀
な
計
画
を
強
行
す
る
こ

と
な
く
、
正
確
な
調
査
計
画
に
基
づ
い
た
最
善
の
策
が
望
ま
れ
た
。

昭
和二
十
八
年
四
月
一
日、
定
時
制
普
通
科
(一
間
口)
の
設
置
が
な
さ
れ
た

が、
翌
二
十
九
年
四
月
一
日、
こ
の
募
集
を
停
止。
ま
た
懸
案
の
道
立
移
管
も
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江部乙高校校舎

高
校
建
築
の
起
債
見
通
し
が
つく
に
至

り
、
そ
の
実
現
に
む
か
って、

校
舎
敷

地
も
東
高
台
に
移
し
、
内
部
施
設
を
含

め
工
費
約
四
千
万
円
、
総
延
べ
建
て
坪

附
属
舎
を
含
め
一千
百
八
十
余
坪
の
近

代
的
校
舎
の
建
設
へと
歩
み
が
進
めら

れ、
町
民
多
年
の
念
願
に
明
る
い
曙
光

を
見
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

北
海
道
江
部
乙
高
等
学
校

昭
和
三

十
二
年
四
月
一
日、
道
立
に
移
管、
同

年
五
月
五
日
開
校
十
周
年、
道
立
移
管

記
念
式
典
を
挙
行
。
三十
八
年
四
月
一
日
、
定
時
制
農
業
科
の
募
集
を
停
止、

全
日
制
園
芸
科
設
置、
家
庭
科
を
家
政
科
と
改
称
す
る
。

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日、
全
日
制
課
程
家
政
科
(一
間
口)
増
設
、
四
十
二

年
四
月
一
日、
全
日
制
農
業
科
の
募
集
を
停
止
し
、
全
日
制
課
程
被
服
科
(一

間
口)
を
設
置
す
る
。

北
海
道
滝
川
北
高
等
学
校

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日、
滝
川
北
高
等
学
校

と
改
称、
園
芸
科、
被
服
科
募
集
停
止、
全
日
制
課
程
普
通
科
(一
間口)

を
設

置
。
五
十
四
年
二
月
十
六
日、
屋
内
体
育
館
・
生
徒
玄
関
改
築
竣
工
す
る
。

校
歌
百
田
宗
次
作
詞
千
葉
日
出
城
作
曲
(昭
和二
三
・
八
・
一
一制
定)

一、
空
知
野
こ
こ
に
ひ
ら
け

雲
白
し
イ
ル
ム
ケ
プ

枝
な
め
て
た
わ
わ
に

陽
に
灼き
て
春
秋

土
に
き
わ
め
は
げ
む

栄え
あ
れ
我
等
が
滝
川
北
高
校

誉
れ
あ
れ
我
等
が
滝
川
北
高
校

※
歌
詞
中
「江
部
乙
高
校
」
を、
昭
和
五
十三
年
四
月
一
日
よ
り
「滝
川
北
高
校」
と
訂
正

す
る
。

歴
代
校
長

初
代
市
原
達
夫

四

心
二七・

四

三
代
岩
田
武
次

ハ
三八・

四

五
代
伊
藤
信
雄

ク
四四・
三

少
四一・

四
六
代
川
原

イ
ト

七
代
太
田
義夫

五
・
三

四六・
九

!心
現
在

吾
・
四

滝川北高校校舎

開
校
以
来
三
十
有
余
年、
学
科
変
更
の
変

遷
を
経
な
が
ら
も
、
生
徒
の
活
躍
は
盛
ん

で
、
特
に
体
育
方
面
で
は、
ス
キ
ー
で
オ
リ

ン
ピ
ック
候
補
に
推
さ
れ
る
者、
地
区
大
会

で
優
勝、
全
道
大
会
で
立
派
な
戦
績
を
残
し

た
柔
道
部、
卓
球
部
の
黄
金
時
代、
高
体
連

全
国
出
場
の
棒
高
跳
び
・
四〇
〇
メ
ー
ト

ル
。
全
国
家
庭
クラ
ブ
研
究
発
表
大
会
北
海

道
代
表
な
ど
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。

校
章
り
ん
ご
と
稲
穂
は
江
部
乙
の
農

業
を
表
し
、
北
海
道
(北
極
星)
と
い
う
厳
し

い
自
然
条
件
を
克
服
し
て、
立
派
な
農
業
後

継
者
た
ら
ん
決
意
を
表
明
す
る
も
のと
し
、

北
辰
農
業
学
校
校
章
が
、
昭
和
二
十
二
年
十

四 四 九四

八
代
折
笠
輝
夫

三二・
五〇・

11 11

六四

九
.

11 11四一・

三五

昭
和
二七・

五
二
代
高
橋
保
雄

、
三
・
四

九
代
中
原
勝
郎

昭
和三
・
四

小
三三・

五
四
代
大
沢
賢
勝

二、
み
ど
り
の
光
あ
ふ
れ

地の
めぐ
み
つ
き
る
な
し

苹
果
み
の
る
と
こ
ろ

第
一
章
学
校
教
育
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卒 業 生 徒 数
学科

農 業 園 芸 家 政 被 服 (定時)
農 業

(定時)
普 通年度23 (旧)8

(旧日)724 41

25 46

26 29 4 1227 51 18

28 57 7 19 2
7

30 33

20 9 2

31 36 48 14 3

44 38 27

33 40 57 2734 41 50 32

35 33 53 34

36 35 50

27

37 37 44 23

38 43 44 26

39 37 52 1240 36 40 90 37

41 35 34 10542 45 35 99

43 37 38 10044 37 92 41

45 35 92 40

46
47 20 83 39

48 31 87 37

49 25 85 44

50 22 86 2751 16 78 37

52 25 81 30

53 28 7 16

計

794 415 1,712 353 331

14

総 計 3,619

地
方
産
業、
教
育
文
化
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
に
も
、
商
業
人
育
成
の
た

め
の
商
業
高
校
の
必
要
を
痛
感
し
、
次

代
を
に
な
う
有
為
人
材
を
世
に
送
り
出

す
こ
と
が、
産
業
経
済の
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
、
今
野
正
義
は
有

志
と
相
談し
決
意
を
固
め、
あ
ら
ゆ
る

障
害
を
克
服
し
、
種
の々
困
難
に
直
面

し
つ
つ
昭
和三
十
三
年
八
月、
設
立
準

備
に
着
手
し
た
。

時
あ
た
か
も
、
進
学
率
の
上
昇
、
児

童
数
の
増
加
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均

等
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
恩
恵
に

一月
三
日
に
制
定
さ
れ
た
が、
学
制
改
革
に
よ
り
江
部
乙
農
業
高
等
学
校
と
な

り
、
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
校
章
改
正、
昭
和二
十
五
年
江
部
乙
高
等
学
校

と
改
称
す
る
に
至
り、
前
の
り
んご
と
果
実
と
葉
を
花
び
ら
と
し
図
案
化
し

て
、
ふ
ち
ど
り
を
し
、
同
年
十
月
一
日、
校
章
再
改
正
が
な
さ
れ
た。

浴
し
得
な
い
中
学
生
も
ふ
え
つ
つ
あ
っ
た
と
き
な
の
で、
地
域
社
会
、
父
母
な

ど
各
方
面
か
ら
非
常
な
期
待
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

同
年
八
月
一
日
認
可
申
請
書
提
出
後、
秋
の
取
り
入
れ
を
待
っ
て
着
工
、
冬

期
に
入
っ
て
普
通
教
室
七、
管
理
室
三
な
ど
一
、
二
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
が
竣

工、
三十
四
年
一
月
十
九
日
付
待
望
の
「学
校
法
人
今
野
学
園
滝
川
商
業
高
等

学
校」
の
設
立
認
可
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間、
今
野
正
義
は
文
字
ど
お
り
東
奔
西
走
、
八
面
六
臂
の
毎
日
で
、
そ

の
非
願
は
達
成
さ
れ、
現
在
ま
で
道
内
高
校
に
も
滝
商
の
名
を
は
せ、
多
く
の

人
材
の
育
成
に
尽
力
さ
れ、
そ
の
労
苦
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
り、
功
績
は

高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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29 23 1 4

32

4
滝
川
西
高
等
学
校
と
沿
革

私
立
北
海
道
滝
川
商
業
高
等
学
校

昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日、
滝
川
町
は

待
望
の
市
制
施
行
に
よ
っ
て、
急
速
に
商
業
都
市
と
し
て
躍
進
し
つ
つ
あ
り
、

経
済
・
文
化
の
面
に
お
い
ても
中
空
知
の
中
心
と
し
て
発
展
の
一路
を
歩
む
に

至
っ
た
。

33 85 42



校
章

(昭
和三
十
四
年三
月
制
定
)

一番
下
の
台
に
な
っ
て
い
る
の
は、
滝
川
の
市
章
を
用

い、
そ
の上
の
両
端
の
羽
は
鷲
の
羽
で
、
松
明
に
ま
つ
わ
り

つ
い
て
い
る
の
は
蛇
で
あ
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
出

て
く
る
商
業
の
神
様
で
あ
り
、
誰
に
も
負
け
な
い「力

強
さ
」

と
未
来
に
む
か
っ
て
「雄

し々
く
羽
ば
た
け
」
さ
ら
に
ヘビ
の
よ
う
な
「忍
耐

強
さ
」
を
持
て
の
意
味
を
こ
め
て
い
る
。

校
歌
今
野
正
義
作
詞
須
磨
紘
(江
良
正
雄)
作
曲
(昭
和三
四
年
三
月
制
定)

一、
流
れ
て
や
ま
ぬ
石
狩
川
の

歴
史
は
古
き
空
知
野
の

窓
を
あ
け
て
照
せ
文
化
の
松
明

望
め
よ
は
る
か
な
知
識
の
燈
台

我
等
は
も
と
め
ん
学
び
舎
に

三、
そ
よ
風
か
お
る
歴
史
の
園

香
し
き
哉
校
風
は

空
知
野
の
虚
空
に
高
く
か
お
る
な
り

我
等
は
求
め
ん
理
想
郷

昭
和
三
十
四
年
第二
期
工
事
と
し
て
、
体
育
館
普
通
教
室
等
一、
五
八
三
平

方
メ
ー
ト
ル。
三
十
八
年三
月
十
日、
第
三
期
工
事
校
舎
一、
九
二
六
・
四
四

平
方
メ
ー
ト
ル。
同
年
五
月
三
十
一
日、
第
四
期
工
事
六
教
室
、
六
〇
八
・
二

六
平
方
メー
ト
ル。
昭
和
四
十
年
一
月
三
十
日、
新
体
育
館
鉄
骨
ダ
イ
ヤ
モン

ド
ト
ラ
ス
造
り、
地
下
野
球
練
習
場
併
設
一、
七
五
四
・
二
三
平
方
メー
ト
ル

の
竣
工
式
。
四
十
三
年
十
月
、
三十
四
年
度
建
設
体
育
館
を
移
転
改
築
し
、
第

二
体
育
館
八
五
八
・
六
〇
平
方
メー
ト
ル
と
す
る
。

同
年
十
月
十
六
日、
新
校
舎
建
設
工
事
地
鎮
祭
を
行
い、
四
十
四
年
九
月
二

十
五
日、
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て、
特
別
教
室
、
管
理
室
鉄
筋
コン
ク
リ
ー

野学園解散並滝川商業高等学校閉校

解散閉校式

ト ト
三
階
、
一
部
七
階
(時
計
塔、
天
文
台)

二
、
六
七
五
・
九
九
平
方
メー
ト
ル
が

完
成、
校
舎
総
面
積
九、
六三
一
・
五

一
五
平
方
メー
ト
ル、
校
地
面
積
四
万

四
、
七三
〇
・
八二
平
方
メ
ー
ト
ル
と

な
る
。

生
徒
の
激
増
と
減
少

昭
和
三

十
八、
九
年
ご
ろ
か
ら
増
加
の
傾
向
に

あ
っ
た
生
徒
数
は
四
十
一
年
に
至
り、

つ
い
に
ピー
ク
に
達
し
、
志
願
者
数
実

に二
、
〇
四
八
名、
入
学
者
五
六
八

名、
翌
年
も
一
、
九
一
六
名
の
志
願
者
が
殺
到
し、
六
一
〇
名
が
入
学
と
い
っ

た
状
態
と
な
り、
総
数
一
千
六
百
七
十
余
名
の
一大
マ
ン
モ
ス高
校
に、
ふ
く

れ
あ
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
炭
鉱
合
理
化、
閉
山
。
減
反
に
よ
る
離
農
な

ど
人
口
減
少
と
入
学
者
の
激
減
は
大
き
く
影
響
し、
昭
和
四
十
七
年
は
募
集
定

員
三
五
〇
名
に
も
拘
ら
ず
、
最
終
入
学
手
続
き二
二
一
名
と
、
本
校
開
設
以
来

初
め
て
そ
の
定
員
を
割
る
状
態
と
な
っ
た
。

さ
ら
に、
人
口
減
少
に
伴
う
小
中
学
校
児
童
・生
徒
の
激
減
は
、
四
十
九
年

度
以
降、
下
降
線
を
たど
る
一
方
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て、
学
園
経
営
は
文

字
ど
お
り
危
機
に
直
面
し
て
き
た
。

市
立
移
管
決
定

不
測
の
事
態
に
充
つ
べ
き、
特
別
財
源
の
減
少
を
補
填

し
て
お
く
た
め、
第
二
体
育
館
の
寄
贈
(現
西
町
福
祉
会
館)
に
伴
う
措
置
に
よ

っ
て、
一時
こ
れ
を
糊
塗
し
得
る
と
は
いえ
、
種
検々
討
の
結
果、
市
当
局
及
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真
理
の
と
も
し
び
高
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ち
て

高
き
理
想
の
道
を
行
く

我
等
は
も
と
め
ん
理
想
郷
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び
市
議
会
に
四
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
、
市
立
と
し
て
移
管
し
て
欲
し
い
旨
の

陳
情
を
行
い、
さ
ら
にP
T
A
及
び
教
職
員
組
合
から
も
、
現
職
員
全
員
の
採

用
を
含
む
同
趣
旨
の
陳
情
書
を
提
出、
市
長
は
市
議
会
に
上
程
す
る
と
と
も
に

文
教
厚
生
委
員
会
に
附
託
し
て
審
議
を
な
す
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
慎
重
審
議
の
結
果、
1
入
学
間
口
は
商
業
科
六
間
口
と
し
、
募

集
定
員
は
二
七〇
名
と
す
る
。
2
建
物
そ
の
他
学
校
資
産
は
そ
の
ま
ま
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。
3
在
籍
す
る
生
徒
は
全
員
入
学
す
る
も
の
と
す
る
。
4
授
業

料
そ
の
他
諸
負
担
金
は
道
立
並
み
と
す
る
。
5
教
職
員
は
公
立
学
校
教
職
員
と

し
て
の
採
用
試
験
を
受
け
る
。
6
校
名
は
北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
と
す
る
。

と
の
内
容
の
も
と
に、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月

十
日、
満
場
一
致
こ
の
陳
情
を
採
択
す
る
旨
可

決
、
十
一
月
十
五
日
に
「滝
川
市
立
移
管
」
に

決
定
を
み
た。

そ
し
て、
伝
統
を
作
り
、
栄
光
に
輝く

「滝
川
商
業
高
等
学
校」
は、
そ
の
十
四
年
の
歴
史

に
、
昭
和
四
十
八
年
三
月二
十
日
、
閉
校
式
に

よ
っ
て
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

滝
商
こ
こ
に
あ
り
僅
か
一四
年
の
歴
史
で

は
あ
っ
た
が、
体
育
・
文
化
活
動
は
広
く
盛
ん

で、
全
道
的
に
も
連
続
四
回
出
場
の
野
球
部、

珠
算
大
会
の
優
勝
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
戦
績

は
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
し
かも
広
範
囲
で

あ
る
。

入学志願者と入学者

年度 志願者数 入学者数
昭和34年 650 357

"/35〃 563 298

"/36"/ 498 271

〃37〃/ 964 540

"/38"/ 1,422 539

"/39〃/ 1,786 563

"/40" 2,048 557

"/41〃/ 1,916 568

/42" 1,777 601

"43// 1,507 510

"/44〃 1,548 450

"45〃 1,176 398

〃46〃/ 1,038 380
〃/47〃/ 933 220

計 17,826 6,252

三
代
広
井

潔

1111

初
代
桜
庭
亥
一
郎
昭
和
三
・
四

・ ・咒学四三 六

心
四〇・
三

二
代
串
崎
広
士

滝 商強 し

特
に、

ス
キー
の
回
転
・
ジ
ャ
ンプ
は
全
国
に
そ
の
名
を
は
せ、
日
本
ス
キ

ー
界
の
雄
と
し
て
活
躍。
ま
た、
絵
画
部
門
で
の
推
奨
獲
得
は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
各
弁
論
大
会
に
お
け
る
数
多
い
優
勝
・
優
秀
賞
、
柔
道
新
人
戦
全
国
出
場
な

ど
、
限
り
な
い
称
賛
を
お
く
る
と
共
に
「滝
商
こ
こ
に
あ
り
」
を
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。

理
事
長
今野

正
義

歴
代
校
長

四
昭
和四・
小
四二・

五

北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
(滝
川
市
西
町
六
丁
目
三
番
地
)

沿
革
の
概
要

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
五
日、
滝
川
市
議
会
に
お
い
て

滝
川
市
立
学
校
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
の
設

置
を
議
決
す
る
。

翌
年
一月
十
八
日、
設
置
認
可
(道
教委
四
八
教官
第
一〇
〇
四
号
指
令)を

受
く
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
九
日、
開
校
・
入
学
式
及
び
父
母
と
教
師
の
会
発
会
式

が
挙
行
さ
れ
る
。
入
学
者
第
一
学
年二
八
二
名、
旧
滝
川
商
業
高
校
よ
り
転
入

3 80



卒 業 生 の 状 況

第1回卒業の37年より48年3月閉校まで

家事従事者 進 学者数 就 職者数 卒 業 生数 卒 業 期26 22

133 181

男

19 00 87 114

女 1 年

45 30 220 295
計

27 19 101 14750 6 52 108
7

25 153 255

男
女
計

2 38年

6 24 113 1437 12 72 9

13 36 185 234

男
女
計

3

39年

14 40 202 25620 00 198 226

4

40年

9 45 239 29334 17 160 211

43

62 399 E0422 37 216 27542 20 197 259

6

42年

00 4 180 23114 69 206 289

20 114 386 520

0
0

55 195 25824 34 205 263

0
0

4
年32 89

400 521

= 45 246 30210 35 204 249

9

45年

21 80 450 551

7 32 209 24818 31 172 221

10

46年

4 44 159 20713 33 159 205

11

4
年17 77 318 412

5 39 125 16916 2 149 191
2

65 274 360

男
女
計

12 年

145 447 2,118 2,710
267 299 1,861 2,427 計
412 746 3,979 5,137

男
女
計

男
女
計
男
女
計

男
女
計

男
女
計

男
女
計

男
女
計

5 4
年

64 57 413 534

48 400 482

34

生
、
第
二
学
年二
一
三
名
第三
学
年三
四
九
名
と
な
り、
六
月
十
日
に
は
開
校

記
念
式
典
を
行
う
。

昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日、
普
通
科
二
間
口
設
置
認
可
(商
業
科
を
学
科

開
局
(普通教室一八

教室
に
VTRー

TV
を
設置)。

四
十
九
年
七
月
に
は、
全
道

を
活
用
、
さ
ら
に
充
実
を
図
り
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
滝
川
西
高
テ
レ
ビ
局

開
校
以
来
日
は
浅
い
が、
旧
滝
川
商
業
高
校
の
施
設
・
設
備

389

昭
和
五
十
三
年
三
月二
十
日、
鉄
筋
三
階
建
て
(生物・

化学・
物
理・
商
品
実

験
室
及
び
格
技
場)
竣
工
す
る
。

<
滝
川
商
業
高
等
学
校
十
四
年
史
よ
り
>

25 63 381 469

男
女
計

男
女
計

7 43年

主
な
歩
み

転
換)
さ
れ、
昭
和
五
十
二
年
入
学
よ
り
普
通
科
二
間
口、
商
業
科
四
間
口
と

な
る
。

第
一
章
学
校
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滝川西高校校舎

に
先
が
け
て
滝
川
西
高
交
通
安
全
モ
ニ

タ
ー
制
度
が
発
足、
十
月
一
日
「交
通

安
全
五
つ
の
誓
い
」
を
発
表、
交
通
安

全
キ
ャン
ペ
ー
ン
を
す
す
め、

「交
通

安
全
賛
歌」
を
生
徒
に
よ
り
作
詞
・
作

曲
、
全
校
集
会
で
発
表
。
五
十二
年三

月
一
日、
管
内
高
校
唯
一
の
昭
和
五
十

一
年
度
教
育
実
践
表
彰
校
と
し
て
の
栄

誉
を
、
北
海
道
教
育
庁
空
知
教
育
局
長

よ
り
受
け
る
。

・
生
徒
の
活
動
昭
和
五
十
三
年
七

月
、
羽
球
部
女
子
全
道
初
優
勝、
同
年

十
月
、
弁
論
部
全
道
大
会
優
勝
。

・
北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
開
校
経
緯

昭
和
三
十
四
年
四
月、
学
校
法
人
今

野
学
園
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
滝
川
商

計 〃
五四

" ク
五二

昭
和
五

一、九〇四

二五九
二八一
三セ三 ニ七一

11 /1

う
ち
普
通
料

う

公 老尖料

一、五五五

一五一

が

二六 二五三
二六一

LL教室

中油

校内テレビ局

〃
五〇

少
四九

昭
和
四

二七〇 二
八二二六九

区
分

入
学

生

入
学
生
・
卒
業
生
の
推
移

初
代
佐
木々

明

歴
代
校
長

心
五三・三

昭
和
咒
・四

円

一九五

卒
業
生

二
代
小
森
文
夫
現

在
昭
和
五
・
四

プ
ラ
タ
ナ
ス
と
滝
川
市
章、
そ
れ
に
W
E
S
T
(
西)の

高

頭
文
字
W
を
配
し
た
も
の
で、
滝
川
の
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
向
学
の
志
を
高
揚

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
、多
少
誇
張
し
た
W
の
形
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

校
章
(昭
和
四
十
八
年
五
月二
日
制
定
)

五
十二
年
三
月
、
全
道
高
校
最
高
レ

ベ
ルの
コン
ピ
ュー
タ
O
K
I
T
A
C
シ
ス
テ
ム
五〇

が
導
入
さ
れ、
新
し
き
学
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

滝川西高校章

西高校玄関

390
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滝西高学校祭の行燈行列風景

業
高
等
学
校
は、
爾
来、
北
海
道
に

お
け
る
商
業
教
育
の
振
興
と
中
堅
産

業
人
の
育
成
に
つ
と
め
、
卒
業
生

五
、
一三
七
名
を
社
会
に
送
り
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が、
社
会
情
勢
の
変
化
に
即
応

し、
昭
和
四
十
八
年三
月
三
十
一
日

一
四
年
に
わ
た
る
校
史
を
閉
じ
、
同

四
月
一
日
を
も
っ
て
滝
川
市
に
移
管

の
議
が
定
ま
り、
北
海
道
滝
川
西
高
等
学
校
と
し
て、
新
生
の
第
一
歩
を
踏
む

こ
と
と
な
っ
た
。

本
校
の
発
足
に
あ
た
り
滝
川
商
業
高
等
学
校
の
光
輝
あ
る
伝
統
を
受
け
継
ぎ

有
為
な
国
民
の
育
成
を
め
ざ
し
も
っ
て
地
域
社
会
の
期
待
に
こ
た
え
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
学
校
法
人
今
野
学
園
の
違
業
を
顕
彰
し
、
建
学
の
精
神
が
本
校
に
よ

っ
て
未
来
永
遠
に
わ
た
り
光
彩
を
放
つ
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
十
日開
校
記
念
の
日
に

滝
川
市

第
五
節
青
年
学
校
・
そ
の
他

青
年
訓
練
所

大
正
十
五
年
四
月
一
日、
青
年
訓
練
所
令
制
定
。
同
年
七

月
一
日、
全
国
一
斉
に
青
年
訓
練
所
と
い
う
教
育
施
設
が、
各
小
学
校
に
併
置

開
設
さ
れ、
当
該
学
校
長
が
主
事
に
任
命
さ
れ
た
。

青
年
訓
練
所
は、
軍
隊
の
予
備
教
育
と
いう
性
格を
も
ち
、
男
子
だ
け
を
対

象
と
し
、
青
年
の
心
身
を
鍛
錬
し
国
民
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で、
教
練
を
中
心
と
し
、
修
身
公
民
科、
国
語
科、算

数
科、

職
業
科
が
課
せ
ら
れ
た
。

滝
川
に
お
い
て
は、
滝
川
第
一
訓
練
所
以
下
第
二
、
第
三
、
第
四
と
訓
練
所

が
設
置
さ
れ、
江
部
乙
に
お
い
て
も
北
辰
小
に
第
一、
東
陽
小
に
第
二
訓
練
所

が
設
置
さ
れ、
各
所
主
事
、
指
導
員
を
任
命、
毎
月
訓
練
日
を
定
め、
訓
練
の

実
績
を
挙
げ
、
毎
年
連
隊
区
司
令
部
か
ら
査
閲
官
が
派
遣
さ
れ、
そ
の
実
情
を

査
閲
し
、
こ
の
成
績
は
主
事
で
あ
る
学
校
長
は
も
ち
ろ
ん、
町
村
長
の
評
価
に

も
つ
な
が
り
、
緊
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年
四
月
一
日、
青
年
学
校
令
が
公
布
さ
れ、訓

練
所

青
年
学
校

は
廃
止
さ
れ
た
。

当
時、
満
洲
事
変
、
国
際
連
盟
の
脱
退
な
ど
国
内
は
日
を
逐
っ
て
緊
張
の
度

を
増
し
、
青
年
教
育
は
い
よ
い
よ
重
視
さ
れ、
青
年
学
校
は
男
女
に
対
し
、
そ

の心
身
を
鍛
錬
し、
徳
性
を
涵
養
す
る
と
共
に、
職
業
及
び
実
際
生
活
に
必
要

な
知
識
技
能
を
授
け
る
な
ど
、
国
民
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
。

生
徒
は
大
部
分
が
勤
労
青
年
で
あ
る
た
め
地
方
の
実
情
な
ど
充
分
考
慮
さ
れ

て
い
た。
そ
の
課
程
は
普
通
科・
本
科
・
研
究
科
の三
つ
か
ら
な
り、
尋
常
小

学
校
(六
年)
卒
業
の
者
は
普
通
科
(二
ヵ年)、

高
等
科
を
出
た
者
は、
本
科

(男
子
五
カ
年、
女子三

カ年)
そ
の
上
に
研
究
科
(一
年
又
は二
年)
が
あ
り
、
六
年

生
卒
業
の
者
は、
そ
の
あ
と
七
年
間
は
青
年
学
校
に
籍
を
おく
と
い
う
し
く
み

第
一
章
学
校
教
育

391



第
九編

教

.

育

に
な
っ
て
い
て、
そ
こ
を
終
わる
年
は、
満
二
〇
歳
で
徴
兵
検
査
と
な
り、
軍

隊
に入
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
昭
和
十
四
年
四
月
か
ら
満
一二
歳
から
満
一九
歳
ま
で
の
男
子
は
義
務

制
に
な
り、
戦
時
下
の
男
女
青
年
の
教
育
に
強
力
な
拍
車
が
か
け
ら
れ、
軍
事

教
育
も
一
層
重
視
さ
れ
て
き
た
が、
昭
和
二
十
二
年
学
制
改
革
に
伴
い
廃
止
さ

れ
た
。
し
か
し
、
青
年
学
校
卒
業
者
は、
往
時
の
中
等
学
校
卒
業
と
同
等
な
学

力
と
認
め
ら
れ、
青
年
師
範
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

滝
川
鉄
道
錬
成
所

昭
和
十
四
年、
青
年
学
校
義
務
制
が
実
施
さ
れ
た
が、

鉄
道
に
勤
務
す
る
該
当
年
齢
者
は
勤
務
の
関
係
で
国
民
の
義
務
を
履
行
で
き
な

い
状
況
か
ら、
鉄
道
局
と
し
て
こ
れ
ら

該
当
者
を
集
め、
青
年
学
校
の
教
育
を錬成所開設入所式

滝川鉄道錬成所

保
護
者
会
・
後
援
会
・
父
母
と
先
生
の
会

従
来、
保
護
者
会、
後
援
会
な
ど
と
し
て、
学
校
教
育
の
振
興
発
展
に
尽
力

し
て
き
た
が、
昭
和
二
十
二
年、
ア
メ
リ
カ
教
育
視
察
団
の
勧
告
に
よ
り
「
父

母
と
先
生
の
会
」
と
改
称、
各
P
T
A
は
自
主
性
を
も
ち、
研
修
を
深
め、
学

校
教
育
の
充
実
適
正
を
期
す
る
た
め、
教
師
と
父
母
が
協
力、
ま
た
連
合
会
を

設
け
連
携
し
あ
い、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

滝
川
第
一
小
学
校
P
T
A
会
長

二
代
中
川

初
代
大
橋
武
義
昭
和三
～一
年度

"
三七～
一八年

度
四
代
岩
本
正
義

一
夫

五
代
佐
野

七
代
柴
田
政
雄

ぐ
三
年
度

ぐ
壹
年
度

九
代
朝日

昇
道

二
代
前
田

一
代
近
藤

一五代
後
藤
良
郎

一
代
中
川
日
出
吉

〃
五四年

度
～

正
昭
和三
～
三
年
度

ミ
二
～三
年
度

ク
ラ
～言
年
度

六
代
草
浦
正
已

八
代
木
田

茂 茂
ハ
ミ
～
年
度

10代
東
金
次
郎

博
正

〃
四
年
度

輝
雄

〃
四
年度

..♪
哭六～
四九年
度

一
代
野
瀬
武
二

一四代 三代
辻
奥
幸
男

三
上
幸
男

〃
翌五年
度

“
五
～
三
年
度

392

PTA会員による環境整備

施
し
、
鉄
道
員
と
し
て
の
資
質
向
上

を
考
え
鉄
道
錬
成
所
を
各
要
所
に
設

置
し
た
。

生
徒
は
滝
川
駅
を
中
心
に、
根
室

線
は
新
得
ま
で、
函
館
線
は
妹
背

牛、
右
岸
線
雨
竜、
浦
臼
ま
で
の
各

駅
勤
務
高
小
卒
の
適
齢
者
約
千
名
で

あ
っ
た
。

ク
完
～
四
年
度

!
穹
～
翌
年
度

ク
芸
年
度

三
代
岡
部

潔



滝
川
第
二
小
学
校
保
護
者
会
・
後
援
会

三
代
原

P
T
A
会
長

初
代
白水

務

三
代
堀
田
武
司

ハ
二七・
三

少
三三・三

四
代
猪
口
英
之
助

ハ
二七・

四
ク
二七・

九

少
二三・

五
少
三
・三

一八代 二六代
一
代
川
嶋
慎
之
輔

佐
藤
幸
男

ハ
五
〇
～
五
二
年
度

元
代
居
林
幹
生

”
五
三
～
現
在

東
栄
小
学
校
P
T
A
会
長

初
代
山
本
新
太
郎
二
代
宮
川
直
衛
三
代
林

与
一
四
代
宮
森
覚
太
郎

内
野
長
盛
七
代
富
加
見
勇
八
代
斉
藤
宏
一

六
代

10代
本
野
正
一
二
代
山
岸
幹
男
三
代
林

与
五
代
田
中
善
蔵

九
代
中
嶋
鉄之助

三
代
山
岡
幸
義
一四代

高
平
克
巳

※
東
栄
中
学
校
P
T
A
会
長
で
あ
る
が、
中
学
校
の
場
合

七
代
斉
藤
宏
一
八
代
富
加
見
勇
と
な
っ
て
い
る
他、
小
学
校
と
同
じ
で
あ
る
。

西
小
学
校
P
T
A
会
長

初
代
山
崎
藤
平
昭
和
三・
四

三
代
岸

克美
少
芸
・
四

四
代
鈴
木
一雄

二
代
更
沢
亀
一
昭
和三・

四

ハ
四九・

四

ハ
四・四

"
四・四

九
代
渡
部
豊
道

〃
三
・
四

現
在

東小学校開校

第
一
章
学
校
教
育

〃
四〇
年
度

ク
三
〇
年
度

ク
三
七
～
三
八
年
度

ク
三
五
～
三
六
年
度

!
三
四
年
度

鈴
木
初
太
郎
♪
三三
年
度

五
代
業
天
孝
一
ハ
三
一
～
三
二
年
度

七代
六
代

二
代
加
賀
井
達
也

九
代

10代
石
坂
繁
夫

三
浦
光
正

二
代
増
田
政
吉

四
代二
代
佐
藤
伸
昭

棚井
清太
郎

・

1111

八五
四 二

大
正三
・
四

昭
和
三・三

三代
三
代

一四代
綿
谷
三
雄

賛
三

柴
田

茂
神
部
昌
雄
〃
四
七
年
度

”
四
五
～
四
六
年
度

〃
四
四
年
度

〃
四
三
年
度

関
藤
竜
静
昭
和
四
一～
四
二
年
度

一
代
高
嶋
晃
寛

一四代
坂下

三
代
樋
口
昭
二

小
四
・

ハ
四
一・
長
・

ハ
三七・

心
三四・

"1
・

三 三〇・
五

三

三

三
八・
三

九
代
中
村
正
男

小
三七・

四

小
三
・
四

七
代
猪
口
英之
助

小
三四・

三

!
五
代
中
村
正
直

ヘ
二七・10

六
代
堀
田
武
司

八
代
辻
奥
隆
敏

10代
合
田
正
勝

・
四五
・三

五 〃〃1111 1111

三
・

四四七・�七.
三 四 三 四 三 四 三 四

二
代
寺
口

章
小
四
・
四

・六
四 四三・

三三
・

四

三 四

勉
一七代

尾
崎

滝
川
第三
小
学
校P
T
A
会
長

初
代

林

二
代
藤
井
藤
太
郎

三
代
原
岡
良
策
ハ
二
八～
二
九年
度

四代
藤
本
清
一

三
〇
年
度

外
山
忠
男

八
代
大
沢
辰
次

初
代
山
田
藤
太
郎

喜
三

大
正
六・
二

"

昭
和
二・
四

ヘ
一五・三

ク
一八・

四
二三・

四

三〇・
三

三代
須
賀
忠
夫

一五代
見
沢
正
直

～
現
在 三
・

互
少
五四・

四

四

薫

五
代
米
山
三
郎

少
四二・

四
六
代
種
田
良
一

七
代
毎
原
政
夫

少
四七・
四

八
代
市
川
淳
一

悦 東小学校開校式

一五代
伊藤

へ
四八～

四
九年
度

三 四
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亀
昭
和二
二
～二
七
年
度
(前
期
)

ハ
二
七
年
度
(後
期
)



開
西
中
学
校
P
T
A
会
長

ク
五・
四

六
代
長
田

勇
〃
吾三・
四

ク
四九・

四

ク
四七・

四

10代
外
山
忠
男

/
三
・
四

三
代
中山

弘三
少
四三・
四

八
代
居
林

清 清
少
三四・
四

六
代
中山

定
一

”

ハ
三
・
四

武
少
二六・
四

二
代
柴
田
棟
造
昭
和二四・

九

一七代
計
良
邦
雄

一三代

九代
木
井
紘
策

七代
藤
本
清
一

少
三三・

四
五
代
佐
藤
民
治
郎

少
三〇・
四

初
代
橋
本
徳
四
郎
昭
和三
・
八

シ
二五・
四

明
苑
中学
校
PT
A
会
長

伊
藤

孝

一五代
高
畑
鉄
雄

”
咒・
四

一六代
坪
田

一三代

九
代
二
代
日
野
田
通
正

鈴
木
英
市

少
四
・
四

七
代
水
谷
五
一

少
三四・

四
五
代
東
金
次
郎
ハ
三〇・
四

三代
大
橋
武
義

初
代
鈴木
初太
郎

江
陵
中
学
校P
T
A
会長

初
代
国
島
賢
二

少
五四・

三

江
部
乙
小
学
校
P
T
A
会
長
(昭
和
五〇
・
四
～)

昭
和
五
・
四

二
代
寺
崎
雅
聡巧

山
(現
在
)

五一・
四

ぐ
四七・三二二

ぐ
四三・

四

〃
四四・

四

ク
四〇・

四

昭
和
吾
・
四

現
在

第
九
編
教

育

江部乙小学校スクールバス

二
代
谷
口
礼
穂

三
代
吉
岡
重
信 〃
四
九
年
度

四
五
年
度

四
二
年
度

三九
年
度

川
三六年

度

三
二
年
度

昭
和
二
五
年
度

黒
田
策
一

上
田
梅
次
郎
大
正
一
五
年
以
降

昭
和
一
二
年

△
一
三
年

七
代
森
井
正
之

二、
東
陽
小
学
校
P
T
A
会
長

初
代
村
上
寅
之
進

〃
四六年

度

四

四
八
年
度

四
一
年
度

四
〇
年
度

少
三
五
年
度

ミ
1 三
三
年
度

初
代
平
野
庄
一

三
沢
貫
之
助

栄
吉
昭
和
六
年
以
降

大
崎
岩
橋
浅
次
大正
八
年以
降

一、
北
辰
小
学
校
保
護
者
会
・
P
T
A
会
長

江
部
乙
小
学
校

東
小
学
校
P
T
A
会
長

初
代
林
喜
久
男
昭
和
五
三
・
九
～
現
在

少
四三・
八

三
代
寺
口

一四代
木
戸
清
一

10代
前
田

章 博
正

八
代
中川

斉
六
代
中
村
正
直

少
三
・
四

四
代

二代
芳
村
良
範

寺
田
文
人
昭
和三
・
四

ク
二七・

四

現
在

今
野

一五代
辻
奥
幸
雄

ク
四
・
四

一六代
近
藤
輝
雄

少
四五・
四

一四代
次
田
良
敏

ク
四〇・
四

少
芸
・
四

二代
渥
美
孝
一陽一

六
代
石
田
利
雄

四
代
寺
崎
政
朝

二
代
早
弓
房
松

”
一四
年
以
降

昭
和
二
一
年
度

ク
二
四
年
度

1111

五
代
平手

三
代
宮
崎
定
由

登

11 11

八
代
大
野
秀
雄

1111

11
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明

四
代
舟
山

一夫

二
代
中
村
一馬

六
代
工
藤

九
代
武
田
順
匡

五
代
横
山

守
※
東
陽
中
学
校
が
あ
っ
た
と
き
は、
中
学
校
の
P
T
A
会
長
は
同
じ
で
あ
る
。

三、
旭
沢
小
学
校
P
T
A
会
長
(昭
二
五
・
四
～
四
七
・
三
)

初
代
祖
母
井
京
太
郎

四
代
北
江
正
雄

七
代
清
水
常五
郎

八代
柴
田
秋
良

五
代
及
川
孝
七

三
代
及
川
孝
七

太
10代

末
富

昭
和三
・
七

ク
二五・

四

〃

少
四
・
四

三
代
五十
嵐
一郎

四代
田
端



第
一
章
学
校
教
育

三
代
白
山
隆
起

か
二
六
ぐ

〃
二
四

!

少
五四・

四
少
五三・
三

二
五
・
四

小
五〇・
三

小
四九・

四

ハ
四八・

三
ク
四七・

四

心
哭
・
三

昭
和
四
・
四

ハ
四四・
三

11
四三・
四

小
四二・

三
少
三九・

四

〃
三七・

三
小
三五・

四
六
代
長
谷
川
武
次

・
元
・

三完1111

〃
三五・

三
〃
三四・

四

小
三・

三 七

〃
五
四
(現
在)

ノ
五
三
〃

少
五
一

ぐ
四九

〃〃

六
四
三二

心
四
〇

ク
昭
和
三
八
年
度1111

四匹

1111

九
代
合
田
正
勝
ク
三
七
〃 〃

二
♪
三
四
ぐ

三一

七
代
千
田
三
芳
小
三〇
!!

五
代
佐野

一
夫
昭
和二
八
年
度

〃
四
四
〃 〃

二
四

〃

"

〃
九
二

〃
九

三
11

八
代
石山

武
雄

重
信 武

"
〇
三

11
〃

二 111
四四
六五〃

〃
〃

〃

1111

シ
四三
〃

1111 11

初
代
中
山
吉
治
昭
和
二
二
年
度

滝
川
工
業
高
等
学
校
P
T
A
会
長
(
滝
高
・
滝
西
高
を
含
む)

四
代
武
田
セ
イ

♪
二
七
〃

二
代
高
畑
宜
雄
昭
和
二
五
年
度

八
代
横
山

守

六
代
大
川
平
吉

四
代
村
田
正
男

〃
五四・

三
〃
三三・

四 四
・〇

五
小
三
・
三

初
代
鞍
田
武
夫
昭
和
二
一
・四

"
二二
年
度

三
代
松
儀
一
男

精
一

111111 11

滝
川
高
等
学
校
保
護
者
会
・
P
T
A
会
長

五
年度

徳
昭
和!11ク
一三

ク
一二
一
ぐ

1111

二

ヘ
一九

ノ

一

1111 1111

初
代
鈴
木

三
代
小
華
和
貞
男

1111

六
代
福
永
清
一

八
代
村
上
勝三

ク
ニー

シ

少
二
六

少
二
五

1111

三
代
黒
田

実

初
代
森
本
茂
喬

ハ
三四・
三

昭
和
三
・
四

ノ
二七・
三

〃
三
・
四

四
代
森
本
茂
喬

二
代
進藤

.
四四

1111

ミ
ツ:

•
三 四 三 四

八
代
石川

清

二
代
岩
崎
秀
一
昭
和
哭
・

ク
四七・

三三
・
咒

三 四 四

"1

11
一九代

中
山
弘
三

一七代
寺
崎
政
朝

一五代
更
沢
亀
一

〃
四
一
ク

三
代
早
弓
房
松

二
代
山
田
清
壱

九
代
佐
野
一
夫

七
代
渡
部
作
太

"
1二

少
二
四
! 11

10代
柴
田
棟
造

三
代
神
部
俊
郎

喆
夫

小
四〇

ヘ
三
九

ミミ
四四
五

〃〃1111 1111 1111

九
代
岩崎

秀
一

二、
江
部
乙
中
学
校
P
T
A
会
長

初
代
宮
崎

三
代
梅
野
重
勝

五
代
神
原

七
代
虎
谷
正
市

現
在

九
代
長
谷
川
郁
夫

九
代
種
田
良
一

七
代
種
田
良
一

心
四
八
ク

四

五四

" 〃11

1111

五代
高
津
章
慈

〃
四
五
〃

三
代
福
井

晃
〃
四
一
〃

初
代
更
沢
亀
一
昭
和三
七
年
度

二代
高
津
万
裕

♪
五
二
ぐ

10代
毎
原
政
夫

八
代
籔内

英
之

六
代
米
山
三
郎

四

四
代
岸

克
美

" 四 1
1

10代
中村

正直
"
四〇

11
〃
三
八
ぐ

ぐ
三三
〃

一
昭
和二
九
年
度

現
在

心
五
四

〃

ぐ
四
六
〃

一
代
草
浦
正巳

一六代
東
金
次
郎

ミ
三
八
〃

一四代
籔
内

三
代
武
内
敏
彦

八
代
佐
野
一
夫

六
代
荒
島

三
代
中
村
正
直

〃
五
四
現
在

〃
四
四

〃

"

11

一一
四
1111

1111

1111

一

二
代
田
中
正
泰
昭
和
六
年
度

四
代
渡
辺
栄
助

一〇

九
代
楠
木

清
10代

岡
部

義
男

滝
川
北
高
等
学
校
後
援
会、
P
T
A
会
長
(北
辰
農・江

部
乙
農
高・江

部乙
高
を
含
む)

二
代
佐
木々
徳
次
郎
昭
和
二
一
・
一
一

�
二
六
年
度

四
代
石
橋

六
代
吉
岡

七
1111

八
二

ハ
二
五
〃

五
代
谷
島

七
代
宮
崎
定
由

〃
〃

〃
”

1111

二代
合
田
正
勝

九八

正
雄
昭
和
二七・

四
五
代
大
野
与
三
松

江
部
乙
中
学
校

一、
北
辰
中
学
校
P
T
A
会
長

五
代
中
西
重
清

七
代
次
原
清
一

七
三 11三
五

"
三
四
〃 〃

二

○七

11

〃
"

〃
〃

11

五五
三〇

四
少
四
十

武

信
治
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育

二
代
梅
木
義
雄
昭
和
四
七
年
度

二三代
但
田
信行

心
四
九
・
一
一四代

村田

一五代
松
浦
谷
松

滝
川
商
業
高
等
学
校
P
T
A
会
長

初
代
簽
内
詰
夫

三
代
山
下
正
吉

・
四

小
三八・

五
四
代
石
坂
繁
夫

小
四三
・
五

六
代
渋
川
勝
石

四五・

五 五 五 四五三 五 五 五

八
代
樋
郡
英
雄

二
代
上
西
正
夫

少
三三・
三

三二・
四

三
代
森

憲
明

父
母
と
先
生
の
会
連
合
会

江
部
乙
町
P
T
A
連
合
会

新
教
育
制
度
後、
歳
月
も
浅
く
六
三
制
に
伴

う
教
育
施
設
も
ま
た
不
充
分
で、
教
員
の
待
遇
に
つ
い
て
も
、
住
宅
そ
の
他
改

善
を
要
す
る
等、
数
多
く
の
問
題
点
が
あ
っ
た
、
北
辰
小
学
校
P
T
A
会
長
早

弓
房
松
は、
北
辰
中
学
校
P
T
A
会
長
森
本
茂
喬
と
相
は
か
り
、
こ
う
し
た
問

題
点
を
町
全
校
P
T
A
が
連
絡
提
携
の
上、
対
等
に
検
討
協
議
し
よ
う
と
し

て、
他
小
中
学
校
P
T
A
に
働
き
か
け
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
創
立
の
は
こ
び

と
な
る
。

P
連
は
協
議
体
で
あ
る
と
し
、
そ
の
共
通
目
的
は、
の
学
校
教
育
の
格
差
を

な
く
す
こ
と
(設
備、
教
材
など)、

い
教
育
の
待
遇
を
改
善
す
る
(住宅、

そ
の
他)、

り
一
般
的
教
育
の
向
上
を
図
る
(学
校
遊
園
地
の
造
成
、
不
良
化
防
止
対
策
の
推
進
な
ど
)

に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

歴
代
会
長

初
代
早
弓
房
松

三
代
寺
崎
政
朝
“
元
・
2三

少
三七・

四
代
長
谷
川
武
次

ぐ
三九・

四

滝
川
市
父
母
と
先
生
の
会
連
合
会

滝
川
市
の
P
連
が
発
足
し
た
の
は
昭

和
二
十
二
年
八
月
三
十
日
で、
当
時
は
第
一
小
学
校
の
P
T
A
会
長
が、
P
連

会
長
を
つと
め、
昭
和三
十
年
八
月
滝
川
市
学
校
給
食
連
合
会
の
設
立、
二
十

九
年
の
学
校
林
維
持
委
員
会
の
設
立
な
ど
で
、
他
の
学
校
P
T
A
会
長
が、
P

連
の
緊
密
な
連
携
と
教
育
の
振
興
に
あ
た
っ
て
き
た
。

・
滝
川
市
父
母
と
先
生
の
会
連
合
会
会
則
(一
部
抜す
い
要
約)

本
会
は、
各
学
校
父
母
と
先
生
の
会
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
そ
の
緊
密
な
連

絡
を
図
り
、
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
を
目
的
と
し
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め、

次
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

(1)民
主
教
育
の
理
解
と
推
進
に
つ
い
て、
2)会
員
相
互
の
教
養
向
上
に
つ
い

て
、
3
児
童
・
生
徒
の
福
祉
増
進
に
つ
い
て、
44)教
育
費
の
充
実
に
つ
い
て、

5)そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
こと
に
つ
い
て、

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
き
そ
の
任
期
を
一
ヵ
年
と
し
、
補
欠
役
員
の
任
期

は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
会
長
一
名、
副
会
長
三
名
、
常
任
幹
事
若

干
名、
幹
事
若
干
名、
事
務
局
長
一
名、
監
査
二
名
で
、
会
長
・
副
会
長
・
監

査
は
総
会
で
選
出
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

常
任
幹
事
は、
単
位
父
母
と
先
生
の
会
幹
事
中
よ
り
P
一
、
T
一
と
し
、
本

会
業
務
の
執
行
に
あ
た
り
、
幹
事
は
本
会
業
務
を
審
議
し、
事
務
局
長
及
び
事
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三
代
石
川

正
男
”
四九年度

少
五
一
ノ

清
昭
和
四
八
・
一二

～
現

在
小
五
三

ノ

二
代
柴
田
政
雄
昭
和
三
・

心
三八・

小
四〇・

ぐ
四四・

少
四三・

五

ハ
四四・

五
五
代
中
村
正
男

五

五

滝
川
西
高
等
学
校
P
T
A
会
長

ク
四七・

五
七
代
大
草
一
二
三

昭
和
空
・
四

現
在

心
三三・
四

小
三七・
三

五 五

昭
和
二
・
六

"
五
二
年
度

六六代
下

幸
二

昭
和
二四・

四
小
二
・
三

二
代
宮
崎
定
由

小
三七・
三

ッ素:・元

111

三四

昭
和
二
・
四

第
九
編
教

初
代
樋
郡
英
雄

ハ
三二・
三

八四

四七・

五
代
吉
岡
重
信



三三
代
三代

樋
口

須
賀
忠
夫
(滝二

小)
ぐ
四
七

"
四
六

二
代
高
津
章
慈
(開
西
中)

昭
二
(滝二

小)
〃
四
五

昭
和
四
四

務
局
員
は
会
長
所
属
の
学
校
職
員
中
よ
り
会
長
が
委
嘱
し
、
そ
の
一名
は
会
計

業
務
を
担
当
、
監
事
は
単
位
父
母
と
先
生
の
会
の
監
査
か
ら
選
出
し
て
い
る
。

な
お、
本
会
会
則
の
主
旨
を
生
か
し
計
画
性
を
も
っ
て、
(1)高
校
部
会
を
設

置
(市
内
高校
の
生
活、
進
路、
研
修など)、

(
小
中
高
の
連
絡(生

活・
進
路
など)、

一五代
村
田

一四代
梅野

重
勝
(江
部乙
中)

正
男
(江
部
乙
中)

〃
四
八

3)そ
の
他
単
P
と
の
連
絡
(単P
研、
校
外指
導、
そ
の
他)
を
行
い、
ま
た
、
上

級
機
関
及
び
他
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し、
市
P
連
の
活
動
促
進、
教
育
振
興

に
寄
与
す
る
た
め、
(1)北

海
道
P
T
A
研
究
大
会、
全
空
知
P
T
A
研
究
協
議

会、
中
空
知P
T
A
研
究
会
を
通し、

道
・
全
空
P
連
と
の
交
流
を
深
め
研
修

す
る
。
(2)中
空
知
P
連
と
連
携
を
密
にし
、
教
養
の
向
上
・
児
童
生
徒
の
福
祉

増
進
を
は
か
る
。
33市
に
対
し
教
育
施
設
・
設
備
・
教
育
予
算
の
増
額
を
要
望

し
、
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
。

さ
ら
に、
各
単
P
間
の
親
睦
を
は
か
る
た
め、
(1)市

理
事
者
を
含
め、
総

会
・
教
育
懇
談
会
・
懇
親
会
を
も
ち、
市
P
連
の
理
解
を
深
め
親
睦
を
深
め

る
。
2)中
空
知
・
移
動
P
T
A
理
事
会
な
ど
を
業
務
と
し
、
そ
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。歴
代
連
合
会
長

初
代
大
橋
武
義
(滝一
小)

正
(滝
一
小)

二
代
中
川

潔
(滝
一
小)

四代
三
代

岡
部
不

詳
佐
野

一夫
(滝
一小)

五
代

六
代
中
村
正
直
(江
陵
中)

七
代
水
谷
五
一
(江
陵
中)

八
代
東
金
次郎
(滝
一小)

九
代
前
田
博
正
(江
陵
中)

一
代
岩

克
美
(
開
西
中)

心
四
三

"

昭
和二
二
～二
四
年
度

"
二
五
～
二
六
〃

ハ
二
七
～
二
八
〃11

小
三
二

ミ
二
九
～
三
一
シ

ハ
三
三

"
三
四
～
三
八
ク 11

組
織
と
し
て
は、
会
長
(PTA

会長)
副
会
長
(各小
中P
T
A
会長)

理
事
(各

小
中
学
校
教
頭)、

相
談
役
と
し
て
各
小
中
学
校
長
が
な
り
、
会
員
に
は
各
校
P

T
A
会
員
及
び
趣
旨
に
賛
同
す
る
一
般
市
民
・
団
体
が
あ
る
。

事
業
概
要
とし
て
は、
北
大
か
ら
医
学
講
師
を
招
き、
医
学
的
角
度
から
父

397

第
一
章
学
校
教
育

”
四
一
～
四
二
ク

"
三
九
～
四
〇
ク

一六代
坪
田

巧
(江
陵
中)

ノ
五
三
～
五
四
〃

の
五
一
～
五
二
〃

"
四
九～
五〇

♪ "1

六
代
近
藤
輝雄
(明
苑中)

一
代
高
平
克
己
(東
栄
小
中)

"1 11
年
度

※
昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
滝
川
工
業
高
校
以
外
の
高
校
が
加
入、
五
十
三
年
度
よ
り
滝
工

高
も
加
入、
市
内
小
・
中
・
高
全
校
加
入
の
連
合
会
と
な
る。

特
学
等
の
育
成
後
援
団
体

滝
川
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

知
恵
お
く
れ
の
児
童、
生
徒
に
特
殊
教
育

を
施
し
、
社
会
生
活
に
順
応
で
き
る
能
力
を
与
え
る
た
め、
父
兄
に
協
力
し
愛

情
あ
る
活
動
の
促
進
を
め
ざ
し、
昭
和
三
十
九
年
九
月
に
結
成、
同
四
十
六
年

に
江
部
乙
町
・
滝
川
市
合
併
に
伴
い、
江
部
乙
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
(会長

平
手
登)
を
合
わ
せ、
全
市
的
体
制
と
な
る
。

重
点
目
標と
し
て、
の
教
材
・
教
具
等
の
整
備・
充
実
を
援
助
す
る
。(1)各

種
の
職
場
見
学
を
実
施
し
、
適
応
性
の
発
見
に
努
め
る。
め
団
体
生
活
の
体

験
・学
習
を
促
進
す
る
。
(4)保
護
者
の
研
修
、
講
習
会
実
施
を
か
か
げ
、
結
成

当
時
一、
二
〇
〇
人
の
会
員
も
、
五
十
四
年
に
は二
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い

る
。
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編
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育

ことばの誕生会

兄
の
推
進
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
講
演

会
を
開
催
し
た
り、
各
種
職
場
見
学
を

行
い
児
童
・
生
徒の
適
応
性
の
発
見
に

努
め
た
り
、
海
水
浴
・
キ
ャ
ンプ
等
の

野
外
活
動
を
通
し
て、
団
体
生
活
を
体

験
さ
せ
た
り
、
活
動
の
一部
を
担
当
さ

せ
集
団
活
動
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

歴
代
会
長

昭
和
元・
九

初
代
東
金
次
郎

〃
至三・
五

昭
和
彦
・
六

二
代
高
島
晃
寛
現

昭
和
四
十
九
年
四
月
七
日
、
滝
川

会生瞬の何とこ回第

滝
川
地
区
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会

在

市
言
語
障
害
児
を
持
つ
親
の
会
を
結
成、
五
十
二
年
四
月
以
降、
滝
川
地
区
こ

と
ば
を
育
て
る
親
の
会
と
な
る
。

結
成
の
動
機
と
し
て
は、
昭
和
四
十
八
年
九
月
に、
全
道
言
語
障
害
児
を
持

つ
親
の
会
主
催
に
よ
る
「言
語
障
害
児
無
料
相
談
会
」
が
滝
川
市
で
行
わ
れ
該

当
児
が
二
三
名
発
見
さ
れ、
そ
の
親
た
ち
が
中心
と
な
っ
て
言
語
治
療
教
室
設

置
要
望
運
動
を
中
心
に
会
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
成
果
と
し
て、
昭
和
五
十
一
年
四
月、
小
学
生
対
象
の
言
語
治
療
教
室

が
開
設
さ
れ、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
六
日
に
は
幼
児
用
教
室
が、
そ
れ
ぞ
れ
開

設
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

言
語
障
害
児
を
持
つ
親
た
ち
が、
互
い
に
励
ま
し
協
力
し
合
っ
て、
子
供
の

幸
せ
を
目
的
と
し
、
結
成
し
た
当
時
は
会
員
二
〇
名
で
あ
った
親
の
会
も
、
昭

和
五
十
四
年
度
に
は、
正
会
員
五
〇
名、
賛
助
会
員
六
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
と
し
て
の
子
供
た
ち
の
保
護
と
言
語
治
療
教
育
に
対
す
る
協
力
と
援

助、
M)会
員
相
互
の
研
修、
ゆ
子
供
の
福
祉
に
対
し
て、
地
域
の
人
の々
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
の
運
動
を
行
い、
年
間
の
主
な
行
事
と
し
て
は、
こ
と
ば

の
誕
生
(修了)

を
祝
う
会
(六
月)
、
親
子
遠
足
(九月)、

親
子
も
ち
つ
き
大

会
(十二
月)、

母
親
学
習
会
(年三
回)、

広
報
活
動
(年
五
回発
行)
、
全
道
大

会
へ
の
参
加
(隔年)

を
実
施
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
状
で
は
治
療
を
要
す
る

幼
児
が三
〇
名
近
く
お
り
、
今
後
さ
ら
に
ふ
え
つ
つあ
る
中
で、
幼
児
教
室
の

担
当
者
が
欠
員
の
ま
ま
で
あ
り
、
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

歴
代
会
長

初
代
岸
本

少
五四・

四在

子
ど
も
会
育
成
連
絡
会
<
昭
五
五・
二・
二
北
海
道
新
聞
よ
り>

江
部
乙
小
学
校
区
と
東
栄
小
学
校
区
に
は、
既
に
「江
部
乙
青
少
年
育
成

会
」
(二
二
子
ど
も
会)、

「東
滝
川
子
供
を
守
る
会
」
(八
子ど
も
会)
が
あ
る

が、
子
供
の
世
界
か
ら
断
絶
を
無く
そ
う
と
市
教
委
の
音
頭
で
、
第
三
小
学
校

の父
母
に
よ
り
「
滝
川
市
南
地
区
子
供
会
育
成
連
絡
会
」
を
結
成
し
た
。

子
供
会
の
活
動
を
盛
ん
にし
、
異
な
る
学
年
の
子
供
の
交
流
を
広
め、
リ
ー

ダ
ー
格
の
子
供
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
で、
市
教
委
で
は
こ
れ
を
全
市
的

に
広
め
た
い
と
し
て
い
る
。

昔
は、
異
な
る
学
年
の
子
が
一
緒
に
な
っ
て
遊
び
、
ガ
キ
大
将
も
い
た
。
そ

う
し
た
集
団
生
活
の
中
で
我
慢
す
る
こ
と、
約
束
を
守
る
こ
と
、
弱
い
子
を
守

る
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
。
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二
代
居
林
幹
生
昭
和
三・

小
五四・

三

三
代
長
谷
治 治 忍
昭
和
究
・
四

少
吾
・
三

現



現
在、
市
内
に
は
主
に
町
内
会
ご
と
に
約
百
の子
ど
も
会
が
あ
る
が、
こ
れ

ら
の子
供
が
自
発
的
に計
画
し
実
行
す
る
よう
、
父
母
が
バ
ック
ア
ップ
し
、

小
学
校
区
毎
に
父
母
の
連
絡
会
を
つく
ろ
う
と
す
る
も
の
で、
市
教
委
で
は、

さ
ら
に
第
一
小、
第
二
小
、
東
小
、
西
小
の
校
区
にも
父
母
の
連
絡
会
を
つく

り
、
子
供
会
活
動
を
盛
り
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

奨
学
資
金
制
度

一
江
部
乙
町
奨
学
資
金
制
度
本
町
民
の
子
弟
に
し
て、
向
学
心
に
燃
え、

そ
の
能
力
が
充
分
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

る
学
生
又
は
生
徒
に
対
し
奨
学
資
金
を
貸
与
し
、
修
学
を
奨
励
す
る
目
的
を
も

っ
て江
部
乙
町
奨
学
資
金
条
例
を
設
定、
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

し
た
。
奨
学
生
の
条
件、
()大
学
院、
大
学
及
び
高
校
等
に
在
学、
又
は
進
学
を
希

望
す
る
者、
(
学
資
に
乏
し
い
も
の、
(33)身

体
健
康、
学
業
優
良、
性
行
善
良

で
あ
る
者
。

奨
学
資
金

基
金
の
積
立
て

(1)奨
励
資
金
寄
付
金
の
全
額、
2
貸
付
金
償
還
金
の
二

分
の
一
の
金
額、
3
基
金
か
ら
生
ず
る
収
益
金
。

運
営
委
員
会
の
構
成
(1)議

会
(議長
、
副
議
長、
文
教委
員
長)、

(
民
生
委

員
会
(
委
員
長、
副
委
員
長)、

3
教
育
委
員
会
(委
員長、

副
委
員
長)
(44)学
識
経
験

者
(
教
育
長、
北
辰
中
学
校
長、
東
陽
中
学
校
長)

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
、
条
例
一
部
改
正
に
よ
り
、
奨
学
資
金
に
関
す
る

事
務
を
教
育
委
員
会
に
移
管
す
る
こ
と
と
な
り、
奨
学
資
金
運
営
委
員
は、
三

申 込 者 数 貸 付 者 数

年
度

大 学学 高 校 大 学 高 校

37 1 3 0 1

32 0 0 0 0

33 3 2 2 1

34 2 7 1 10

35
5 5 1 4

36 1 2

37 15 3

38 0
0

3
0

0

39 5 6 2 5
540 10 8
0

2

備

昭和31年度 高校月 700円
// 33 高校月 1,000円 大学月2,000円

考 / 36 高校月 1,500円 大学月 3,000円

※
昭
和
三
一年
か
ら
滝
川
市
合
併
ま
で
に
人
に
貸
付
し
た
。

金
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
市
から
学
資
の
貸
付
を
受
け
る
者
を
「
奨
学
生
」
と
い
い、
貸
付
す
る
学

資
を
「
奨
学
金」
と
い
う
。

奨
学
生
の
資
格
奨
学
生
は
本
市
市
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に
該
当

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1)大
学
又
は
高
等
学
校
に
在
学
す
る
者、
2
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
身
心
共
に
健
全
で
あ
る
こ
と、
(4)学
業
成
績
優
秀
で
あ
り
、
か
つ
、
品

行
方
正
で
あ
る
こ
と
。

奨
学
生
の
選
定
奨
学
生
は、
そ
の
在
学
す
る
学
校
又
は
在
学
し
た
学
校
長

第
一
章
学
校
教
育

貸
付
の
状
況

2
7

1
5
4

十
九
年三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
発
展
的
に
解

消
さ
れ、
三十
九
年
度

以
降
は
教
育
委
員
会
で

選
考、
町
長
と
協
議
の

上
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

二
滝
川
市
奨
学
金
貸

付
条
例
(昭
和
四
六
年
四

月
一
日
条
例
第
一〇
九
号
)

能
力
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理

由
に
よ
り、
修
学
困
難

な
者
に
対
す
る
奨
学
資

(2)高
等
学
校
の
生
徒

(1)大
学
院
の
学
生
及
び
大
学
生
月
額
五、
〇
〇
〇
円
以
内

月
額
一
、
五
〇
〇
円
以
内
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滝川市奨学金貸付状況

区分 高

校 大

学

年度 貸付者数(( )女子)内 数 月貸与額 短 大 (( )女子)貸付者数(内数
大 学 (( )女子)貸付者数(内数 月貸与額

41年度 6(1) 1,500
42 " 8(7) 1,500
43 // 8(3) 1,500

1
80 4,000

45/ 12(5) 2,000 1(1) 8(1) 4,000
46" 11(2) 2,000 2(2) 7 4,000
47〃 4(1) 2,000 3(3) 9 4,000
48 " 3 2,000 9(2) 5,00049 3(1) 2,000 2(2) 8(1) 5,000
50 〃 2 3,000 3(3) 7 7,000
51 // 3(1) 4,000 1(1) 9 9,000
52 // 1 4,000 3(2) 5 9,000
53 " 5(1) 4,000 3(3) 5 9,000
54 "/ 1(1) 4,000 5(2) 6(1) 9,000

※短大・大学とも同額

て、
次
の
区
分
に
よ
り
市
長
が
決
定
す
る
。

(1)高
等
学
校
の
奨
学
生
に
対
し
て
は、
月
額
四、
〇
〇
〇
円
以
内、

2
大
学
の
奨
学
生
に
対
し
て
は
月
額
九、
〇
〇
〇
円
以
内
、

学
術
研
究
に
適
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者、
ま
た
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は、
前
項
の
金
額
を
こ
え
て
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
(あ
と
省
略)。

江
部
乙
町
教
育
推
進
協
議
会

従
来、
本
町
学
校
教
育
推
進
に
は、
町
理
事

者、
議
会
を
はじ
め、
そ
の
他
各
種
関
係
機
関、
団
体
及
び
父
兄
の
理
解・
協

力
の
も
と
に
種
な々
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
き
て
は
い
た
が、
教
育
の
内
容
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
の
正
し
い
教
育
理
念
の
把
握
と
そ
の
具
現
に
つ
い
て
の
理
解・

協
力
・
実
効
を
挙
げ
る
た
め
推
進
母
体
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
空

知
教
育
推
進
計
画
の
発
表
が
あ
っ
た
の
を
機
会
と
し
て、
教
育
推
進
協
議
会
の

必
要
を
認
め、
昭
和三
十
二
年
四
月
十
六
日
そ
の
発
足
を
み
た
の
で
あ
る
。

委
員
と
し、
昭
和三
十三
年
七
月、
教
育
推
進
協
議
会
の
名
称
を、
江
部乙
町

協
議
会
の
委
員
構
成
と
し
て
は、
教
育
委
員
全
員、
町
長、
議
会
議
長、
文

教
委
員
長、
連
P
会
長、
各
単P
会
長、
各
学
校
長、
北
教
組
支
部
長、
副
支

部
長、
文
教
部
長、
書
記
長、
書
記
次
長
、
各
学
校
班
長、
各
学
校
教
研
推
進

・

教
育
振
興
会
と
改
め、
組
織、
機
構、
そ
の
他
に
つ
い
て
主
な
も
の
は
会
則
の

示
す
と
お
り
で
あ
る
(一
部
抜
す
い)。

第
二
条
本
会
は
江
部
乙
町
の
実
情
に
即
し
て
教
育
の
振
興
を
図
る
こと
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
左
に
掲
げ
る
者
で
組
織
す
る
。

一、
江
部
乙
町
内
公
立
学
校
教
育
職
員、

二
、
町
長、
教
育
委
員、
議
会
文
教
委
員、
連
P
会
長
、
各
単
P
会
長

第
四
条
本
会
は、
目
的
達
成
の
た
め
左
の
事
業
を
行
な
う
。
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第
九
編
教

育

の
推
せ
ん
に
よ
り
市
長
が
決
定
す
る
。

奨
学
金
の
額
奨
学
金
の
額
は、
本
人
の
希
望
及
び
家
庭
の
事
情
を
考
慮
し

4,000
44 " 11(4) 1,500



一、
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
二、
教
職
員
の
教
養
に
関
す
る
研
究
懇
談
三、

児
童
、
生
徒
の
指
導
に
関
す
る
事
項
四、
会
員
相
互
の
連
携
五
、
そ
の
他
町
内

の
教育
振興
に
必
要
な
事
項

第
六
条
本
会
に
運
営
委
員
会
及
び
推
進
委
員
会
を
お
く
。

第
七
条
一、
会
長
、
副
会
長
は
推
進
委
員
会
に
お
いて
選
出
す
る
。
二、
運
営
委
員、
推

進
委
員、
書
記
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

推
進
委
員
会
の
委
員
は、
町
長
、
文
教
委
員
、
連
P
単
P
会
長、
教
育
長、

教
育
委
員、
学
校
長、
支
部
長、
副
支
部
長
、
書
記
長、
書
記
次
長、
文
教
部

長
(前文
教
部
長)、

学
校
班
推
進
委
員
。

運
営
委
員
会
の
委
員
は、
教
育
長
、
教
委
主
事、
連
P
正
副
会
長、
校
長
会

代
表、
支
部
長、
書
記
長
、
文
教
部
長
。

し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
社
会
的
状
勢
に
伴
い、
従
来
の
教
育
振
興
会
を
改

組
す
る
必
要
に
迫
ら
れ、
こ
れ
を
発
展
的
に
解
消
し、
昭
和三
十
九
年
五
月
一

・

日
、
教
育
委
員
会
内
規
を
も
っ
て江
部
乙
町
教
育
推
進
委
員
会
を
組
織、
教
育

委
員
の
主
体
性
を
確
立、
本
町
教
育
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た。

江
部
乙
町
教
育
推
進
委
員
会
規
則
(第
六
条
以
下
は
省
略)

第
一
条
こ
の
会
は
江
部乙
町
教
育
推
進
委
員
会
と
称
し、
町
立
学
校
教
職
員
をも
っ
て
組

織
し
本
町
の
実
情
に
即
し
て
教
育
の
振
興
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
こ
の
会
の
目
的
を
と
げ
る
た
め
次
の
事
業
を
行
な
う
。

1
教
育
に
関す
る
調
査
および

研
究に
関す
る
事
項

2
教
職
員
の
教
養
の
向
上
に
関
す
る
事
項

会
員
並
び
に
教
育
関
係
機
関
相
互
の
連
絡
強
調
に
関
す
る
事
項、

4
児
童、
生
徒
の
学
習
、
体
育
の
向
上
並び
に
生
活
指
導
に
関
す
る
事
項

00

そ
の
他町
の
教
育
振興
に
必
要と
認
めら
れ
る
事
項

5第三
条
こ
の
会
の
事
業
遂
行
の
た
め
運
営
委
員
会
を
置
く
。

第
四
条
運
営
委
員
は
毎
年
四
月
教
育
委
員
会
が
次
の
区
分
に
従
い
委
嘱
す
る

1
学
校
長
四
名
2
各
学
校
よ
り
推
せ
ん
さ
れ
た
教
職
員
九
名

但
し
各
学
校
の
推
せ
ん人
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

北
辰
小
学
校三
名、
北
辰
中
学
校三
名、
東
陽
小
学
校
一
名、
東
陽
中
学
校
一
名、
へ

き
地
校
(旭
沢
小、
北
辰
両
分
校)

一名
第
五
条
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
委
員
会
を
構
成
し
、
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に、
こ
の

会
の
事
業
推
進
母
体
と
な
り
効
果
的
運
営
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

滝
川
市
教
育
振
興
会

当
振
興
会
の
合
併
以
前
の
経
緯
は、
江
部
乙
町
教

育
推
進
協
議
会
の
動
向
と
ほ
ぼ
同
様
な
の
で、
昭
和
四
十
六
年
以
降
を
主
体
に

最
近
の
活
動
概
況
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

滝
川
市
の
教
育
振
興
の
た
め
に、
長
年
に
わ
た
っ
て
営
と々
努
力
を
積
み
重

ね
て
き
た
の
が
滝
川
市
教
育
振
興
会
で、
こ
の
会
は
滝
川
市
小、
中
学
校
職
員

及
び
市
教
委
職
員
に
よ
る
滝
川
市
に
お
け
る
義
務
教
育
の
振
興
と
教
職
員
の
研

究
を
深
め
る
目
的
の
も
と
、
活
動
目
標
達
成
の
た
め
の
研
究
・
実
践
を
推
進
す

る
。

活
動
目
標

1
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上
を
は
か
る
。

(1)教
育
課
程
の
充
実
及
び
弾
力
性
に
と
む
教
育
計
画
の
作
成
に
つ
と
め
る
。

2)教
科
指
導
法
の
向
上
の
た
め
研
究
を
す
す
め
る。

(3)特
色
あ
る
学
校
経
営
・
研
究
に
対
し
助
成
を
し、
そ
の
成
果
の
交
流
に
つ
と
め
る
。

2
児
童生
徒
の
生
活・
文
化・
体育
の
振
興
を
は
かる。

(1)文
化
の
振
興
と
情
操
を
高
め
る
た
め、
音
楽
会、
展
覧
会、
展
示
会
等
の
行
事
を
開
催

す
る
。

2)体
育
の
振
興
と
体
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め、
球
技
・
競
技
の
交
流
を
は
か
る。

3
教
職
員
の
研
修を
す
す
める
。

(1)部
会
研
究
を
充
実
し、
よ
り
豊
か
な
教
育
活
動
の
実
践
研
究
を
す
す
め、
他
校
と
の
交

流
を
は
か
る
。

()各
学
校
の
課
題
解
決
の
た
め
の
研
修
を
す
す
め
る
。

(3)教
育
事
情
の
視
察
・
調
査
の
た
め
道
内
外
に
教
職
員
を
派
遣
す
る
。

()教
育
講
演
会
を
開
催し
、
視
野
の
拡
大
と
研
修
を
深
め
る。

第
一
章
学
校
教
育
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育
第
九
編
教

研
究
部
と
行
事
部
の二
部
門
が
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
推
進
計
画
を
立
て、
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
部
の
事
業
計
画
は、
⑦、
各
学
校
の
研
究
・
実
践
を
交
流
し、
各
教
科

各
部
門
の
研
究
推
進
の
た
め
部
会
を
構
成
し、
全
教
職
員
は
い
ず
れ
か
の
部
会

に
加
入
す
る
。
1)、
部
会
は、
教
科
部
会
(国
・
社・
数
・
理
・
音
・
美
・
保
体
・
技

家
・
英)、

専
門
部
会
(事
務
・
特
殊
教育
・
養
護・
学
校
経
営)
※
上
記
い
ず
れ
か
に
加
入

す
る
。
特
別
部
会
(進
路・
評
価)
※
各
校
代
表
一
名
で
構
成

ま
た
こ
の
ほ
か、
教
育
課
程
研
究
委
員
会
を
設
置
し
滝
川
市
小
中
学
校
教
育

課
程
の
基
底
を
作
成、
研
究
依
頼
校
の
設
置、
教
育
講
演
会
の
開
催、
会
員
の

研
修
な
ど
を
推
進
・
実
践
し
て
い
る
。

行
事
部
で
は、
市
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
学
習
活
動、
体
位
向
上
、
文
化

活
動
の
向
上
と
交
流
を
は
か
る
た
め
、
作
品
展
、
音
楽
発
表
会、
英
語
コ
ン
テ

ス
ト
及
び
陸
上
競
技
大
会
の
運
営
委
員
を
組
織、
各
校
関
係
職
員
協
力
の
も
と

に
そ
の
成
果
を
高
め、
研
究
部
と
連
携
し
行
事
を
推
進
し
て
い
る
。

滝
川
市
教
育
振
興
会
則々
(一
部
抜
す
い)

第
二
条
こ
の
会
は、
滝
川
市
に
お
け
る
義
務
教
育
の
振
興、
並
び
に
教
職
員
の
研
修
を
深

め、
資
質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
この
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め、
次
の
事
業
を
行
な
う
。

(1)教
職
員
の
研
修
に関
す
る
こ
と
、
(2)
児
童
生
徒
の
文
化
・体
育
・
生
活
指
導
等
の

行
事
に
関
す
る
こ
と
、
(3)義

務
教
育
振
興
の
た
め
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
、
(4)

そ
の
他
義
務
教
育
振
興
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

第
四
条

この
会
は、
次
に
掲
げ
る
者
を
以
て
構
成
す
る
。
(1)
滝
川
市
内
小
中
学
校
教
職

員
、
2)
滝
川
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
(以
下
省
略)

附
則

1
こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
四
年
五
月
八
日
よ
り
施
行
す
る
。
2
昭
和
四
十
五
年
度
ま
で

の
滝
川
市
教
育
振
興
会
会
則
な
ら
び
に
江
部乙
町
教
育
推
進
委
員
会
規
則
に
つ
い
て
は
昭
和

四
十
六
年
三
月三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

空
知
の
教
育

空
知
は
北
海
道
の
中
央
部
に
位
置
し
、
広
さ
は
島
根
県
と

ほ
ぼ
同
じ
で
人
口
五
一
万
、
一〇
市
一
六
町
一
村
は
南
北
に
細
長
く
温
暖
な
地

方
で
あ
る
が、
特
に
冬
季
の
幌
加
内
町
母
子
里
で
は
氷
点
下
四二
・
一度
の
記

録
が
あ
り、
気
温
差
は
大
き
く、
岩
見
沢
周
辺
は
多
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
。

管
内
の
公
立
小
中
学
校
二
六
六
校
(小
一
七六
校、
中
九〇
校)、

道
立
高
校
三

六
校、
道
立
養
護
学
校
一
校、
市
町
村
立
高
校
五
校
で
全
道
の
一〇
パ
ー
セン

ト
を
占
め
て
い
る
。

産
業
基
盤
は、
農
村
地
帯
と
炭
鉱
地
帯
に二
分
さ
れ
て
お
り
、
水
田
の
減
反

や
炭
鉱
閉
山
な
ど
で、
児
童
・
生
徒
の
数
は
激
減、
統
廃
合
と
も
から
ん
で
学

校
数
も
減
少、
現
在
よ
う
や
く
小
康
を
保
っ
て
い
る
。

い
ま、
空
知の
教
育
関
係
者
は、
こ
ぞ
っ
て
施
設、
設
備
の
充
実
に
努
め
、

教
育
課
題
の
把
握と
解
明
に
意
を
注
ぎ
、
か
つ
て
の
「教
育
王
国」
の
再
現
を

め
ざ
し
、
研
究
と
実
践
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
国
と
は
い
さ
さ

か
時
代
が
か
る
が、
そ
の
中
に
先
人
の
教
育
実
践
に
か
け
た
自
負
と
情
熱
の
横

溢
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「学
校
を
興
し
教
育
を
盛
ん
に
し
児
童
を
就
学
せ
し
む
る
こ
と
を
怠
ら
ざ
る

べし
」
と
は、
新
十
津
川
入
植
者
の
移
住
誓
約
書
に
見
ら
れ
る
一
条
で
あ
る
。

空
知
開
拓
は、
明
治
二
十
年
前
後、
同
郷
人
、
開
拓
団
体、
屯
田
兵
な
ど
の

管
内
各
地
へ
の入
植
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が、
同
時
に
空
知
に
お
け
る
教
育
の

営
み
が
始
動
し、
広
大
な
原
始
林
と
酷
薄
な
自
然
に
挑
む、
開
拓
の
先
人
は、

生
活
の
辛
苦
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も
、
子
弟
の
教
育
を
第
一
義
の
も
の
と
考
え
て
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い
た
の
で
あ
る
。

開
拓
の
初
期
は、
拝
み
小
屋
、
個
人
住
宅
を
教
場
と
し
、
寺
子
屋
私
塾
方
式

で
、
僧
侶、
神
官、
士
族、
看
守
な
ど
を
師
と
し
て
教
育
が
進
め
ら
れ、
や
が

て、
私
設
簡
易
教
育
所、
教
育
所
が
開
設
さ
れ
た
が、
そ
の
新
築
・
維
持
・
管

理
・
教
員
さ
が
し
ま
で、
開
拓
民
共
同
の
力
に
よ
っ
た
。

ま
た、
三
笠
・
夕
張
の
炭
鉱
開
発
地
区
で
は、
鉱
業
所
の
福
祉の
一
環
と
し

て
開
設
さ
れ
た
教
育
所
・
学
校
が
鉱
員
子
弟
を
受
け
持
った
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
前
後、
こ
う
し
た
開
拓
農
村
学
校
・
炭
山
学
校
は
公
立
に
移
管

さ
れ
て
い
く
が
、
空
知
支
庁
学
事
主
任
高
井
幸
次
郎
に
よ
り
空
知
教
育
王
国
が

提
唱
さ
れ
た。
そ
れ
は、
先
年
に
発
足
し
た
空
知
教
育
会
が、
管
内
的
組
織
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
し
始
め
た
の
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

空
知
教
育
が
全
道
に
最
も
そ
の
名
を
馳
せ
た
の
は、
大
正
中
期
から
昭
和
初

期
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
空
知
全
域
で
教
師
ひ
と
り
ひ
と
り
の
研
究
や、
学
校

ご
と
の
実
践
が
積
極
化
し
、
管
内
四
方
面
別
の
研
究
会、
空
知
連
合
研
究
会
等

で
、
研
究
発
表
と
交
流
が
活
発
化
し
た
の
は
こ
の
期
で
あ
っ
た
。

空
知
を
教
育
王
国
た
ら
し
め
た
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
経
済
基
盤
の
安
定
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
好
不
況
に
よ
る
経
営
の
変
動
に
も
め
げ
ず、
炭
山
学

校
あ
る
い
は
開
拓
農
村
学
校
に
対
す
る
鉱
業
所
や
地
域
農
民
の
経
済
的
援
助
は

多
大
で
あ
っ
た
。

次
に、
す
ぐ
れ
た
指
導
者
の
も
と
に
地
に
つ
い
た
研
究
が
展
開
さ
れ
た
こ

と、
全
道
か
ら
卓
抜
し
た
指
導
力
を
も
っ
た
校
長
が
招
か
れ
有
能
な
後
継
者
を

育
成
し、
徹
底
し
た
教
科
研
究
と
、
実
践
上
の
鍛
え
合
い
が
教
師
の
意
欲
を
高

め
自
信
と
誇
り
を
生
み、
校
内
に
信
頼
関
係
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た、
研

第
一
章
学
校
教
育

究
体
制
が
整
い、
その
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
いた
こ
と。
さ
ら
に、
地
域
住
民

の
学
校
に
寄
せ
る
関
心
が
大
で、
学
校
・
教
師
を
支
援
信
頼
し
て
い
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

空
知
の
戦
後
教
育
は、
戦
前
教
育
の
反
省
か
ら
始
ま
り、
新
教
育
へ
の
飛
躍

と
な
る
が
、
教
育
実
践
に
注
ぐ
情
熱
と
意
欲
は
継
承
さ
れ
た
。
い
わゆ
る
組
合

教
研
は、
個
人
研
究
か
ら
学
校
ぐ
る
み
、
市
町
村
ぐ
る
み
の
研
究
活
動
の
必
要

性
を
唱
え、
民
間
教
育
研
究
団
体
の
研
究
は、
勤
務
時
間
を
超
え
て
教
師
の
主

体
性
と
研
究
の
自
由
を
訴
え
た
。

各
市
町
村
の
教
育
振
興
会
は、
地
域
に
立
脚
し
た
活
動
を
展
開
し
、
各
教
育

研
究
所
は
教
育
理
論
の
地
域
的
解
明
に
努
め、
貴
重
な
研
究
調
査
資
料
を
発
刊

し
て
、
研
究
水
準
の
維
持
発
展
の
役
割
を
果
た
し
た
。

広
範
な
水
田
と
炭
田
を
基
盤
と
し
た
管
内
二
七
市
町
の
各
学
校
(昭
和三
十三

年
度
小
学
校
二
六
九
校、
中
学
校
一
四〇
校、
高
校
四
四
校)
の
研
究
も
活
発
化
し
、
多

数
の
実
践
者
を
生
み
出
し
、
戦
後
の
教
育
思
潮
の
変
遷
に
敏
感
に
反
応
し
な
が

ら
理
論
研
究
に
打
ち
込
み、
全
道
的
に
声
価
を
高
め
た
業
績
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

急
激
な
社
会
の
進
展
は、
空
知
の
学
校
教
育
の
現
状
に
多
く
の
課
題
を
提示

し
て
い
る
。

石
炭
産
業
の
衰
退
は、
空
知
に
炭
鉱
閉
山
を
続
出
さ
せ、
農
村
に
は
農
業
経

営
の
変
化
が
みら
れ、
人
口
流
出
に
よ
る
過
疎
化、
農
村
の
都
市
化
の
進
行
は

地
域
社
会
の
様
相
を
変
え
た
。

小
中
学
校
に
あ
っ
て
は
統
廃
合
に
よ
る
学
校
の
激
減
(昭
和
五
十三
年
度
学
校

数
、
小
学
校
一
七
六
校、
中
学
校
九〇
校、
高
校
四
一
校)、

高
等
学
校
で
は
適
正
配
置

403



第
九
編
教

育

昭和30～36年旧滝川保健所
あとの教育研究所

な
ど
の
問
題
は
あ
る
が、
空
知
の
各
学
校
は、
現
在、
こ
う
し
た
地
域
の
変
化

に
即
し
、
適
切
な
実
践
課
題
を
掲
げ、
そ
の
解
明
に
着
実
な
努
力
を
続
け
て
い

る
。教
育
研
究
実
践
を
共
通
の
土
俵
で、
自
由
に
交
流
し
合
う
条
件づ
く
り
や、

基
盤
と
し
て
の
組
織
体
制
の
確
立
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
す
る
向
き

も
あ
る
が、
「
み
ん
な
で
創
る
空
知
教
育
」
を
目
指
し、
創
意
あ
る
実
績
の
展

開
に
よ
っ
て、
空
知
教
育
の
土
壌
が
ま
す
ま
す
豊
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

<
空
知
教
育
資
料
>

空
知
教
育
研
究
所

設
立
ま
で
の
経
過

昭
和
二
十
四
年
現
場
教
職
員
の
要
望
に
こ
た
え
て、

空
知
教
育
振
興
会
が
発
足
し、
空
知
管
内
を
一
本
と
し
て
諸
種
の
研
究
及
び
事

業
を
行
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
教
育
研
究
所
設
立
の
気
運
が
盛
り
上
り、
昭
和

二
十
六
年
九
月
芦
別
町
に
お
い
て
行
わ
れ
た
空
知
支
庁
管
内
町
村
会
総
会
に、

空
知
教
育
振
興
会
長
宮
田
秀
男
よ
り
、
空
知
教
育
研
究
所
の
共
同
設
立
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
、
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
採
択
審
議
し、
具
体
案
を
理
事
会
に
お

いて
検
討
、
さ
ら
に
総
会
の
議
を
経
て
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
一
日
空
知

教
育
研
究
所
の
発
足
を
み
た
の
で
あ
る
。

昭
和二
十
七
年
四
月、
滝
川
町
立
江
陵
中
学
校
長
高
橋
均
が
研
究
所
長
を
兼

任
し
専
任
所
員
四
名、
事
務
員
一
名
と
と
も
に、
江
陵
中
学
校
の
一室

(五
坪)

に
お
い
て
研
究
業
務
を
開
始
し、
ま
た
一
方
、
空
知
教
育
研
究
維
持
委
員
会
を

結
成
し
、
滝
川
町
長
神
部
俊
郎
が
初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
。

沿
革
の
概
要

昭
和三
十
年
五
月
二
十
五
日、
も
と
滝
川
保
健
所
の
建
物
(一一二・

九五坪)

を
滝
川
町
か
ら
借
り
受
け
独
立
庁
舎
と
し
、
こ
こ
に
研
究
事
務
室、
図
書
資
料

室、
教
育
相
談
室、
研
究
会
議
室、
小
学
校
教
科
書
研
究
室、
中
学
高
校
教
科

書
室、
所
長
室
を
設
け、
研
究
が
続
け
ら
れ、
教
育
講
演
会
な
ど
全
管
内
の
推

進
力
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
よ
り、
滝
川
市
役
所
新
庁
舎
内三
階
に
移
転、
昭
和

四
十
三
年
十
月
九
日
空
知
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
移
転
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

歴
代
所
長

初
代
高
橋

三
代
関
原
新

1111

ぐ
三七・

四〇・
四三・

(
1
)

へ
)
六
代
佐
藤
房
夫

六
・六

四
・三

四

11

" ク
三七・
(兼
任)

〃
√

昭
和
三
・
五(
専
任
)

ク
三
・
八

小
三
・

四
代
原
鉄
五
郎

少
四〇・

四

四 八六 四

脅

(兼
任)

二
代
真
田
幸
家

少
三〇・

五
昭
和
二七・

四
均

五
代
小
野
武
男
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七
代
東
出
芳
夫
昭
和
�
・
(
兼
任)

八
代
坂
下

一也
ク
五〇・
八

昭
和
究
・
四(兼
任)

九
代
山
本
定
雄

歴
代
維
持
委
員
会
長昭
和
二七・

四(滝
川)

小
三〇・七

町
長)
崎

二
代
阪
本

..

四
代
吉
岡
清
栄

"111四

現六在
市

長川

空
知
教
育
の
実
態
に
対
す
る
科
学
的
調
査
に
基
づ
い
て

教
育
の
理
論
と
実
際
に
関
す
る
研
究
を
行
い、
管
内
各
学
校
と
密
接
な
連
け

い
の
上
、
地
域
性
豊
か
な
教
育
の
建
設
を
図
る
た
め
次
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

1
空
知
管
内
教
育
の
実
態
調
査
及
び
資
料
の
収
集、
2、
教
育
の
理
論
と
実
際
に
関
す
る

研
究。
3、
教
育
現
場
に
必
要
な
資
料
の
提
供。

4
、
教
育
相
談
・
研
修
・
出
版
及
び
連
絡の
事
業
。

5
、
そ
の
他
管
内
の
教
育
振
興
に
必
要
な
事
業。

組
織
と
し
て
は、
研
究
所
を
維
持
運
営
す
る
維
持
委
員
会
と
連
絡
協
議
会
が

置
か
れ、
研
究
所
に
は、
各
種
会
議、
庁
舎
の
管
理
及
び
庶
務
全
般、
予
算
決

算
及
び
出
納
の
業
務、
備
品
の
整
理
保
管
に
関
す
る
業
務
を
行
う
庶
務
経
理

部
、
実
態
調
査
及
び
教
育
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
業
務、
教
育
図
書
及
び
資

料
の
収
集、
閲
覧
紹
介
と
整
理、
研
究
紀
要
の
発
刊
を
行
う
研
究
調
査
部、
研

究
調
査
成
果
の
普
及
に
関
す
る
業
務、
現
場
訪
問
研
究
発
表
会
及
び
所
報
に
関

す
る
業
務、連

絡
協
議
会
に
関
す
る
業
務
を
行
う
普
及
事
業
部
の三
部が
あ
り、

所
長
、
所
員
、
事
務
員
を
置
き
、
必
要
に
応
じ
て、
研
究
所
の
業
務
に
協
力
す

る
研
究
員
、
研
究
協
力
員
、
調
査
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
維
持
運
営
に
要
す
る
経
費
は
空
知
管
内
市
町
村
の
拠
出
金
及
び
そ
の

他
の
収
入
に
よ
っ
て
い
る
。

な
お、
維
持
委
員
会
で
は、
研
究
所
の
維
持
運
営
を
図
り
次
の
事
項
を
審
議

決
定
す
る
。

13
研
究
所
規
則
及
び
委
員
会
規
則
の
改
廃、
2
収
支
予
算
及
び
決
算
、

年
度
事
業
の
計
画
、
4
研
究
所
長
の
選
出
、

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業、

委
員
会
は、
空
知
支
庁
管
内
の
町
村
長
九
名、
町
村
議
長
三
名、
連
合
P
T

5

A
会
長
三
名、
市
町
村
教
育
委
員
長
六
名、
市
町
村
教
育
長
六
名、
学
校
長
八

名
、
赤
平
・
芦
別
・
滝
川
・
砂
川
・
歌
志
内
・
深
川
市
よ
り
市
長、
議
長
の
う

ち
い
ず
れ
か
一
名
で
構
成、
会
長
一
名、
副
会
長
二
名、
常
任
委
員
若
干
名、

監
査
委
員二
名
が
置
か
れ
て
い
る
。

昭
和二
十
七
年
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
研
究、
調
査、
課
題
解
決
の
成
果
は
毎

年
発
刊
さ
れ、
教
育
現
場、
教
育
振
興
に
大
き
な
原
動
力
と
な
り、
五
十
四
年

ま
で
に
一
〇
二
号
の
研
究
紀
要
を
み
る
に
至
っ
た
。

ま
た、
空
知
教
育
研
究
所
の
所
報
と
し
て
月
刊
さ
れ
た
「
空
研
」
第
一
号
は

昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
三
日
に
創
刊
さ
れ、
そ
の
後
「
教
育
空
知」
と
改
名

三
十
二
年
五
月
号
(五
七号)

か
ら
「運
動
会
の
運
営
」
「学
習
・
行
動
の
評

価
」
…
…
…
等
と
特
集
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
一年
四
月
一
日、

「教
育
空

知
」
新
構
想
の
も
と
、
「教
育
を
考
え
る
会
」
の
意
見
交
流
誌
と
し
て
発
行
、

昭
和
五
十
五
年
四
月
号
で
三
四
一
号
と
な
り、
毎
月
二
、
五
〇
〇
部
が、
空
知

管
内
は
も
と
よ
り
全
道
的
に
読
ま
れ
て
い
る
。

空
知
教
育
会
滝
川
支
部

明
治三
十
一
年、
空
知
支
庁
で
は
教育
行
政
の

便
宜
上
から、

管
内
を
五
分
し
て
「教育

組
合
会
」
を
公
設
し、
会
長
・
副
会

第
一
章
学
校
教
育

・〇
五

11ハ
五三・

四 八
"
√10代

森谷
英
夫

11

の
現
在
(
〃
)

茂
昭
和
三
・
七(滝
川
町

小
元
・
六
議
長

ミ
・
六(滝
川
)

少
買六・
四
市
長

業
務
等
の
概
要

三
代
佐
久
間
貞
江

初
代
神
部
俊
郎
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育

第
九
編
教

長
を
任
命
し
て
そ
の
統
制
に
当
た
ら
せ
、
常
設
機
関
と
し
管
内
教
育
行
政
の
中

心
的
勢
力
と
な
っ
て
い
た
が、
三十
四
年
「校
長
会」
と
改
称
し
た
。

当
時、
第
一
組
合
会
は
夕
張
方
面、
第
二
は
岩
見
沢
方
面、
第
三
は
樺
戸
方

面
で、
第
四
組
合
会
が
滝
川
方
面、
第
五
は
雨
竜
方
面
で、
滝
川
方
面
の
会
長

に
は
工
藤
謙
次
が
任
命
さ
れ
た。

そ
の
後
、
学
校
数
が
増
加
し
教
育
文
化
が
進
展
し
た
が、
そ
の
活
動
は
あ
く

ま
で
内
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し、
し
だ
い
に
進
ん
で
外
部
に
積
極
的

に
働
き
か
け
教
育
の
振
興
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

空
知
教
育
会
創
立
趣
意
書
の
中
に
「…
…
…
即
ち
正
教
員
不
足
数
一
六
八

人
、
未
就
学
児
童
四、
八
四
八
人
の
多
き
に
上
れ
り
。
………

」
な
ど
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
趣
意
書
の
中
で
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
、
教
師
は
単
に

学
校
教
育
の
振
興
を
図
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
開
発
向
上
に
意
を
用
い、

自
負
と
気
概
を
も
っ
て
当
た
る
と
共
に
、
教
員
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

明
治三
十
六
年
九
月
四
日、
岩
見
沢
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て、
空
知
外

三郡
(樺戸
・
雨
竜・
夕
張)
教
育
会
創
立
準
備
会
が
あ
り
、
名
称
を
「空
知
教
育

会
」
と
す
る
こ
と
、
会
長
に
支
庁
長
を
推
戴
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め、
引
続
い

て
発
会
式
が
行
わ
れ、
役
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

会
長
(支庁長)

村
津
寬、
副
会
長
(岩
見沢尋

高校長)
越
田
太
郎、
幹
事
長

(視学)
立
花
誠
一
郎
、
評
議
員
松
山
政
隆、
高
柳
広
蔵、
高
田
不
二
夫
、
今

井
勇
吉
(滝
川
村長)

、
山
口
友
八
、
石
井
末
之
助、
吉
田
卓
。

空
知
教
育
会
が
管
内
教
育
振
興
の
た
め
に
行
っ
た
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て

は、
次
のと
お
り
で
あ
っ
た
。

(1)講
習
会
の
開
催
教
員
の
養
成
と
資
質
向
上
を
め
ざ
し
、
資
格
向
上
の
講
習

会
は
多
く
岩
見
沢
で
、
年
二
、
三回
開
催、
講
師
に
は
北
海
道
師
範
学
校
の
教

諭
や
管
内
の
校
長
が
招
か
れ、
終
わり
に
試
験
を
し
て、
準
教
員
そ
の
他
の
合

格
者
が
発
表
さ
れ
た。

ま
た、
資
質
向
上
の
講
習
会
も
、
夏
季
休
暇
等
を
利
用
し
、
総
体
的
な
も
の

あ
る
い
は
科
目
別
のも
の
が、
管
内
各
所
の
適
当
な
場
所
で
開
催
さ
れ
て
い
た。

()会
報
の
発
行

「空
知
教
育
会
報」
は
この
会
の
機
関
誌
と
し、
明
治三
十

七
年
に
初
刊、
は
じ
め
は
年
一
回
で
あ
っ
た
が、
明
治
四
十
三
年
十
一月
三
日

「空
知
教
育
」
と
改
題
し、
毎
月
定
期
に
刊
行、
研
究
発
表
な
ど
を
中
心
に
会

員
に
愛
読
さ
れ
て
い
た
。

(3)空
知
図
書
館
の
設
立
図
書
館
敷
地
と
し
て
石
黒
長
平
よ
り
六
畝三
歩
、
坂

井
与
一
郎
か
ら
五
畝
二
七
歩
の
寄
贈
を
受
け、
明
治
三
十
九
年
五
月
十
八
日
着

工、
七
月
二
十
四
日
完
成、
八
月
一
日
よ
り
開
館、
十
一
月
か
ら
館
内
に
教
育

品
博
物
館
を
付
設
し
た
が、
大
正
元
年
十
二
月
五
日、
図
書
館
を
「
空
知
会

館
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

4)研
究
組
織
と
運
営
大
正
五
年
に
は
空
知
教
育
会
の
研
究
組
織
を
方
面
別
と

し
各
町
村
長
・
戸
長
・
学
校
長
に
通
達
さ
れ
て
い
る
が、
そ
の
方
面
別
は、

第
一
方
面
多
度
志
・
一已
・
深
川
・
秩
父
別
・
北
竜
・
上
北
竜
・
音
江
の
七
か
村
。

第
二
方
面
江
部
乙
・
滝
川
・
砂
川
・
芦
別
・
歌
志
内
・
浦
臼
・
新
十
津
川
・
雨
竜
の
八
か

町
村
。
第
三
方
面
沼
貝
・
岩
見
沢
・三
笠
山
・
北
村
・
月
形
・
栗
沢
の
六
か
町
村。

で
あ
つ
た
。

第
四
方
面
幌
向
・
由
仁
・
角
田
・
登
川
・
長
沼
の
五
か
村

昭
和
三
年二
月、
空
知
支
庁
よ
り
「教
育
研
究
会
改
善
に
関
す
る
通
達
が
出
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さ
れ、
教
育
題
目
の
限
定
・
実
施
活
動
の
系
統
化
・
継
続
化
を
進
め、

一層
建

設
的
向
上
の
実
績
を
収
め
る
た
め
と
の
指
示
の
中
で
、
教
科
目
を
合
し
て
部
会

と
し
、
部
会
を
合
し
て
方
面
研
究
会
と
し、
四
方
面
研
究
会
を
合
し
た
も
の
を

空
知
連
合
教
育
研
究
会
と
し
て
統
一
を
保
持
し、
衆
心
一
致
琢
磨、
改
善
の
実

行
力
を
錬
成
す
る
こ
とと
な
り
方
面
教
育
研
究
会
所
属
町
村
別
は
次
の
と
お
り

と
な
る
。

第
一
方
面
幌
加
内
・
多
度
志
・
納
内
・
音
江
・
深
川
・
妹
背
牛
・
一已
・
秩
父
別
・
沼
田
・

北
竜
の
十
か
町
村
。

第
二
方
面
江
部乙
・
滝
川
・
砂
川
・
芦
別
・
歌
志
内
・
赤
平
・
浦
臼
・
新
十
津
川
・
雨
竜
の

九
か
町
村
。

第
三
方
面
美
唄
・
岩
見
沢・
三
笠
山
・
北
村
・
月
形
・
栗
沢
の
六
か
町
村。

第
四
方
面
幌
向
・
由
仁
・
角
田
・
長
沼
・
夕
張
の
五
か
町
村
。

部
会
は
複
式
研
究
部、
学
科
研
究
部
の二
つ
で
、
学
科
研
究
部
は
各
方
面
に

お
い
て
系
統
か
つ
合
理
的
に
区
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り、
こ
の
ほ
か
学
年

研
究
部
を
設
け
る
こ
と
を
得
る
よ
う
定
む
る
と
な
っ
て
い
る
。

各
方
面
各
町
村、
各
部
各
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
研
究
会
を
分
担
開
催
し、
研
究

の
実
を
あ
げ
、
教
科
部
会
に
つ
い
て
は
、
文
科
(修
身
・
読み
方
・
国
史
・
地
理)
、

数
理
科
(算
数
・
理
科・
農
業
・
商
業
・
家
事
)、
技
芸
科
(書
き
方
・
図
画
・
手
工
・
唱
歌
・

体
操
・
手
芸
・
裁
縫)
に
分
け
て
実
施
し
て
い
た
。

(5)空
知
高
等
国
民
学
校
大
正
十
一
年
十
二
月
一
日、
空
知
教
育
会
が
設
立
者

と
な
っ
て
開
校、
同
十三
年三
月
第
一
回
卒
業
式
を
挙
げ
卒
業
生
三二

名
を

送
り
出
し、
昭
和
八
年三
月
に
は
第
一〇
回
卒
業
式
を
挙
げ
卒
業
生
六
一
名

(累
計
四〇
八
名)
を
出
し
て
い
る
。

昭
和
九
年
に
は、
教
育
会
結
成
の
機
熟
し
て
同
年
七
月二
十
六
日
「空
知
小

学
校
教
員
会
」
の
結
成
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が、
長
年、
空
知
教
育
の
全
般

に
わ
た
っ
て
偉
大
な
貢
献
を
し
た
空
知
教
育
会
も、
進
駐
軍
の
指
示
で
改
組
さ

れ、
民
間
教
育
団
体
と
な
り、
昭
和二
十
三
年、
教
育
会
と
教
職
員
組
合
の二

本
建
て
は
組
織
の
弱
体
化
を
来
た
す
も
の
と
し
解
散
し
た
。

滝
川
で
は、
大
正
九
年
一
月
二
十
五
日、
空
知
教
育
会
の
下
部
組
織
と
し
て

滝
川
町
教育
会
を
創
定
し
役
員
を
選
出、
町
長
川
口
敏
澄
が
会
長
に、
第
一
小

学
校
長
駒
嶺
末
次
郎が
副
会
長
に
就
任
し
た
。

大
正
十
年三
月
四
日、
空
知
教
育
会
支
部
組
織
に
変
更
し
、
新
た
に
支
部
規

定
を
制
定
、
役
員
改
選
を
行
い
第
一
小
学
校
長
伊
沢
豊
久
が
支
部
長
と
な
り
空

知
教
育
会
第二
方
面
の
中
心
と
な
り
、
教
育
理
論、
教
育
実
践
の
研
究
な
ど
が

開
か
れ
て
い
た
。

終
戦
後
は
社
会
の
混
乱
と
と
も
に
教
育
会
活
動
も
停
と
ん、
そ
の
後
、
北
海

道
教
職
員
組
合
滝
川
支
部
が
結
成
さ
れ、
組
合
活
動
も
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に

教
育
活
動
面
に、
教
育
会
支
部
と
北
教
組
支
部
の
あ
る
こと
に
批
判
が
あ
り、

つ
い
に、
教
育
会
滝
川
支
部
も、
昭
和二
十
三
年
四
月
に
解
散
を
し
て
い
る
。

空
知
教
育
振
興
会

昭
和二
十
四
年
に
空
知
教
育
振
興
会
が
つ
く
ら
れ、

二
十
五
年
に
は
そ
の
活
動
と
し
て
「青
少
年
の
善
導
」
「施
設
基
準
調
査」

「学
校
共
同
評
価
基
準
設
定
試
案
」
な
ど
に
取
組
み、
二
十
六
年
に
は
調
査

部
が
管
内
学
童
の
国
語
・
算
数二
教
科
の
能
力
実
態
調
査
、
ま
た、
事
業
部

は
三
地
区
(南
空
知・
中
空
知・
北
空
知)
の
文
教
活
動
の
諸
連
絡
や
推
進
を
図
り
、

文
教
活
動
の
事
業
報
告、
学
習
指
導
要
領
普
及
講
習
会
の
開
催、
学
校
共
同
評

価
の
研
究
集
録
発
行、
理
科
教
育
課
程
の
発
行、
夏
冬
休
み
学
習
空
知
版
の
刊

行
など
を
行
い、
さ
ら
に、
専
門
部
は
改
訂
単元
に
基
づ
い
た
社
会
科
及
び
理
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育

第
九
編
教

科
の
作
成
な
ど
に
当
っ
た
。

・
し
か
し
、
こ
の
会
の
最
大
の
目
標
は
空
知
に
教
育
研
究
所
を
設
け
る
こ
と
で

あ
っ
た
ので、

機
を
見
て
管
内
市
町
村
長
を
動
か
し、
翌二
十
七
年
四
月
「空

知
教
育
研
究
所
」
の
設
立
を
み
る
に
至
った。

し
た
が
っ
て、
こ
の
教
育
振
興

会
は
発
展
的
に
解
消
し
た。

空
知
教
育
推
進
協
議
会

昭
和
三
十
二
年、
空
知
教
育
局、
空
知
管
内
教

育
委
員
会
連
絡
協
議
会
、
北
教
組
空
知三
地
区
協
議
会、
空
知
教
育
研
究
所
の

四
者
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ、
こ
れ
が
中
心
と
な
っ
て、
「空
知
教
育
推
進
計
画
」

を
作
り
、
管
内
各
学
校
は
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
推
進
に
努
力
し
た
。

昭
和三
十
九
年
ご
ろ
に
は、
従
来
の
教
育
局
主
催と
組
合
文
教
活
動
の
研
究

事
業
の
対
立
を
な
く
し
て、
教
育
研
究
を
一本
化
し
研
究
の
実
を
あ
げ
よ
う

と
、
空
知
全
管
内
に
「教
育
振
興
会
」
の
設
立
の
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

昭
和
四
十
年
に
な
る
と
、
空
知
教
育
局
の
指
導
で
「教
育
振
興
会
連
絡
協
議

会
」
が
各
地
区
の
代
表
者
を
集
め
て、
各
地
区
振
興
会
が
独
自
の
活
動
を
し
て

い
る
ので

「金
も
か
か
り、
幅
広
い
研
究
も
、
事
業
も
で
き
な
い
。
連
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
充
実
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
連
合
体
組
織
化
を
も
っ
て
集
ま
っ

た
が、
目
的
は
果
た
さ
れ
ず
、
今
後
連
絡
協
議
会
を
持
っ
て
と
の
確
認
に
と
ど

ま
っ
た。

し
か
し、
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
流
動
の
中
に
あ
って
、
教
育
の
世
界
も
現

代
化
へ
と
足
を
向
け
は
じ
め、
い
つ
ま
で
も
、
教
職
員
の
研
修
が
現
状
の
ま
ま

で
の
研
究
活
動
の
み
にと
ら
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば、
立
ち
遅
れ
て
い
く
の
は
明

ら
か
で
あ
り
、
自
主
研
究
活
動
を
よ
り
進
め
る
た
め
に、
教
職
員
が
一
堂
に
会

し
て
交
流
の
場、
研
修
の
場
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ、
ま
た
求
め
ら
れ、
そ
の

よ
う
な
場
所
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り、
経
済
的
な
問
題
も
解
決
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

こ
こ
に、
空
知
教育
セ
ン
ター
設
置
の
運
動
が
展
開
さ
れ、
市
町
村
か
ら
も

財
政
的
な
う
ら
づ
け
を
み
て
、
昭
和
四
十
三
年、
空
知
教
育
セン
タ
ー
が
完
成

し
た
こ
と
に
よ
り
、
無
理
し
て
連
合
体
組
織
に
な
ら
な
く
と
も
、
十
分
に
空
知

教
育
の
発
展
と
使
命
が
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り、
単
な
る
連
絡
機
関
に
変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
空
知
教
育
の
前
進
を
願
い
活
動
し
た
空
知
教
育
振
興
会
と

各
市
町
村
教
育
振
興
会
の
地
域
性
に
立
脚
し
た
活
動
は、
独
自
性
の
み
で
は
な

く
、
次
の
時
代
を
に
な
う
教
育
展
望
に
た
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

空
知
支
庁
及
び
空
知
教
育
会
表
彰

空
知
支
庁
及
び
空
知
教
育
会
は
管
内
に

お
け
る
教
育
公
共
の
功
績
者、
勤
労
徳
行
者
に
対
し
表
彰
式
を
行
い
功
績
状
及

び
賞
品
を
授
与
し
た
。

空
知
郡
江
部
乙
村
役
場
書
記
藤
田
五
市

支
庁效
績状

多
年
其
ノ
職
ニ
熱
心
精
励
シ
又
村
治
ノ
上
ニ
尽
シ
タ
ル
效
少
ナ
カ
ラ
ス
仍

テ
玆
ニ
之
ヲ
表
彰
ス

教
育
会
效
績
状
資
性
温
厚
ニ
シ
テ
着
実
多
年
役
場
事
務
ニ
鞅
掌
シ
刻
苦
精
励
之
力
整
理

改
良
ニ
努
メ
殊
ニ
就
学
出
席
ノ
督
励
宣
シ
キ
ヲ
得
漸
次
其
ノ
実
績
ヲ
挙
ケ
村
治
上
貢
献
セ

シ
ュ
ト
著
大
ニ
シテ
同
僚
郷
黨
ノ
欣
仰
敬
慕
ヲ
受
ク
ル
ニ至
レ
ル
モノ
洵
ニ他
ノ
模
範
ト

ナ
ス
ニ
足
ル
仍
テ
玆
ニ
之
ヲ
推
奨
シ
併
テ
別
紙
目
録
ノ
物
品
ヲ
贈
呈
ス
(羽
織
地
一反
)

事
績
概
要
慶
応
三
年
二
月
福
井
県
足
羽
郡
木
田
村
に
生
る
資
性
温
厚
篤
実
にし
て
堅
忍

自
制
…
…
…
二
十
六
年
累
進
歩
兵
一
等
軍
曹
に
任
せ
ら
れ
る
次
て
渡
道
し
屯
田
司
令
部
並
に

屯
田
各
部
隊
を
歴
任
し
三
十
二
年
陸
軍
特
務
曹
長
に
任
し
越
て三
十
五
年
現
役
満
期
と
な
る

や
江
部
乙
村
に
ト
居
し
専
ら
農
業
に
従
事
す。

四
十
一
年
滝
川
村
学
務
委
員
に
就
職
し
…
…
…
四
十
二
年
滝
川
村
よ
り
分
村
し
江
部
乙
村
役
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場
設
置
に
際
し
入
り
て
臨
時
雇
と
な
り
次
て
書
記
と
な
り
今
日
に
至
る。

・・殊
に
就
学

出
席
の
督
励
に
就
き
て
は
全
力
を
傾
倒
し
て
之
に
当
り
そ
の
成
績
見
る
へ
き
も
の
あ

、
り
、
…
…
…
每
学
年
始
め
の
数
日
間
に
は
山
積
せ
る
事
務
を
有
し
な
が
ら
も
自
ら
学
校
に
出

張
し
て
入
学
状
況
の
実
地
調
査
を
行
い
一
所々
定
表
簿
と
照
合
を
重
ね…
…
…
或
は
自
ら
家

庭
を
訪
問
し
て
懇
諭
奨
励
を
加
え
或
は
学
校
職
員
の
協
力
を
乞
い
或
は
知
人
朋
友
に
委
嘱
勧

誘
す
る
等
最
善
の
力
を
尽
し、
…
…
…
猶
予
免
除
等
の
出
願…
…
…
実
地
踏
査
を
行
い
其
の

・過去
六
か
年
に
於
け
る
就

実
状
を
閲
し
然
後
所
定
の
手
続
を
行
う
を
常
と
す
。

・・誠
意
努
力
の
一
般
を
察
す
る
に
難
か
ら
す
。

学・
空
知
郡
滝
川
町

小
川

ム
メ
ノ

支
庁效
績
状
貞
節
勤
倹
老
姑ニ
事
エ
テ
至
孝
殊
ニ
多
年
病
夫
ノ
看
護
ニ
努
メ
又
克
ク
困

苦
欠
乏
ニ
耐
エ
テ
一
家
ノ
生
計
ヲ
保
持
シ
子
女
ノ
教
養
ヲ
怠
ラ
サ
ル
モ
ノ
洵
ニ
他
ノ
亀
鑑

ト
ナ
ス
ニ足
ル
仍
テ
茲
ニ之
ヲ
表
彰
ス

教
育会
效
績
状
資
性
温
順
ニ
シテ
貞
節
老
姑ニ
事
エ
テ
克
ク
孝
道
ヲ
完
ウシ
不
幸
良
夫

ノ
重
患
ニ
罹
リ
全
身
不
随
九
箇
年
ノ
長
キ
ニ
渉
ル
モ
終
始
一貫
懇
切
慰
撫
敢
テ
倦
怠
ノ
状

ナ
ク
身
ヲ
挺
シ
魚
行
商
ヲ
営
ミ
夙
夜
奔
走
一
家
ノ
生
計
ヲ
支
ェ
然
モ
貧
苦
ヲ
忍
ヒテ
子
女

ノ
就
学
義
務
ニ
努
ム
里
閭
其
行
動
ニ感
シ
テ
歎
賞
セ
サ
ル
ナ
ク
洵
ニ
他
ノ
亀
鑑
ト
ナ
ス
ニ

足
ル
仍
テ
茲
ニ
之
ヲ
推
奨
シ
併
セテ
別
紙
目
録
ノ
物
品
ヲ
贈
呈
ス
(帯
地
一
筋)

事
績
概
要
幼
時
両
親
を
喪
い
明
治二
十
六
年
十
一
歳
の
時
姉
に
伴
わ
れ
て
福
島
県
よ
り

渡
道
各
地
を
流
転
し
三
十
二
年
八
月
肩
書
地
に
於
て
遠
藤
寅
八
内
縁
の
妻
と
な
り
し
が、
甘

:八
年
寅
八
背
髄
病
に
罹
り…
…
…
四
十
一
年
よ
り
全
身
不
随
と
な
り
他
に
老
母
と
四
人
の
幼

児
あ
る
を
以
て
多
少
の
貯
財
も
忽
ち…
…
…
ム
メノ
は
自
奮
以
て
日
傭よ
り
魚
行
商
に
転
し

櫛
風
沐
雨
も
壓
わ
ず
奔
走
し
或
は
農
耕
に
従
事
し…
…
…
困
苦
の
中
よ
り
三
子
を
就
学
せ
し

め
居
れ
り、
暖
炉
据
付
の
逸
話
あ
り
其
は
病
夫
老
母
は
彼の
寒
天
に
外
に
あ
り
て
労
苦
す
る

に
反
し
宅
内
に
坐
食
す
る
者
に
暖
炉
は
勿
体
な
し
と
云
い
た
り
し
に
ム
メ
ノ
は
妾
は
外
に
て

活
動
す
る
に
よ
り
寒
気
を
覚
え
ず
然
る
に
病
者
老
人
子
供
は
寒
気
に
感
ず
る
多
き
に
よ
り
暖

炉
を
設
け
以
て
防
か
さ
る
に
於
て
は
外
に
出
て
安
ん
し
て
行
商
す
る
能
わ
さ
れ
は
曲
け
て
据

付
を
許
し
給
え
と
哀
願
し
て
据
付
け
た
り
と
、
以
て
其
の
心
事
を
忖
度
す
可
し
此
行
動
は
十

年
一
日
の
如
く
郷
閭
の
同
情
推
奨
す
る
決
し
て
故
な
し
と
せ
さ
る
な
り
。

以
上
は
大
正
三
年
十
一
月
六
日、
管
内
に
お
け
る
藤
田
五
市
外
四
名
に
対
し

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
中
で
、
関
係
あ
る
二
名
の
概
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

・
最
近
に
お
け
る
教
育
の
動
向
昭
和二
十
四
年
六
月、
空
知
管
内
小
学
校
長

会
、
空
知三
地
区
中
学
校
長
連
絡
協
議
会、
戦
後
間
も
な
く
結
成
さ
れ
た
教
職

員
組
合
の
中
の
校
長
部
会
が
母
体
と
な
っ
て、
空
知
連
合
小
中
学
校
長
会
が
誕

生
し
た
が
、
こ
の
会
に
は
夕
張、
岩
見
沢
の二
市
は
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
美
唄

も
、
昭
和
二
十
五
年
市
制
施
行
と
と
も
に、
こ
の
会
か
ら
離
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
、
I
L
O
第
八
七
号
条
約
の
批
准
に
伴
い
校
長
会
は
主

体
性
を
堅
持
し
組
織
を
強
化
す
る
と
共
に、
教
職
員
団
体
と
の
間
に
健
全
な
労

資
関
係
を
つ
く
り
、
教
育
の
正
常
な
前
進
を
は
か
る
た
め、
三市
の
加
盟
と
空

知
の
単
一
体
組
織
づく
り
を
進
め、
特
に
I
L
O
条
約
発
効
に
伴
う
組
合
離
脱

後
の
組
織
強
化、
北
教
組
三
支
部
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
理
解
に
努
め
て
き
た
。

昭
和
四
十二
年
に
な
っ
て
広
域
人
事
が
実
を
結
び
、
空
知
と
三
市
の
交
流
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て、
三
市
も
加
入
、
大
同
団
結
し
て
昭
和
四
十
三
年
名

実
と
も
に
空
知
校
長
会
が
誕
生、
北、
中、
南、
東
空
知
の
四
地区
と
な
り
教

職
員
組
合
は、
北、
中、
南、
中
央
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十三
年
度
は、
開
道
百
年
を
記
念
す
る
年
で
あ
っ
た
が、
教
育
界
に

お
い
て
も
聖
職
論、
専
門
職
論、
労
働
者
論
など
が
展
開
さ
れ
た
が、
専
門
職

と
い
う
考
え
に
立
っ
た
給
与
待
遇
改
善
、
勤
務
条
件
整
備、
教
育
課
程
改
訂
に

と
も
な
う
諸
問
題
に
対
処、
四
十
四
年
度
に
は
教
育
内
容
の
充
実
強
化、
勤
務

条
件
の
改
善
を
通
し
教
育
の
正
常
化
を
は
か
っ
て
き
た。

昭
和
四
十
五
年
度
に
な
っ
て、
国
内
的
にも
物
価
高、
公
害
問
題
が
や
か
ま

し
く
な
り
、
外
交
的
に
も
中
国
問
題
が
出
て
き
て
お
り、
校
長
会
事
務
局
も
こ

の
年
よ
り
滝
川
市
か
ら
岩
見
沢
市
に
移
転
し
た
。

四
十
六
年
度
に
は
給
特
法
の
成
立、
次
い
で
四
十
七
年
度
に
は
教
育
界
に
協

<
殖
民
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育

第
九
編
教

定
書
問
題
が
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
り
、
国
内
で
は日
本
列
島
改
造
論
、
日
中
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ップ
し
て
お
り
、
教
育
問
題
も
多
様
化、

一方
安
定
正
常
化
の
た

め
の
努
力
が
逐
年
続
け
ら
れ
て
き
た
。

昭
和
五
十
年
度
よ
り
小
中
高
一
貫
性
に
立
った
教
育
課
程
の
必
要、
主
任
制

問
題
が
お
こ
り、
五
十
一
年
度
に
は
主
任
の
制
度
化
問
題、
市
町
村
学
校
管
理

規
則
改
正
に
関
連
し、
市
町
村
教
委
の
主
体
的
判
断
に
移
り、
議
決、
公
布、

施
行、
あ
る
い
は
運
用
凍
結、
未
議
決
など
多
様
な
状
態
と
な
っ
て
き
た。

ま
た、
改
正
さ
れ
た
学
校
教
育
法
施
行
細
則
及
び
学
習
指
導
要
領
は、
昭
和

五
十
五
年
度
よ
り
小
学
校
へ
施
行、
五
十
三
、
四
年
度
に
移
行
措
置
が
実
施
さ

れ
、
知、
徳、
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児
童、
生
徒
育
成
を
め
ざ

す
。昭
和
五
十
四
年
度
の
日
教
組、
日
高
教
の
教
育
研
究
集
会
は、
八
〇
年
代
の

教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
深
刻
化
す
る
教育
の
な
か
で、
ど
う
し
た
ら
教
育
の

危
機
を
克
服
で
き
る
か
模
索
す
る
の
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る

が、
そ
の
中
の
一
つ
に
「五
無
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
見
る
。

「無
気
力
、
無
責
任、
無
関
心
」
の
「三
無
主
義
」
に、

「無
感
動
、
不

(無)
作
法
」
が
加
わ
った
「五
無
主
義
」
に
な
っ
た
。

「新
し
いこ
と
、
難
し
い
こ
と
はし
な
い
」
(無気力)、

「決
ま
り
を
守
れ

ず、
失
敗
は
他
人
の
せ
い
に
す
る
」
(無
責任)、

「他
人
の
言
動
に
関
心
を
示
さ

な
い
」
(無関
心)
に
加
え
て
「音
楽
や
学
芸
会
に
参
加
で
き
ず
、
美
し
いも
の

に
気
が
つ
か
な
い」

(無感
動)、

「あ
い
さ
つ
が
で
き
ず
、
物
を
受
け
と
る
時

は
ひ
っ
た
く
る
」
(無
作
法
)。

「子
育
て
が
で
き
な
い
親、
教
え
る
こと
は
で
き
て
も
、
育
む
こ
と
を
知ら

な
い
教
師
の
激
増
が
原
因
」
と
自
戒
を
こ
め
て
い
っ
て
い
る
。

破
壊
さ
れ
た
生
活、

ロ
ボ
ッ
ト
化
し
た
人
間、
自
殺、
シ
ン
ナ
ー
遊
び、
盗

み、
果
て
は
中
学
生
の
売
春
な
ど
、
ど
の
一
つ
を
と
り
あ
げ
て
も
、
ゆ
る
が
せ

に
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

親
も
子
も
教
師
も
社
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
尽
く
し、

解
決
を
図
ら
ね
ば

な
ら
な
い。
そ
の
た
め
に
も
「ふ
れ
あ
い
」
「わ
か
る
授
業
」
こ
そ
原
点
で
あ

る
。現
代
っ子

め
ざ
ま
し
い
発
育
と
体
格
の
伸び
を
み
せる
現
代
っ
子
は、
超
早
熟
型
で、

三〇
年
前
の
お
と
な
の
身
長
を
追
い
越
す
ほど
、
だ
が
虫
歯
や
近
視
は、
今
ま

で
に
な
い
ほ
ど
ふ
え
て
い
る。

毎
年
行
っ
て
いる
小、
中
学
校
定
期
健
康
診
断
の
結
果
を
も
と
に
調
べ
る
文

部
省
学
校
保
健
調
査
に
よ
ると
、
五
十
四
年
度
の
体
格
を
調べ
る
と
、
男
の
子

が
一
四
歳
(中三)

で父
親
世
代
に
あ
た
る
三
十
年
前
の
一七
歳
男
子
の
身
長

を
抜
き、
女
子
も
一三
歳
(中二)

で三
十
年
前
の
女
子
の
身
長
を
超
し
、
体

重
も
母
親
の
娘
時
代
に
匹
敵
す
る
発
育
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る。

子
供
た
ち
の
身
長、
体
重
は
年
毎
に
伸
び
続
け
て
お
り、

一
七
歳
(高三)

男
子
の
平
均
身
長
は
一
六
九
・
四
セ
ン
チ
メー
ト
ル、
体
重
六
〇
・
二
キ
ロ
グ

ラ
ム、
こ
れ
を三
十
年
前
昭
和
二
十
四
年
の
一
七
歳
と
比べ
る
と
身
長
八
・二

セン
チ
メ
ー
ト
ル、
体
重
七
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
上
回
っ
て
い
る
。

一
一歳
(小六)

男
子
の
平
均
身
長
は
一
四
二
・
七
セン
チ
メ
ー
ト
ル
で、
こ
れ

は三
〇
年
前
の
一三
歳
(中二)

の
一四
〇
・
七
セン
チ
メー
ト
ル
よ
り
高
く
、

総
体
的
に
現
代
っ
子
は
父
親
た
ち
の
少
年
期
に
比
べ
二
、
三
年
早
い
成
長
ぶ
り

410



第
一
章
学
校
教
育

男 7

121.2 113.5 23.1 20.3 59.5 58.2 67.4 64.4
8 126.6 118.1 25.8 22.3 61.7 60.0 69.8 66.5

学 9 131.8 122.4 28.8 24.2 64.1 61.7 72.0 68.4校 10 137.0 126.6 32.2 26.3 66.6 63.4 74.2 70.211 142.7 130.6 36.0 28.5 69.3 65.1 76.6 72.0

中

12 148.9 135.6 40.6 31.4 72.0 67.0 79.5 74.0学
校

13 157.2 140.7 46.7 34.8 75.9 69.4 83.5 76.414 163.0 146.7 51.9 39.3 79.4 72.7 86.6 79.4子

15 166.7 154.2 56.4 45.4 82.3 76.3 89.1 83.3高 16 168.6 158.7 58.8 49.6 84.3 79.1 90.1 85.9校 17 169.4 161.2 60.2 52.4 85.8 81.3 90.6 87.4

幼稚園
5 歳 109.2 103.5 18.5 16.7 54.7 54.0 61.7 59.5

114.7 107.7 20.3 17.9 56.0 54.7 64.3 61.7
120.4 112.7 22.6 19.7 58.0 56.4 66.9 64.1

学 9 131.7 121.8 28.5 23.6 62.9 59.6 71.9 68.2
校

10 138.1 126.2 32.5 25.8 66.2 61.5 74.9 70.111 145.0 131.0 37.5 28.6 70.2 63.7 78.3 72.4

中 12 150.2 136.8 42.2 32.4 74.1 66.7 81.3 75.0

学

13 154.0 141.8 46.7 36.5 77.4 69.9 83.4 77.5校 14 155.6 146.0 49.3 40.8 79.3 73.3 84.3 80.0子

15 156.2 149.8 51.3 45.0 80.8 76.3 85.0 82.3高 16 156.6 151.5 52.2 47.6 81.6 78.5 85.0 83.3校 17 156.7 152.3 52.3 49.2 81.9 79.7 85.0 83.8

<健康診断全国平均>

四
・
〇
セン
チ
メ
ー
ト
ルと
早
と々
母
親
世
代
の

一
七
歳
の
背
丈
を
追
い
越
し
て
い
る。
体
重
で
も

現
代
っ
子
一
一歳
の
体
重
が
母
親
世
代
の
一三歳

に
匹
敵、

一四
歳
で
は
一七
歳
の
体
重
を
越
え
る

発
育
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。

一方
、
六
歳
から
一七
歳
ま
で
の
成
長
期
の
一

一年
間
に
身
長
が
ど
れ
だ
け
伸
び
た
か
を
発
育
量

と
し
て
見
る
と
、
男
女
と
も
二
十
二
年
度
生
ま
れ

が
最
も
伸
び
が
大
き
く
、
(一
一年
間で
五
六
・
八
セン

チ
メー
ト
ル
伸び
た)、

三十
六
年
度
生
ま
れ
ま
で
は

やや
減
る
傾
向
が
続
い
て
いる
。
体
重
で
は
男
子

が
や
や
増
、
女
子
は
二
十
八
年
度
生
ま
れ
以
降
微

減
の
傾
向
に
な
っ
て
いる
。
全
般
に
現
代
っ
子
発

育
量
が
男
子
体
重
を
除
い
て
低下
な
いし
横
ば
い

に
な
っ
て
い
る
こ
と
から
、
現
代
っ
子
の
体
格の

良
さ
は
五
歳
ま
で
の
発
育
量
が
大
き
く
な
って
い

る
た
め
と
み
ら
れ、
早
熟
型
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

身長センチ 体重キログラム 胸囲センチ 座高センチ
区 分

54年度 24年度 54年度 24年度 54年度 24年度 54年度 24年度

幼稚園
5 歳 110.0 104.2 18.9 17.1 56.0 55.2 62.2 59.9

6 115.5 108.6 20.8 18.5 57.5 56.3 64.8 62.1

小

こ
の
傾
向
は
女
子
でも
同
じ
、
一七
歳
(高三)

の
身
長
は
三
〇
年
前
の
同

な
お、
本
道
の
一
七
歳
平
均
身
長
は
一
六
九
・
〇
セ
ン
チ
メー
ト
ル
で
全
国

平
均
(一六

九・
四
セン
チメー
ト
ル)
並
み
、
女
子
も
一
五
六
・
七
セン
チ
メ
ー
ト

ル
で
全
国
平
均
(一
五
六・
七
セン
チメー

トル)
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

「
裸
眼
視
力
一
・〇
未
満」
の
視
力
異
常
は
、
こ
の
五
年
間
増
加
傾
向
が
続

き、
中
学
生
で三
五
・
二、
高
校
生
で
五
三
パ
ー
セン
ト
と
大
幅
に
増
え
、
ま

を
示
し
て
い
る
。

年
齢
よ
り
四
・
四
セン
チ
メ
ー
ト
ル
大
き
く
、
体
重
で
も
三
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

上
回
わ
っ
て
い
る
。
現
代
っ
子
女
子
が
三
〇
年
前
の
一
七
歳
身
長
に
達
す
る
の

は
一二
歳
(中一)

から
一三
歳
(中二)

の
間
で、
一三
歳
の
身
長
は
一
五

女 小
0
1
0
8

126.0 117.3 25.4 21.5 60.3 58.0 69.4 66.2
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全
市
的
な
立
場
に
た
った
学
校
整
備
を
行
う
目
的
を
も
っ
て、
委
員
に
は
市

果
中
三
男
子
(一
四歳)

を
全
国
平
均
(五三

文
部
省
調査)

と
比
べ
る
と
体
力
診

断
テ
ス
ト
で
は
七
種
目
の
う
ち
背
筋
力
だ
け
三
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
勝
っ
て
い
た

が
、
あ
と
は
軒
並
み
レ
ベ
ル
以
下、
上
体
そ
ら
し
は二
・
六
セン
チ
メ
ー
ト
ル

劣
り、
体
が
硬
い
こ
と
を
物
語
る。
運
動
能
力
テ
ス
ト
で
も
ハン
ド
ボ
ー
ル
投

げ
だ
け
が
一
・二
七
メー
ト
ル
遠
く
で、
五
〇
メー
ト
ル
走
で
〇
・
一
一秒
遅

く
、
一、
五〇
〇
メ
ー
ト
ル
持
久
走
で
は
一八
・
二
秒
も
遅
れ、
懸
垂も
一
・

四
九
回
少
な
く、
走
幅
と
び
も
二
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
た
り
な
い
。
こ
の
傾
向

は
全
体
で
見
て
も
体
力
は
男
子
背
筋
力
以
外
は、
基
礎
体
力
要
素
平
均
以
下、

女
子
は
握
力、
背
筋
力
が
レ
ベ
ル
以
上
だ
が、
敏
捷
性・
柔
軟
性
は
低
く
、
さ

ら
に
運
動
能
力
は
男
女
と
も
投
力
を
除
き、
年
齢、
各
種
目
と
も
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
。

中3男子の体力比較

種 目 (単位) 本道 全国

垂 直 と び (cm) 53.3 54.58
背 筋 力 (kg) 117.5 114.05

握 力 (kg) 35.5 37.37

上 体そ らし (cm) 52.2 54.8250

m 走 (秒) 7.8 7.69
走 り幅とび (m) 392.8 414.21
ハン ドボール (m) 25.6 24.33

懸 垂(回) 5.3 6.79
1500 m 走 (秒) 379.0 360.8

長(cm) 163.8 163.0
身
体

重 (kg) 53.6 51.9

た
虫
歯
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
も

っ
て
お
り、
中
学
九
四
・
五
パ

ー
セン
ト、
高
校
九
五
・
九
パ

ー
セン
ト
で、
こ
れ
ま
で
の
最

高
の
数
字
が
出
た
。

<
北
海
道
新
聞
五
五
・
二
・二三

>

・
本
道
の
児
童
・
生
徒

道
教
委
が
昭
和
五
十
四
年
度

独
自
に
実
施
し
た
体
力
診
断
結

斉
藤

高
橋

定
雄 健

富
男

邦
雄

幸
男

虎
松

照
井

毎
原

渡
辺

森
谷

江
良

籔
内

市
川

山
口

清
壱

政
夫

英
夫
俊
雄

淳
一

光
義

藤
田
小
田
谷
岡
稲
童
丸

高
平

国
嶋
野
瀬

恵

子 茂 斉 豊 己

克 賢
二

武
二

田
端
美
智
子

佐
木々
市
之
助

渡
辺
鉄
三
郎

服
部

賢
三

大
川

平
吉

巧 薫

白
水

近
藤

輝
雄

美
智
子

第
六
節
学
校
給
食
・
学
校
林

学
校
給
食

給
食
用
物
資
の
特
配、
拡
充、
放
出
に
つ
い
て、
昭
和
二

十
二
年
の
「北
海
道
新
聞」
を
調べ
て
み
る
と、

「学
校
給
食
は
す
で
に
一
月

中
旬
か
ら
全
国
各
都
市
で
実
施
し
て
い
る
が、
燃
料、
調
味
料
な
ど
が
思
う
よ

う
に
手
に
入
ら
ず
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が、
こ
の
程
、
文
部
省
で
は
農

林
、
厚
生、
大
蔵、
商
工
、
運
輸
な
ど
関
係
当
局
と
打
合
せ
た
結
果、
左
の
学

校
給
食
用
物
資
を
特
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
△
薪
(
都市
のみ)

切
符
制
に
よ

り
毎
月
(但し八月

を
除く)

一〇
束
な
い
し二
〇
束、
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
石

炭
を
配
給

△
食
塩(
給
食実
施の
全学
童に)食

塩
を
一
人
一
食
に
つ
き
二
グ
ラ
ム
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第
九
編
教

市
立
学
校
施
設
整
備
審
議
会
委
員

学
校
施
設
を
整
備
す
る
た
め
市
教
育
委

員
会
で
は、
本
審
議
会
委
員
を
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
二
日
に
委
嘱
し
た
。

<
北
海
道
新
聞
五
五
・
三
・
一三
参
照>

内
の
各
小
・
中
学
校
P
T
A
会
長
及
び
役
員
並
び
に
学
校
長
を
委
嘱、
審
議
に

あ
た
っ
て
は
将
来
展
望
に
た
っ
た
教
育
施
設
整
備
を
目
標
に
慎
重
に
行
わ
れ、

こ
の
年
度
内
に
計
画
案
を
答
申
し
、
市
教
育
委
員
会
で
は
積
極
的
な
建
設
を
市

に
要
望
し
た。
市
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
施
設
整
備
を
行
って
い
る
。

会
長
に
は
江
川
虎
松
が
選
任
さ
れ
た。
委
員
任
期
は
二
ヵ
年
で
あ
る
。

委
員
氏
名

江
川

計
良

佐
藤

山
本

秀
之昇

坪
田
坂下

育
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